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協議に依る

・　メッシュシート

協議に依る

2

2

各室
２面

※常温積層型：田島ルーフィング「ZSL-ZS」同等品

別紙 施工順序平面図による

原則 月曜日から金曜日

別紙配置図に記載

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事

1

2

本館

倉敷市福井205番地

1,976.98 ㎡

511.12

594.91

1,106.03

1,106.03 ㎡

651.91 ㎡

（６）項ハ(３)

 防水層の種類

 屋根露出防水

高日射反

 ･設ける

 脱気装置

 ･設けない

 ･設ける

 ･設けない

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

 ･設けない

 ･設ける

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

※DI-2

・DI-1

 ・M4DI

 ・M3DI

 ・P0DI

 ･設ける

 ･設けない

 脱気装置

 ・D-4

 ・D-3

 ※D-2

 ・D-1

 ・C-4

 ・C-3

 ※C-2

 ・C-1

 ・P0D

 ・M3D

 ・M4C

 ・製造所

 ・製造所

 ・製造所

 ・ 

 ・ 

（材質）

　JIS A 9521(建築用断熱材)に基

　づく発泡プラスチック断熱材

（種類）

　※硬質ウレタンフォーム断熱材

　

 ・ 

使用量種類

 ・ 

備考断熱材種別工法 施工箇所
仕上塗料

　  ２種２号

射率防水

・適用

する

・適用

する

・適用

する

（厚さ）（ｍｍ）

　※25　　・50　　・　

 防水立上り部の保護

 　※乾式保護材

 　　　　　　　　　　寸法

 　　　　　　　　　　　厚さ(㎜)：　　　、幅(㎜)：

 　　　　　　　　　したもの

 　　窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ養生

 　　金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの

 　　　　　　　　　　寸法

 　　　　　　　　　　　厚さ(㎜)：　　　、幅(㎜)：

 　・れんが

 　の仕様

 　の仕様

 　の仕様

屋内防水

 ・Ｐ１Ｅ

 ・Ｐ２Ｅ

 ・Ｅ－１

 ※Ｅ－２

工法 種別 施工場所 　　　　　　　保護層

 保護層　・設ける（※図示　・　　）　　・設けない

 立上り部の押え金物の材質及び形状寸法

断熱材

 脱気装置

 ・設ける

 ・設けない

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

 ・設ける

 ・設けない

 ・AS-J3

高日射反
備考

 ・P0ASI

 ・M4ASI

 ・M3ASI
 脱気装置

 ・設ける

 ・設けない

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

 ・設ける

 ・設けない

 防水層

 ・設ける

 ・設けない

 ・ASI-T1

 ・ASI-J1

 ・製造所

 ・  ・ 

 ・製造所

 ・  ・ 

 ・ 

 ・製造所

 ・ 

（材質）

　JIS A 9521(建築用断熱材)に基

　づく発泡プラスチック断熱材

（種類）

　※硬質ウレタンフォーム断熱材

　・50ｍｍ

　

（厚さ）

　※25ｍｍ

　

施工箇所
仕上塗料

使用量種類

　  ２種２号

射率防水

・適用

する

・適用

する

・適用

する

 　の仕様

 　の仕様

 　の仕様

 改質アスファルトシートの種類及び厚さ

 　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・　

 粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

 　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・　

 部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

 　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・　

 脱気装置の種類　　※改質アスファルトシートの製造所の指定　・　

 脱気装置の設置数量　　※改質アスファルトシートの製造所の指定　・　　　（個）

 　※アルミニウム製　L-30×15×2.0ｍｍ程度　・　

 立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

 絶縁断熱工法の防水湿シート

 　・設置する

 　・設置しない

 屋上排水溝　・図示　・　

改質アスファルトシート

防水

［３．１．４］

［３．４．２、３］

　防水層の種別

 ・MA4S

 ・M3AS

 ・AS-T1

 ・AS-T2

 ・AS-T3

 ・AS-T4

 ・AS-J2

 ・AS-J1

工法 種別

 ・P0AS

　屋根露出防水

 施工図及び施工計画書  提出した施工図及び施工計画書の著作に係る当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする

 設備工事との取合い

 コンクリート、モルタル等の撤去部分の境目は、原則としてダイヤモンドカッター切りとする

 設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける

 完成時の提出図書　  完成図（ＣＡＤデータの提出（※要・不要））

 保全に関する資料　（提出部数　※１部　　・　　部）

 提出書類の詳細については、別途、完成図書作成要領による

積雪量　建築基準法施行令第８６条第３項の規定に基づく岡山県建築基準法施行細則による数値

 はつり工事等における  ※はつり工事やスリット工事を行う施工前調査において、非破壊検査が必要と考えられる場合は、

 　監督職員との協議により、非破壊検査を実施すること。

 ※探査方法としては電磁誘導式を原則とする。放射線透過検査等による埋設物の調査を実施する場

 　合、監督職員との協議による。

撮影部位は監督職員の指示による

工事完成時に次の写真を撮影し、監督職員に提出するものとする。

撮影部位及び

箇所数
形式・サイズ

提出

セット数

画素数及び

画質等
撮影者

外部（　　）箇所

内部（　　）箇所

カラー印画紙　・キャビネ判　・Ｌ判

・電子データ（ＪＰＥＧフルカラー

4500×3000ピク

セル以上で画像

補正を行ったも

の

建築完成写真

の撮影実績が

ある者で、監

督職員が承諾

する撮影業者

外部（　　）箇所

内部（　　）箇所

カラー印画紙　・キャビネ判　※Ｌ判

※電子データ（ＪＰＥＧフルカラー）

1280×960ピク

セル以上かつ撮

影したデジタル

カメラの設定の

うち最高の画質

任意

電子データは、ＣＤ－Ｒ等で提出する

 既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた場合は、

 騒音・粉じん等の対策  騒音・粉じん等の対策　　・ 防音パネル　　・ 防音シート

 防音パネル、 防音シートを取り付ける足場の設置範囲

 　※ 工事に必要な範囲　　・ 

 ・内部足場の種別　　　　　　※脚立、足場板等　・　

 ・材料、撤去材等の運搬方法　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

 既存部分の養生  既存部分の養生方法　※ビニルシート等　・　

 ・固定された家具等（備品，机，ロッカー等）の移動　　※行う（図示）

 ・既存部分における既存家具等の養生　※ビニルシート等　・　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保管場所　※構内既存施設内　・　

 ・既存ブラインド、カーテン等の養生　　養生方法　※取外し再取付　　・　

 仮設間仕切り

 仮設扉　　※木製（合板張り程度）　・　

 仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　※図示　・　

 仮設間仕切りの種別と材質等

 　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・図示　　　

 　　Ａ、Ｂ種の片面への塗装等　・行う　※行わない

 　　Ａ種のグラスウール等の充填材　

 　　　※行う（ＪＩＳ　Ａ　６３０１グラスウール吸音材３２Ｋ厚５０㎜）

 　　　・行わない

 監督職員事務所  ※設けない　

 ・既存建物内の一部を使用する（場所：　　　　　　　　　　　　）

 構内既存の施設　※利用できる（※有償　・無償）　・利用できない

 　備品等は、監督職員の指示を受けて設置するものとする

 ・外部足場の範囲　　　　　　※工事に必要な範囲　・　

 ・防護シートの範囲　　　　　※工事に必要な範囲　・　

 ※足場を設ける場合は、改修標準仕様書２．２．１（２）、（５）による。

 受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

 ・構内に新設する

５

 　※図示。だたし、図示が無いものは監督職員と協議する　・　

 防水層末端部の納まり部の処理

［表３．３．３～１０］

立上り部の保護絶縁用シート

 ・ﾚﾝｶﾞ押え

 ・乾式保護材

工　法 施工箇所

 ・Ｐ２Ａ

 ・Ｐ１Ｂ

 ※Ｂ－２

 ・Ｂ－１

 ・Ａ－１

 ・Ａ－３

断熱材

 アスファルト防水  屋根保護防水

 防水層の種別［３．１．４］

［３．３．２～３、５］

 　※JIS R 1250

 　・　

 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

 ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

　厚さ0.15㎜以上

 又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ　

  70g/㎡程度

・　

 ・Ｐ１ＢＩ

 ・Ｐ２ＡＩ

 ※ＢＩ－２

 ・ＢＩ－１

 ※ＡＩ－２

 ・ＡＩ－１

・　

 ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

　（70g／㎡程度）

（材質）

　　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材３種ｂ

　　Ａ（スキン層付き）

　　JIS A 9521による押出法

（厚さ）(ｍｍ)

　　※25　　・50　　・　

 部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

 平場の保護コンクリートの厚さこて仕上げ

 　　こて仕上げ　　※水下　80㎜以上

 改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

 　　床タイル張り　※水下　60㎜以上

 ※別途引込みとする　　・構内既存の施設を利用できる（※有償　・無償） 工事用電力

 降雨等に対する養生方法

［３.１.３］  ・　

 既存防水の処理

 　　　　　　　　　　・行わない

 　　　　　　　　　　・行わない 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない 

 既存下地の処置

［３.２.６］

 既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　　※図示　・　

 の処置　　※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による　・　

［３.１.４］［３.２.３、４、６］

 設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出入口部、

工 事 名 称

工 事 場 所

敷 地 面 積

階

階

階

階

階

小 計

合 計

建築面積(㎡)

Ⅰ．　工　事　概　要

（１）項目は番号に○印のついたものを適用する

（２）特記事項は○印のついたものを適用する

○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する

○印と※印のついた場合は共に適用する

（　　）の内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

特記仕様２．

Ⅱ．　建築改修工事仕様

（３）項目に記載［　　］の内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

章 項　　　　目 特　　　記　　　事　　　項

１　

一
般
共
通
事
項

１  適用基準等

 　（以下「標準詳細図」という）

２  電気保安技術者

（４）関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等に

ついて、監督職員と協議すること。

３  施工条件

 ・工事車両の駐車場所　（※図示　・　　　　　　　　　　）

 ・資機材置場　　　　　（※図示　・　　　　　　　　　　）

 ・建設発生土仮置場　　（※図示　・　　　　　　　　　　）

［１．３．３］

 ・部位別の施工順序　　※指定なし　・指定あり（・図示　・　　　　　　　　　　　　　）

床 面 積(㎡)

棟 名 称 ／ 構 造

施 工 条 件

１． 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書（建

（５）材料及び製造所等の記載は順不同である。

 配置する

工
事
範
囲

別
途
工
事

消防法施行令別表第一区分

用途地域 防火地域 ・防火地域 ・準防火地域 ・指定なし

建ぺい率（指定率） 　　　　％（　　　　％）

 ※週休２日促進工事について

 ・本工事は、週休２日促進工事の対象である。週休２日促進工事特記仕様書を参照すること。

 ・本工事は、週休２日促進工事の対象外である。

築工事編）（令和４年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。図面、本特記仕様書及び改修標準仕様書に記

載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築工事編（令和４年版）」（以

※建築工事標準詳細図（令和４年版）　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※営繕工事写真撮影要領（令和３年版）　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

 材料の品質等

［１．４．２～５］

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を

２）本工事に使用する材料のうち、３）に指定する材料の製造業者等は、次の（１）～（６）の事

項を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提

出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りで

（１）品質及び性能に関する試験データが整備されているもの

（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われているもの

（３）安定的な供給が可能であるもの

（４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得しているもの

（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があるもの

（６）販売、保守等の営業体制が整えられているもの。（なお、システムとして機能するものに
あっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられているもの）

３）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

煙突用成形ライニング材錠前類床型枠用鋼製デッキプレート

天井点検口クローザ類鉄骨柱下無収縮モルタル

床点検口自動扉機構無収縮グラウト材

グレーチング自閉式上吊り引戸機構乾式保護材

有するものとする。

はない。

７

トップライト重量シャッター 軽量シャッター

屋上緑化システム

ルーフドレン

吸水調整材

既調合モルタル オーバーヘッドドア

防水剤

現場発泡断熱材

フリーアクセスフロア

ポリマーセメントモルタル

鋳鉄製ふた

既調合目地材

可動間仕切

移動間仕切 トイレブース

 調査範囲　※外壁（庇、笠木共）、軒裏等の建物外周部及び屋内の梁、階段裏等の見上げ面　・図示

 　　　　（※塗装改修の範囲内　　・塗装改修の範囲外を含む全工事範囲　）

 調査方法　※テストハンマーによる打診及び目視　　・　

 　調査は、建物外周部のひび割れ、浮き、欠損部、内部まで貫通したひび割れ及び雨漏りの有無及び

 　また、その報告書は、結果を立面図等に記載し集計表及び写真を添えて監督職員に２部提出するも

 　屋内見上げ面等の浮きの位置及び数量（幅、長さ、面積）の調査を行うものとする。

 　屋根調査は、既存の防水層、シーリング材充填部、とい、笠木等及び下地の劣化状況を確認する。

 　のとする。

［１．６．２］

 特別な材料の工法  標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品等の指定工法によるものとする。８

 ※石綿含有建材の事前調査 石綿含有建材の事前調査

     貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

     調査範囲（※工事範囲　　・図示　　　　　　　）

     なお、事前調査で石綿の使用の有無が明らかにならなかった場合は、分析による調査が必要に

９

［１．５．１］

 調査のための破壊部分

 技能士

［１．６．３］

［１．７．２］

下、「標準仕様書」という。）又は国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）による。

 撤去部分

 非破壊検査

 適用区分

 完成写真

［２.１.３］

 足場その他

［２．２．１］

２

１２　

仮
設
工
事

［２．３．１］

［２．３．２］

 工事用水

［２．４．１］

［１．９．１～３］

 内装仕上施工  ・鋼製下地工事作業

 ・プラスチック系床仕上げ工事作業

 表装

 左官  ・左官作業

 タイル張り  ・タイル張り作業

 塗装改修工事  塗装  ・建築塗装作業

 耐震改修工事  鉄筋施工

 型枠施工

 ・鉄筋組立作業

 ・型枠工事作業

 コンクリート圧送施工  ・コンクリート圧送工事作業

 鉄工  ・構造物鉄工作業

 とび

 環境配慮改修  配管  ・建築配管作業

 ・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

 ・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

 ・造園工事作業

 ・カーペット系床仕上げ工事作業

パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う。

 測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告するものとする。

 図示した室のホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・スチレン・エチルベンゼンの室内濃度を

 　　測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放

 　　ただし、造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉は開放したままとする。

 　　①の後、測定対象室のすべての窓及び扉を５時間閉鎖する。

 ・厚生労働省の標準的方法による。

 　⑤　その他　監督員から測定方法に関する注意事項等の指示を受けるものとする。

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

 　　　　定時間帯の中央となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する。

 　　イ　②の状態のままで測定する。

 　　ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし工程等の都合により、２４時間測定が

 　　　　行えない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が測

 　④　分析　測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する。

４

７

１

３

 補修方法　※図示

工事種目 技能検定職種 技能検定作業

 ・とび作業 とび 仮設工事

 防水改修工事  防水施工  ・アスファルト防水工事作業

 ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

 ・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

 ・合成ゴム系シート防水工事作業

 ・塩化ビニル系シート防水工事作業

 ・セメント系防水工事作業

 ・シーリング防水工事作業

 　防水工事作業

 ・改質アスファルトシートトーチ工法

 ・ＦＲＰ防水工事作業

 補修範囲　※図示

 外壁改修工事  樹脂接着剤注入施工

 左官

 タイル張り

 ・樹脂接着剤注入工事作業

 ・左官作業

 ・タイル張り作業

 建具改修工事  サッシ施工

 ガラス施工

 自動ドア施工

 ガラス用フィルム施工

 ・ビル用サッシ施工作業

 ・ガラス工事作業

 ・自動ドア施工作業

 ・建築フィルム作業

 ・大工工事作業 建築大工 内装改修工事

 建築板金  ・内外装板金作業

 ・かわらぶき作業 かわらぶき

３

４

５

６

 工事  路面表示施工

 造園

 　　し、３０分間換気する。

 　①３０分間換気

 　②５時間閉鎖

 　③測定

 化学物質の濃度測定

［１．７．９］

 　　　分析個数　　計　　箇所

 　・除去処理工事

 　　　除去範囲　　※図示　

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗

料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

次の１）から４）を満たすものとする。

料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

 環境への配慮

［１．４．１］

６

２）接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

ものとする。

　　ヒド、アセアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデ

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

②建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアル

　デヒド発散建築材料以外の材料

 　　ホルムアルデヒド放散量　規制対象外に該当する建築材料

 　　ホルムアルデヒド放散量　第三種に該当する建築材料

 　・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

・せっこうボードの処理

・石綿含有せっこうボード　　９章による

・ひ素・カドミウム含有せっこうボード

　・製造業者に回収委託

　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　　処分施設の名称　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　所在地　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・石綿含有、ひ素・カドミウム含有以外のせっこうボード

・再生資源化（再資源化施設）　　・最終処分（管理型最終処分場）

　　　処分施設の名称　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　所在地　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・ＰＣＢ含有シーリング材の処理

 　・第一次判定

４  工事安全計画書

［１．３．７］

 建築工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）に基づき、工事の

 施工に先立ち工事現場の安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する

発生材の処理等  ・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　）

 　　処理方法　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・再生資源化を図るもの

［１．３．１２］

５

 　　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する

 　　　採取箇所数　　計　　箇所

 　　　採取箇所　　※図示　

 　・第二次判定

 　　専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う

１４

１５

２０

１９

１８

１７

１６

１３

１１

１２

１０

容積率（指定率）

RC造

 ・壁装作業

 ・ボード仕上げ工事作業

　圧縮率1/4程度）

 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

 　　地表面粗度区分　　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

 ※Ａ－２

 ・ＡＩ－３

            ・設けない

  　　　　　・設ける

 ・とび作業

 既存防水層の撤去　　・行う（範囲　　※図示 ：立上り防水層、端末押え金物・シール） 

 既存保護層の撤去　　・行う（範囲　　※図示 ：立上り中空成形セメント板　他）

 屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

 脱気装置の種類及び設置数量

   ※図示　・　

   ※アスファルトルーフィング類製造所の指定　　　　・　

建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書

　　　　％（　　　　％）

［１．３．５］

 施工数量調査

・有人改修 

２

３　

防
水
改
修
工
事

３　

防
水
改
修
工
事

   ※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度  ・　

 Ｅ－１の場合で工程３を行う部位（※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位　・　　　　　　　　　　） 

 　　Ａ、Ｂ種の仕上げ材　　※せっこうボード（GB-R 厚さ9.5ｍｍ）　・合板（普通合板 厚さ9ｍｍ）

 　※改修標準仕様書 表3.3.5 から 表3.3.6 による

 　※改修標準仕様書 表3.3.3 及び 表3.3.4 による

 ※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による。

 既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去　　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X）

 P0S工法及びP0SI工法（機械的固定工法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り部等

     なるため、監督職員と協議するものとする。

     工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、改修の作業に係る全ての材料について、設計

     図書等の文書を確認する方法及び目視により確認する方法により石綿等の使用の有無について事

     前調査し、調査結果を監督職員に提出する。

 　　風圧力風速　　　　　Ｖｏ＝　　　　　ｍ／ｓ

 ・施工時間帯　　　　　※指定なし　・指定あり（　　　　　　　　　　　　）

 ・施工ができない日等　※指定なし　・指定あり（　　　　　　　　　　　　）

令和

縮尺

図面番号

グループ長設計部長総括責任者

担当者担当者設計責任者

図面名称

工事名称

丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市北区駅前町１丁目５番１８号

建築改修工事特記仕様書（１）

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事

Ｒ７年６月

A-001



 平成７年度建設省告示第１８６０号による「外壁複合改修構工法の開発」において、建設大臣の技術

 ・伸縮調整目地改修工法　　伸縮調整目地の位置及び寸法　※図示　

 　の指定

 ・ 

 (材質)

 ※改修標準仕様書3.5.2  　・モルタル塗替え工法　　　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　）

 　　仕上げ厚又は全塗厚が25ｍｍを超える場合の措置　　※図示　　・ 

 　・充填工法　・エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル

 　モルタルの材料　　※現場調合材料　・既調合材料

外壁複合改修構工法

評価を取得した工法とする

平成７年度建設省告示第１８６０号による「外壁複合改修構工法の開発」において、建設大臣の技術４

４
ー
４　

外
壁
改
修
工
事
（
タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁
）

１ タイル張替え工法用

材料

タイルの形状、寸法等

タイル部分張替え工法及びタイル張替え工法用接着剤の種類

・ポリマーセメントモルタル

・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

 施工

 箇所

吸水率による区分 うわぐすり

無有 特注標準

色役物

有 無施ゆう無ゆう

耐凍害性 耐滑形状/寸法 再生材料

(ｍｍ)
形状/寸法

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 り性

出隅　　天端

出隅、窓台、マグサ（標準一体成型品以外は接着成型品とする）

内　　装

外　　装

役物の使用箇所

［４.２.２]

備考
の適用

２ ひび割れ部改修工法

・タイルを撤去しないで改修

下地モルタルまで撤去後のコンクリート部分の改修は、4-2 外壁改修工事（コンクリート打放し

※タイルを撤去して改修

仕上げ外壁）による

モルタルを存置した場合のモルタル部分の改修は、4－3 外壁改修工事（モルタル塗仕上げ外壁）

による

タイル撤去後のタイル欠損部の補修は、 3 欠損部改修工法による

　※樹脂注入工法

［４.１.４］［４.２.２］

［４.５.５、６］

 　　※可とう性エポキシ樹脂

 　　　　シーリング材の上にポリマーセメントモルタルの充填　　※行う　・行わない

 　　　　充填材料　　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　・　

 　　・シーリング材

 　・Ｕカットシール材充填工法

 　　コアの抜取り部の補修方法　　※ポリマーセメントモルタル充填　・図示

 　　コアの抜取り個数　　※長さ500ｍごと及びその端数につき1個　・　

 　　注入状況の確認方法　　※注入量により確認　・コアの抜取りを行う　・　

 　　エポキシ樹脂　　※低粘度形　・中粘度形

工法の種類

 50～100

100～200

150～250

※40　　・　

※ 7 0　 　

※ 13 0　 　

自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

手動式エポキシ樹脂注入工法

機械式エポキシ樹脂注入工法

注入量（ｍＬ／ｍ）

機械式エポキシ樹脂注入工法

※A

・B

・C

・D

※40　　・　0.2以上0.3未満

0.2以上0.3未満

0.3以上0.5未満

0.5以上1.0未満

※40　　・　0.3以上0.5未満 200～300

※70　　・　0.5以上1.0未満

ひび割れ幅（ｍｍ） 注入口間隔（ｍｍ）

３ 欠損部改修工法

［４.１.４］［４.２.２］

［４.５.７、８］

 　接着剤の種類　　・ポリマーセメントモルタル　・外装タイル接着剤張りの接着剤

 　貼付けモルタルの材料　　※現場調合材料　・既調合材料

 　・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

 　　　　　　　　　　　　・ユニットタイル（・マスク張り　・モザイクタイル張り）

 　・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

 ・タイル部分張替え工法

 　外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整材塗りの接着力試験　　・行う　・行わない

 ・タイル張替え工法（下地モルタルを撤去する場合）

 　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置　　※改修標準仕様書表4.5.1による　・　

 　　タイル張りの工法　　・外装タイル（・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り）

［５．２．２～５］

［４.１.５］［４.２.２］

［４.８.２］［表４.２.６］

Ｕカットの上ポリ

ウレタン系シーリ

ング材（幅2mm以（幅2mm未満）

 ・  ・ 
 ・製造所

 ・ 

 　の指定

 ・製造所

 ・  ・ 

 　の指定

 ・製造所

 ・  ・ 

種類 使用量

 ・製造所

 　の指定

 ・ 

１

［５．１．３］

 改修工法

［５．１．４］

２  防火戸

 建具見本の製作３

［５．１．５］

 防犯建物部品

［５．１．７］

４

５ アルミニウム製建具

 合成高分子系 　防水層の種別

 ルーフィングシート防水
工法 種別

 ［３．１．４］

 ・P0S  ・S-F1

 ・S4S  ・S-F2

 ・S-M3

 ・M3S  ・S-F1

 ・S-F2

 ・M4S  ・S-M1

 ・S-M2

 ・S-M3

 ・P0SI  ・SI-F1

 ・S3SI  ・SI-F2

 ・S4SI

 ・M4SI

備考

 脱気装置

 ・設ける

 ・設けない

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

 ・設ける

 ・設けない

 脱気装置

 ・設ける

 ・設けない

 脱気装置

 ・設ける

 ・設けない

 脱気装置

 ・設ける

 ・設けない

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

 ・設ける

 ・設けない

高日射反
施工箇所 断熱材

 ［３．５．２～４］

６

仕上塗料

 笠木の固定金具の工法等

 板材折曲げ形の笠木の取付方法　※図示　・                       .

 下地補修の工法　※図示　・　　　　　　　　　　　　　　　　　.

 既存笠木等の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　）

 表面処理　種別（　　）種　皮膜等の種類（※標準仕様書表14.2.1による　・　　　）

　　　　 　　　　　・行わない

［３．９．２～３］

 アルミニウム製笠木  種類　・オープン形式（・押出250形　・押出300形　・押出350形） ［表３．９．１］

　　　 ・板材折曲げ形（・オープン形式　　・シール形式）

　　　　　　　 本体幅（　　）mm　板厚（※2.0mm　・　　mm）

防水改修フロー及び数量

・既存保護層の補修及び処置

防水面調査（施工数量調査）

ひび割れ部補修 欠損部改修 浮き部補修 ぜい弱部補修 既存目地欠損部補修
既存目地欠損部補修

ポリマーセメント

モルタル補修

ポリマーセメント

モルタル補修

撤去の上、ポリ

マーセメントモ

ルタル補修

ポリマーセメント

モルタル補修

既存目地撤去の

上ポリウレタン

系シーリング材

ｍｍｍ㎡㎡㎡ｍｍｍ

１１

　 ・適用しない

上）

ケレン等の上、ポ

工事用シール材

アスファルト防水

リマーセメントペ

ースト補修

アスファルト防水

工事用シール材

（脱気に利用する場合）

　 　　　　着色（※標準色　・特注色（　　　　　　　　　　））

（品質・性能）

項目 品質・性能

だれ

曲げ強さ（Ｎ/ｍｍ2）

圧縮強さ（Ｎ/ｍｍ2）

5以内

ひびわれの発生が無いこと。

6.0以上

20.0以上

下がり量（ｍｍ）

表面の状態

1.0以上標準条件接着強さ（Ｎ/ｍｍ2）

特殊条件 湿潤時

低音時

裏面のぬれ、水滴の付着が無いこと。透水性

その他

0.8以上

0.5以上

2）高分子エマルションは、常温常湿において製造

　 後６か月保存しても、変質しないこと。

 ポリマーセメントモルタル

［４.２.２］

（品質・性能）

広がり速度 長さ変化率

（収縮）

引張接着性

（材齢28日）

曲げ性能

（材齢28日）

吸水性

（72時間）

耐久性

（劣化曲げ強さ）

（％） （Ｎ/ｍｍ2） （Ｎ/ｍｍ2） （％） （Ｎ/ｍｍ2）

（ｃｍ/ｓ）

3以上 3以下 0.5以上 5.0以上 15以下 5.0以上

保水係数　0.35～0.55

粘調係数　0.50～1.00 

 ポリマーセメントスラリー

［４.２.２］

３

４

予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

（品質・性能）

保水率：70％以上

単位容積質量：1.8ｋｇ/Ｌ以上

接着強さ：標準時　0.6Ｎ/ｍｍ2以上、温冷繰り返し後　0.4Ｎ/ｍｍ2以上

長さ変化率：0.2％以下

曲げ強さ：4.0Ｎ/ｍｍ2以上

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等を

 吸水調整材

［４.２.２］

［４．２．２］

２

１

ひび割れ部改修工法

工法の種類 ひび割れ幅（ｍｍ） 注入口間隔（ｍｍ）

 50～100

100～200

150～250

※40　　・　

※ 70　 　

※ 13 0　 　

自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

手動式エポキシ樹脂注入工法

機械式エポキシ樹脂注入工法

注入量（ｍＬ／ｍ）

機械式エポキシ樹脂注入工法

※A

・B

・C

・D

※40　　・　0.2以上0.3未満

0.2以上0.3未満

0.3以上0.5未満

0.5以上1.0未満

※40　　・　0.3以上0.5未満 200～300

※70　　・　0.5以上1.0未満

［４.１.４］[４.２.２]

 [４.３.４～６]

１４
ー
２　

外
壁
改
修
工
事
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁
）

改修標準仕様書 表４.２.２による

 ・Ｕカットシール材充填工法

 　・シーリング材

 　※可とう性エポキシ樹脂

 ・シール工法

 ※樹脂注入工法

 　エポキシ樹脂　　※低粘度形　・中粘度形

 　注入状況の確認方法　　※注入量により確認　・コアの抜取りを行う　・　

 　　　充填材料　　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　・　

 　　　シーリング材の上にポリマーセメントモルタルの充填　　※行う　・行わない

 　コアの抜取り部の補修方法　　※ポリマーセメントモルタル充填　・図示

 　コアの抜取り個数　　※長さ500ｍごと及びその端数につき1個　・　

欠損部改修工法 ※充填工法

　・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル［４.１.４］[４.２.２]

 [４.３.７]

２

1 ひび割れ部改修工法 ※モルタルを撤去しないで改修

　※樹脂注入工法

工法の種類

自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

注入量（ｍＬ／ｍ）ひび割れ幅（ｍｍ） 注入口間隔（ｍｍ）

［４.１.４］[４.２.２]

 [４.４.５～７]

４
ー
３　

外
壁
改
修
工
事
（
モ
ル
タ
ル
塗
仕
上
げ
外
壁
）

欠損部改修工法

［４.１.４］[４.２.２]

 [４.４.８、９]

 ※充填工法（欠損部の面積が0.25ｍ2／箇所程度以下の場合）

 ・モルタル塗替え工法

 仕上げ厚又は全塗厚が25ｍｍを超える場合の措置　　※図示　・　

 　モルタルの材料　　※現場調合材料　・既調合材料

 　充填材の種類　　※ポリマーセメントモルタル　・エポキシ樹脂モルタル

浮き部改修工法

［４.１.４］[４.２.２]

 [４.４.１０～１５]

２

３

４
ー
１　

外
壁
改
修
工
事
（
共
通
事
項
）

４ 浮き部改修工法

［４.１.４］［４.２.２］

［４.５.９～１５］

 　　注入口付アンカーピン本数　　・　

 　外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整材塗りの接着力試験　　・行う　・行わない

 　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置　　※改修標準仕様書表4.5.1による　・　

 　貼付けモルタルの材料　　※現場調合材料　・既調合材料

 　接着剤の種類　　・ポリマーセメントモルタル　・外装タイル接着剤張りの接着剤

 ・タイル部分張替え工法

 　・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

 　　　　　　　　　　　　・ユニットタイル（・マスク張り　・モザイクタイル張り）

 　・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

 　　タイル張りの工法　　・外装タイル（・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り）

既存塗膜等の除去、

下地処理及び下地

調整

［４．６．２］

１４
ー
５　

外
壁
改
修
工
事
（
塗
仕
上
げ
外
壁
）

・サンダー工法 ４-２　外壁改修工事

・高圧水洗工法

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

　　　　　　・100ＭＰａ以上　

４-３　外壁改修工事

（モルタル塗仕上げ外壁）による

（コンクリート打放し仕上げ外壁）

※下地調整塗材　　・ポリマーセメントモルタル２ 下地調整材

［４．６．３］

仕上塗材仕上げ３

  ※規制対象外　　・ 

仕上塗材の種類 

・薄付け仕上
・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・砂壁状

・凹凸状（・吹付け　・こて塗り） 

・着色骨材砂壁状（・吹付け　・こて塗り）

・砂壁状じゅらく

・平たん状 

・さざ波状

・ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）

   ・　

   ・　

・複層仕上

  塗材

・防水形複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材ＲＥ

・複層塗材ＣＥ ・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸状  　

上塗材 

  溶　媒　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系 　　

  樹　脂　※アクリル系　　・ 　　

  外　観　※つやあり　　・つやなし

耐候性　　※耐侯形３種　・ 

　　　　　・メタリック

  塗材

・厚付け仕上
・外装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｓｉ

・外装厚塗材Ｅ

   上塗材　　　 ・適用する　・適用しない 

・凹凸状　・ひき起こし　・かき落とし  　

・吹放し　・凸部処理　・平たん状 

　 吸放湿性　　・適用する　・適用しない

（１５．６．２）

・石綿含有仕上げ塗材の除去は、９章環境配慮改修工事による

・可とう形改修塗材Ｅ・可とう形

  改修用仕上

  塗材

・可とう形改修塗材ＲＥ

・平たん状　・さざ波状　・ゆず肌状  　

上塗材

耐候性　　※耐侯形３種　・ 

  樹　脂　※アクリル系　　・ 　　

  外　観　※つやあり　　・つやなし

　　　　　・メタリック

・可とう形改修塗材ＣＥ    ・　

   ・　

   ・　

種別　・Ａ種　・Ｂ種マスチック塗材塗り

［４.１.５］［４.７.２］

 [表４.７.１］

４

５  外壁用塗膜防水材塗り  仕上げの形状　・　

 工法　・　

 外壁用仕上塗材の耐候性　　※JIS A 6909の耐候形1種の品質基準に適合するもの　・　

 下地挙動緩衝材　　・適用する　・適用しない

 ・撤去工法　（・はつり工法　・引抜き工法）　　適用箇所（・建具表による　・　　　）

 ※かぶせ工法（・カバー工法　・持出し工法）　　指定箇所（・建具表による　・　　　）

 ・適用する　　適用箇所（・建具表による　・　　　　　）

 性能値等

 　・耐風圧性の等級（　　　　　）、気密性の等級（　　　　　）、水密性の等級（　　　　　）

 　※改修標準仕様書 表5.2.1による種別

 　　外部に面する建具　　　 ・Ａ種（建具符号　　※建具表による　・　　　　）

 　　　　　　　　 　 　　　 ・Ｂ種（建具符号　　※建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　 　　　　　 ・Ｃ種（建具符号　　※建具表による　・　　　　)

 　　防音ドア,防音サッシ　　・適用する　　遮音性の等級（　　）

 ※モルタルを撤去しないで改修

 　・アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法（・注入口付　・　　　　　　　　　　）

 　・アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法（・注入口付　・　　　　　　　　　　）

 　・アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法（・注入口付　・　　　　　　　　）

 　注入口付アンカーピンの材質　　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6ｍｍ

 ・モルタルを撤去して改修

 　　シーリング材の種類　　打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地　　※ポリウレタン系　・　

 　　　　　　　　　　　　　伸縮調整目地その他の目地　　※変成シリコーン系　・　

 　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　　※目荒し工法　・　

※既存仕上げ面全体　・図示

※既存仕上げ面全体　・図示

※既存仕上げ面全体　・図示

※既存仕上げ面全体　・図示

処理範囲 下地面の補修工法

種類 呼び名 防火材料 仕上げの形状及び工法等

 　(3)(ｴ)(a)による  　の指定

 ・製造所

 ・  ・  ・SI-M1

 ・SI-M2

 (材質)

 ※改修標準仕様書3.5.2

 脱気装置

 ・設ける

 ・設けない

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

 ・設ける

 ・設けない

 ＳＩ－Ｍ２の絶縁用シートの材種

 Ｓ－Ｍ２及びＳＩ－Ｍ２の立上り部の工法

 　※発泡ポリエチレンシート　・　

 　※接着工法（立ち上がり面のシートの厚さ　※1.5ｍｍ　・　　　　）　・機械的固定工法

　 入隅部の増張り　・行う（S-F1,SI-F1の場合) 　　　　　・行わない

 　目地処理　　　　・行う（工法　　　　　　　　　　）　・行わない

 機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

　 ・適用しない

塗膜防水

［３．１．４］
工法 種別

 ・Ｐ０Ｘ  ※Ｘ－１

 ・Ｘ－２

［３．６．２～４］

７ ［表３．６．１、表３．６．２］

 ・Ｌ４Ｘ  ※Ｘ－１

 ・Ｘ－２

高日射反

 脱気装置

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

 ・設ける ・設けない

 脱気装置

備考

 ・設ける ・設けない

施工箇所
仕上塗料

使用量

 ・ 

 ケイ酸質系塗布防水

 ・Ｐ１Ｙ  ※Ｙ－２

 ・ 

 ・Ｐ２Ｙ  ※Ｙ－２

 ・ 

 保護層

 ・設ける ・設けない

 保護層

 ・設ける ・設けない

 防水種別　※Ｃ－ＵＩ　・Ｃ－ＵＰ　　　　　規格　※ＪＡＳＳ８　Ｔ－３０１

 （９．６．１～４）  施工箇所

 （表９．６．１～２）  記載のない事項は製造所の仕様による他日本建築学会ＪＡＳＳ８ 防水工事 最新版による

８

 Ｘ－１（絶縁工法）の脱気装置の種類　　※主材料の製造所の仕様　・　

 Ｙ－１、Ｙ－２の工程数及び各工程の使用量

 　※改修標準仕様書表3.6.2による　・主材料の製造所の仕様　・　

 ・拡幅シーリング再充てん工法

 ・ブリッジ工法

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

 ［３．１．４］

 ［３．７．２］

 ［３．７．４～７］

 シーリング改修工法の種類

 ・シーリング再充てん工法

　　 ボンドブレーカー張り　　・適用する　・適用しない

　　 エッジング材張り　　　　・適用する　・適用しない

 シーリング材の種類､施工箇所

［表３．１．２］ シーリング９

 既調合モルタル

 　(3)(ｴ)(b)による

 (種類)

 ※硬質ウレタンフォーム

 　断熱材２種２号による

 (種類)

 ※硬質ウレタンフォーム

 　断熱材２種２号による

種類

 ※２成分形ア

 　クリルウレ

 　タン樹脂系

 　系

 ・ふっ素樹脂

 ・アクリルシ

 　リコン樹脂

 　系

射率防水

 (厚さ)（ｍｍ）

 ・25　　・50　

 (厚さ)（ｍｍ）

 ・25　　・50　

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

 　※設置しない　・設置する

 ＳＩ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ２、ＳⅠ－Ｍ１及びＳⅠ－Ｍ２における防湿用フィルムの設置

　 1章 20 適用区分による風圧力に対応した工法を施工計画書として提出するものとする。

防水層の種別

射率防水

 ※主材料の

 製造所の指定

 ※主材料の

 製造所の指定

・適用する

・適用する

 Ｘ－１（絶縁工法）の脱気装置の設置数量　　※主材料の製造所の仕様　・　　　（個）

 網戸等６ 網目

  ※16～18メッシュ 

   ・ステンレス(SUS316)製 

   ※合成樹脂製 

  ・防鳥網

  ・防虫網

網目寸法15mm

種類

1.5mm

材質

［５．２．３］

   　外部に面する建具　種別　　・BB-1種　・BB-2種  ・　　　　　

   　屋内の建具　　　　種別　　・BC-1種　・BC-2種　・　　　　　

 結露水の処理方法　※図示　・ 

   水切り板、ぜん板　※図示　・ 

 取付工法

外壁）による

モルタル撤去後のコンクリート部分の改修は、4-2 外壁改修工事（コンクリート打放し仕上げ

モルタル撤去後のモルタル欠損部の補修は、 2 欠損部改修工法による

・モルタルを撤去して改修

 　　※パテ状エポキシ樹脂　・可とう性エポキシ樹脂

 　・シール工法

 　　※可とう性エポキシ樹脂

 　　　　シーリング材の上にポリマーセメントモルタルの充填　　※行う　・行わない

６ 外壁複合改修構工法

 評価を取得した工法とする

５ 目地改修工法

［４．１．４］

［４．５．１６］

 ・目地ひび割れ部改修工法

 50～100

100～200

※40　　・　

※ 70　 　

手動式エポキシ樹脂注入工法

機械式エポキシ樹脂注入工法

※A

・B

・C

・D

※40　　・　0.2以上0.3未満

0.2以上0.3未満

0.3以上0.5未満

※40　　・　0.3以上0.5未満 200～300

※70　　・　0.5以上1.0未満

機械式エポキシ樹脂注入工法 0.5以上1.0未満 150～250 ※ 1 3 0　 　

 　　　　充填材料　　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　・　

 　　・シーリング材

 　・Ｕカットシール材充填工法

 　　コアの抜取り部の補修方法　　※ポリマーセメントモルタル充填　・図示

 　　コアの抜取り個数　　※長さ500ｍごと及びその端数につき1個　・　

 　　注入状況の確認方法　　※注入量により確認　・コアの抜取りを行う　・　

 　　エポキシ樹脂　　※低粘度形　・中粘度形

 ・タイル張替え工法（下地モルタルを撤去する場合）

 注入口付アンカーピンの材質　　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6ｍｍ

 ・注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法

 ・アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法（・注入口付　・　　　　　）

 ・アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法（・注入口付　・　　　　　）

 ・アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法（・注入口付　・　　　　　）

 ステンレス鋼板の材料　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　・　

 　　断熱ドア,断熱サッシ　　・適用する　　断熱性の等級（　　）

 　　耐震ドア　　　　　　　 ・適用する　　面内変形追随性の等級（　　）

 　　シーリング材の種類　　打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地　　※ポリウレタン系　・　

 　　　　　　　　　　　　　伸縮調整目地その他の目地　　※変成シリコーン系　・　

 　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　　※目荒し工法　・　

 形状及び仕上げ

 　枠の見込み寸法　 ・建具表による　・ 

 　表面処理 

  ・ 

線径

  ・ 

  ※0.25mm以上

   ・ガラス繊維入り合成樹脂製 

      ステンレス(SUS304)線材

　　　　　　・50ＭＰａ～100ＭＰａ

 ・S-M1

 ・S-M2

 ・設ける ・設けない

 ※製作しない　　・製作する（・納まり等が分かる程度のもの　・　　　　　）

　吐出圧力　・15ＭＰａ～25ＭＰａ

 ・シーリング充てん工法

 とい１０

［３．８．２、３］

 ルーフドレンの取付け　　※水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填　・　

 　※改修標準仕様書表3.8.2により、溶融亜鉛めっきを行ったもの　・　

 防露材のホルムアルデヒド放散量

 　※規制対象外　・　

 既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　　※図示　・　

 鋼管製といの防露巻き　　※改修標準仕様書表3.8.4による　・　

 たてどい受金物の取付け　※図示　・　

 ルーフドレン

 といの材種　・配管用鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管　・　　　　　　　　　　　　　.

  ・バルコニー用

  ・バルコニー中継用

種別 施工箇所

  ・ろく屋根用（・縦型　・横型）

 ルーフドレンの材質：

 　　張掛け幅は100ｍｍ以上とする。

 とい受け金物及び足金物の材種、形状及び取付け間隔

 　・　

　 接着性試験　　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験　　　・行わない

 シーリング材の試験

 シーリング材の目地寸法　※改修標準仕様書３.７.３(１)による

 シーリング材表面に仕上塗材、塗装等　※行う　　・行わない

  溶　媒　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系 　　

・外装薄塗材Ｓ

  塗材

３　

防
水
改
修
工
事

５　

建
具
改
修
工
事

・JIS A 5557による一液反応硬化形ウレタン樹脂系

1）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

 　※パテ状エポキシ樹脂　・可とう性エポキシ樹脂

 　既製目地材　　・使用する（形状　　　　　　）

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 

 外壁用仕上塗料の種類　　・　　　　　（所要量　　※改修標準仕様書表4.2.6による　・　　kg/㎡）

 模様材の種類　　　　　　・　　　　　（所要量　　※改修標準仕様書表4.2.6による　・　　kg/㎡）

 ※かぶせ工法（・ｶﾊﾞｰ工法　・持出し工法　・ﾉﾝｼｰﾙ工法）　　適用箇所（・建具表による　・　　　）

 　アンカーピンの材質　　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの

 既存防水下地がPCコンクリート部材の場合の処理

　 下表以外は、改修標準仕様書 表３.７.１による

 　※適用する（1章 20 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法）

 1章 20 適用区分による風圧力に対応した工法

 　※適用する（1章 20 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法）

        　           　色合等　※標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

          　         　色合等　※標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

 アンカーピンの材質　　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの

                          　　（建具符号　　・建具表による　・　　　　）

          　　　　　　　　　・適用しない 

                          　　（建具符号　　・建具表による　・　　　　）

         　 　　　　　　　　・適用しない 

                          　　（建具符号　　・建具表による　・　　　　）

          　　　　　　　　　・適用しない 

 　※本体等の鋳鉄品の種類は、JIS G 5501（ねずみ鋳鉄品）によるFC150又はFC200とし、

グループ長設計部長総括責任者 令和

担当者担当者設計責任者 縮尺

図面番号

   ・　

   ・　

   ・　

   ・　

   ・　

   ・　

   ・　

   ・　

   ・　

   ・　

   ・　

   ・　

   ・　

   ・　

   ・　

   ・　

図面名称

工事名称

丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市北区駅前町１丁目５番１８号

建築改修工事特記仕様書（２）
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手洗い
張物下 12

 ※6ｍ以下毎に

材面数

見付け

見付け材面の品質

 防火戸のガラスとめ材は、建築基準法に基づく防火性能の認定を受けた条件による

 ・ブロンズ　　・シルバー

 ・ブルー　　　・グレー

 　　映像調整　　　※行わない　・行う

 　　反射皮膜面　　※内面　　　・外面

 　Ｂ種

 　Ａ種

 ・３種

 ・２種

 ・１種

 ・高性能反射板ガラス

 ※熱線反射ガラス

耐久性日射遮へい性

 ・高性能反射板ガラス

 ※熱線反射ガラス

 ・熱線反射板ガラス

ガラスの種類

色　調材料板ガラスによる種類

種　類　　　　　　　　　 　 　 ・Ｃ種（建具符号　　・全て　・建具表による　・　　　　　　）

 　　　　　　　　  　 　 ・Ｂ種（建具符号　　・全て　・建具表による　・　　　　　　）

 　※改修標準仕様書表5.3.1による種別

 　・耐風圧性の等級（　　　　　）、機密性の等級（　　　　　）、水密性の等級（　　　　　）

 性能値等

 　　外部に面する建具　　・Ａ種（建具符号　　・全て　・建具表による　・　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　 （建具符号　　・建具表による　・　　　　　）

　　                     （建具符号　　・建具表による　・　　　　　）

 樹脂製建具７

 ・熱線吸収板ガラス

性能による種類

・１種　・２種

材料板ガラスによる種類

 ・熱線吸収フロート板ガラス

 ・熱線吸収網入り磨き板ガラス  ・　

厚さによる種類

 ※建具表による　

 ガラス留め材

［５．13．２］

 ステンレス製

 木製

 アルミニウム製 

 樹脂製

 鋼製及び鋼製軽量 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ガスケット

［表３．７．１］

 ※建具の製造所の仕様による　・　

 ※建具の製造所の仕様による　・　

 ※建具の製造所の仕様による　・　

 ※建具の製造所の仕様による　・　

 ※建具の製造所の仕様による　・　

建具の種類 材　　　種 ガラス溝の大きさ（mm）

１９

［５．１３．５］

 ガラスブロック積み 伸縮調整目地

 ・図示による

 ※なし

 ・あり

80

表面形状

・125ｘ125

・160ｘ160

 ・ 

 ・正方形
 　10～25

呼び寸法

（㎜）

防火

性能

寸法（㎜）樹　種施工箇所

寸法（㎜）樹　種施工箇所

　［６．５．１］

 木材の表面仕上げ　 表面仕上げの種別 適用箇所

 ・Ａ種

 ※Ｂ種

 ・Ｃ種

 ・Ｈ－Ａ種

 ・Ｈ－Ｂ種

 ・Ｈ－Ｃ種

機械加工

手加工

 製　　材

　[６．５．２]

 ・ 

の適用

間伐材等

の適用

間伐材等

 ※ Ａ 種 　

 ※Ａ種　・　

等級

等級

形状

形状

含水率

含水率

保存

処理

保存

処理

 ・有り

  (加工・天然木加工・塗装加工)

 ・無し（　　　　　　　　　　）

 ・適用する

 ・適用しない

施工箇所
厚さ

(mm)
表面の品質 防虫処理

間伐材等

の適用  

  ・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

間伐材等

の適用　厚さ(mm)　

化粧薄板の

(mm)

寸法

の樹種

芯  材

の樹種  

化粧薄板
施工箇所

 ・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

 ・　

の適用

間伐材等

[6.5.2]

(mm)

寸法
樹種施工箇所

 ・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

 ホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・　 造作用集成材

 [６．５．２]

 ・代用樹脂を使用できない箇所（　　　　　　　　　　　　　　）

含水率

 ・Ｂ種

 ※Ａ種

 ・適用しない

 ・適用する

の適用　

間伐材等
難燃処理

（※A種　・B種）

造作材の場合

（　　　　　）

防虫処理材面の品質寸法（㎜）樹　種施工箇所

 ・「製材の日本農林規格」以外の製材

 ・適用する

 ・適用しない

 ※１等　・　

寸法（㎜）樹　種施工箇所

 ・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

 ・ 

の適用

間伐材等

 ※Ａ種　・　

等級 形状 含水率
保存

処理

見付け材

面の品質

見付け

材面数

 ※１等　・２等

含水率

 ※14%以下

 ・直交集成板（ＣＬＴ）

（ｍｍ）

間伐材等
施工箇所 種別

接着性能

（使用環境）
樹種

寸法
品名

曲げ強度

（強度等級）

４

５

６

　［６．５．２］

 ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　・ 

 ・普通合板

施工箇所
厚さ

(mm) 樹種名

 接着

※1類

・2類

[6.5.2]

間伐材等

 広葉樹

 ※2等以上 ・1等

 ※C-D以上

 ・ 

 ※5.5

 ・ 

 ・適用する

 ・適用しない

樹種名 の程度
板面の品質

の程度
板面の品質 防虫処理 難燃処理 防炎処理

の適用　

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・構造用合板

間伐材等

の適用  
防虫処理 強度等級

接着
  等級

単板の

単板の

針葉樹

施工箇所
厚さ

(mm)

　［６．５．５］

 防腐・防蟻処理

 ・パーティクルボード

 ・構造用パネル

施工箇所

施工箇所

施工箇所
厚さ

(ｍｍ)

 ・２類

 ※１類

表面性能 化粧加工の方法

 ・適用する

 ・適用しない

防虫処理接着の程度

表裏面の状態

による区分  による区分

曲げ強さ  

による区分

難燃性    

による区分

 ・  ・ 

 ※P又はM

耐水性　　

等級

・１級　　・２級　　・３級　　・４級

 ※15

 ・ 

施工箇所
厚さ

(ｍｍ)

 ・ミディアムデンシティーファイバーボード（ＭＤＦ）

表裏面の状態

による区分　

曲げ強さに

よる区分  

接着剤に

よる区分 

難燃性に

よる区分 

９

８

　[5.3.2～4]

の適用

間伐材等

の適用　

間伐材等

の適用　

厚さ

(mm)

厚さ(mm)

 下記のガラス以外の品種、厚さの呼びによる種類等　　※建具表による　・　 ガラス

 オーバーヘッドドア

 ガイドレールの材質　※溶融亜鉛めっき鋼板　　・ステンレス製（ＳＵＳ３０４）厚さ２．０㎜

 セクション材料による区分　※スチールタイプ　・アルミニウムタイプ　・ファイバーグラスタイプ

［５．12．２～５］

 収納方式による区分　　・スタンダード形　・ローヘッド形　・ハイリフト形　・バーチカル形

 開閉方式による区分　　※バランス式　・チェーン式　・電動式

 耐風圧性能区分　　　　・１７５　・１２５　・１００　・７５　・５０

 開閉方式の種類　　※手動式　・上部電動式（手動併用） 軽量シャッター

 耐風圧強度　（　　　　　）Ｎ／㎡

１５ ［表５．11．１］ 

 スラットの形状　　　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

　　　　　　　　　　　 めっきの付着量（※Z06又はF06を満足するもの　・　　　　　　　）

　　　　　　　　　　 　めっきの付着量（※AZ90を満足するもの　・　　　　　　　）

［５．１１．２～５］

 ガイドレールの材質　※ステンレス製（ＳＵＳ３０４）厚さ１．０㎜（※中柱共　・　　　　）

 スラットの材質　　　※JIS　Ｇ３３１２（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

 鍵

［５．７．４］

 自動ドア開閉装置

［５．８．３］

 自閉式上吊り引戸装置

［５．９．３］

 重量シャッター

［５．10．２～５］

１４

 二重チェーン、急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動シャッターの設置箇所　　※図示　・　

 障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所　　※図示　・　

 スラット及びシャッターケース用鋼板

 　鋼板の種類　　※JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　　　 　　　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき及び鋼帯）

 管理用シャッターのシャッターケース（防火、防煙以外）　　※設ける　・設けない

 ステンレス製建具

   簡易気密型　　・適用する　・適用しない［5.2.2］

［5.4.2］

［5.6.2～5］

 性能値等（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

   防音ドア、防音サッシの遮音性の等級　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

鋼製軽量建具９

   簡易気密型　　・適用する　・適用しない［5.2.2］

［5.5.2～4］

   耐震ドアの面内変形追従性の等級　　　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

材　　質区　　分

   ※鋼板　　　・　

   ※亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板　・カラー鋼板

     召合わせ､縦小口包み板､押縁

     鋼板

 鋼板

 ステンレス鋼板の材料　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　・　

 性能値等（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

 形状及び仕上げ

   簡易気密型　　・適用する　・適用しない

   外部に面する面する建具の耐風圧性の等級　　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

 ステンレス鋼板の材料　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　・　

８ 鋼製建具

   防音ドア、防音サッシの遮音性の等級　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

   断熱ドア、断熱サッシの断熱性の等級　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

   耐震ドアの面内変形追従性の等級　　　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

［5.2.2］

［5.4.2～4］

 形状及び仕上げ

 　鋼板類の厚さ　　※改修標準仕様書 表5.4.2による　・　　　　　　使用箇所（　　　　）

 性能値等（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

 形状及び仕上げ

 　枠の見込み寸法　　　※建具表による　・　

 取付工法

 　水切り板、ぜん板　　※図示　　　　　・　

 ガラス　　　　　　　　※複層ガラス　　・　

　［６．１．３］

１  ・既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁面及び床の改修範囲

 　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・図示

 ・天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

 ・既存天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修　　※既存のまま　・図示

 　※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・図示

 他の部分との取合い等

  接着の程度（・1類　・2類 ） 

  表面性能（　　　　    　）タイプ 

  化粧加工の方法   ・特殊加工 化粧合板 

  接着の程度（・1類　・2類 ） 

   枠、くつずりの材料　・建具表による　・　

 ・紙張り障子 　

 ・戸ぶすま 　

   縁仕上  ・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

   上張り  ・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度   押入等の裏側は雲花紙程度 　

 ・ふすま 

   かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　） 　　

 ・かまち戸 

 壁用金属枠及び補強材　　　・設ける　（形状　※図示による　・　　　　　　　　　　）

 力骨　　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）径５．５㎜はしご形状複筋及び単筋　・　

 化粧目地モルタルの色　　（　　　　　　　　）

 目地部の力骨の納まり　　※ガラスブロック製造所の仕様による　・　

・200ｘ200

95

80

95・320ｘ320

・250ｘ125

・320ｘ160
 ・長方形

・95

・125

・95

・125

（㎜）

厚さ 色調

クリア 乳白 平積み

 ※8～15

 ・15～25

 ・  

目地幅（㎜）

曲面積み

 外側

 ※標準仕様書5.

 13.5(2)(ｳ)(a)②

 内側

 13.5(2)(ｳ)(a)②

 ※標準仕様書5.

合板等

 ・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部位

処理の方法

  ※改修標準仕様書6.5.5(1)(b)② ｱ ～ ｴ による　・　

  ※改修標準仕様書6.5.5(1)(b)② ｱ ～ ｴ による　・　

保存処理性能区分

 ・薬剤の接着剤への混入による防腐、防蟻処理 　　

 野縁等の種類

 　屋外（※25形　・　　）　　屋内（※19形　・25形）

 ・屋外の軒天井、ピロティ天井等

　 工法

［６．６．２～４］

 軽量鉄骨天井下地

 ビニル床シート、

 ビニル床タイル及び

 ゴム床タイル

ビニル樹脂系材料の原材料

 　再生ビニル系材料の原材料の合計重量が製品の総重量比で１５％以上使用されているもの

　［６．８．３］

 ・ビニル床シート

 ※発泡層のないもの  ※ＦＳ

 ・ＴＳ

 ・発泡層のあるもの  ・ＨＳ

 ・ＫＳ

 ・プレーン  ・突付け

 ※熱溶接

 ・プレーン  ・突付け

 ・マーブル

 ・　

 ・熱溶接

種類 色柄 厚さ（㎜）

 ※２．０

 ・２．５

種類の記号

色柄

 ・　

 ・　

 ・　

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄

厚さ（㎜）

 ※２．０　・　

 ※２．０　・　

 ・ＦＯＢ

 ・ＦＯＡ

 ・ＫＴ

 ・ＴＴ

 ・ＦＴ ※接着形

 ※置敷形

種類

 ・ビニル床タイル

種類の記号

備考

 １ｘ１０ ～１０  Ω程度

 又は体積電気抵抗値（ＪＩＳ　Ａ１４５４）

 １．２以上～３．２未満

 帯電防止性能評価値（ＪＩＳ　Ａ１４５５）

１０７

 ・　

色柄

 ・　

 ・ＦＯＢ

 ・ＦＯＡ

 ・ＦＳ

厚さ（㎜）記号種類

 ・帯電防止

 　床タイル

 　床シート

 ・特殊機能床材（帯電防止）

工法

 ※目地処理（工法　　※熱溶接工法　・　　　　　）　・　

見付け材面の品質

 ※１等　・２等

 ※１等　・２等

　［６．５．２］

 造作用単板積層材

 ・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

間伐材等

 ・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

 ・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱

間伐材等

施工箇所 樹種
寸法

(mm)
見付け材面の品質 含水率

間伐材等

の適用　

の適用　
施工箇所

化粧薄板

の樹種　

芯　材

の樹種

寸法

(mm) 厚さ(mm)

化粧薄板の 見付け材

面の品質

施工箇所
の樹種　

化粧薄板 芯　材

の樹種

寸法

(mm)
含水率

の適用　

含水率

 ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　・ 

  ・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材 [6.5.2]

間伐材等

の適用

 ・有り（加工　・天然木加工・塗装加工）  ・適用する

 ・適用しない

施工箇所
厚さ

(mm)
表面の化粧加工 防虫処理

の適用　

間伐材等

 ・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

厚さ(mm)

化粧薄板の

(mm)

寸法

の樹種

芯  材

の樹種  

化粧薄板
施工箇所

 ・　

 ・　

 ・　

 ・　

見付け材

面の品質

化粧薄板の

厚さ(mm)

７

 ※15%以下 ・　

 ※15%以下 ・　

 マスターキー　・製作する（　　　　組）　　　　・製作しない　　　・既存に組込む

 鍵箱　　　　　・設ける　（　　　　個用　　組）・設けない

 センサーの種類　

 　※光線（反射）　・マット　・電波　・音波　・熱線　・光電

 取付位置　　・床面　　※天井面　　・壁面　　・無目

 戸の開閉方式　　※建具表による　・　

 防錆　　・適用する　・適用しない

 凍結防止措置　・適用する　・適用しない

 　防火又は、防煙シャッターは、自動閉鎖装置及び随時閉鎖装置付とし、連動制御盤及び煙感知器

 　は別途とする

［表５．10．１］ 

 種類　　・管理用　・外壁用防火　・屋内用防火　・防煙

 耐風圧強度　　管理用（　　　　　）Ｎ／㎡　外壁用（　　　　　）Ｎ／㎡

 開閉方式による種類　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

   耐震ドアの面内変形追従性の等級　　　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

 表面仕上げ　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ　・ 

 ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ（・a角　・b角　・c角） 

 鋼板（屋外）　※SUS304、SUS430JIL、SUS443J1　・ 

 鋼板（屋内）　※SUS304、SUS430JIL、SUS443J1　・ 

   防音ドア、防音サッシの遮音性の等級　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

   断熱ドア、断熱サッシの断熱性の等級　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

   外部に面する面する建具の耐風圧性の等級　　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

 機器付属の操作盤内に電動機保護用遮断機及び進相用コンデンサーを設置する

 自動扉、電動シャッター、電動オーバーヘッドドアの電動機が三相電動機０．４ＫＷ以上の場合は、

 ・　

 ※ガラス飛散防止フィルム

 付属電気設備

 ※内張り　・外張り

張り面名　称 性能値

 飛散防止率９５％以上

 建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 

 建具材の加工、組立時の含水率　※Ｂ種　・  木製建具

（１６．７．２～４）

 　※規制対象外　・　

  樹種名（　　　　　　　　　）   ・天然木 化粧合板 

  接着の程度（・1類　・2類 ） 

  板面の品質（　　　） 

    不透明塗料塗り 

    （※ﾗﾜﾝ程度　・　　　 　）

    生地、透明塗料塗り 

  ・普通合板

   表面材の合板の種類 

 ・フラッシュ戸 

     合板の種類 　　　　　　　　規格等

    （※しな合板程度 ・　 　　　） 

 品質　ＪＩＳ　Ａ５７５９による

 金属製化粧カバー　　材質　　・ステンレス製　・アルミニウム製

 　 　　　　 　　　　寸法　　・図示による　　・　

 　　　　　　　　　　形状　　・図示による　　・　

 シーリング材　　　　　　　※表９．７．１による　・　

　　　　　　　 　国土交通省告示第771号）第３第２項第二号に適合させる。

   　野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　・図示　・　

 　　周辺部の端からの間隔　　・図示　・　

 　　野縁の間隔　　・図示　・　

 既存の埋込みインサート　　・使用する　・使用しない

 あと施工アンカーの確認試験

 　・行う（試験箇所数　　※屋内の場合、当該階において3箇所　・　　　　　　　　　　）

 　・行わない

 ・吊りボルトの間隔が900ｍｍを超える場合 

   補強方法　　※図示　・　

   補強方法　　※改修標準仕様書6.6.4(8)による　・図示

 ・天井のふところが3.0ｍを超える場合 

　 補強方法　　※図示　・　 

 ・天井の下地材における耐震性を考慮した補強 

　 補強箇所　　※高さが６ｍを超える天井　・図示　

　 補強方法　　※「特定天井及び特定天井の構造耐力上安全な構造方法を定める件」（平成25年

 　　　　　　　・図示

 スタッド、ランナーの種類

 　※改修標準仕様書表6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　・図示

 スタッドの高さが5.0ｍを超える場合　※図示

 出入口及びこれに準ずる開口部の補強　　※標準仕様書14.5.4.(5)による　・　

 軽量鉄骨壁下地

施工箇所

施工箇所
化粧板に使用する

単板の樹種名 

厚さ

(ｍｍ)
単板の樹種名 接着の程度

※１類　・特類  ・適用する

 ・適用しない

 ・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

防虫処理
間伐材等

の適用　

の適用　

間伐材等
接着の程度

※１類　・２類  ・適用する

 ・適用しない

防虫処理
厚さ

(ｍｍ)

・網入り、熱線吸収板合わせガラス

 ・強化ガラス

 ※フロートガラス  ※フロート強化ガラス

 ・熱線吸収強化ガラス

 ・型板ガラス  ※型板強化ガラス

 ・Ⅱ－２類

材料板ガラスの種類による名称 特性による種類

 ・Ⅰ類　・Ⅲ類

材料板ガラスの種類

 ・複層ガラス

 ・熱線反射ガラス  ※熱線反射強化ガラス

断熱性による区分 日射取得性、日射遮蔽性による区分

・Ｇ　・Ｓ・Ｔ１ ・Ｔ２ ・Ｔ３ ・Ｔ４ ・Ｔ５ ・Ｔ６

 改修後の床の清掃範囲　　※改修部の端部より１ｍ程度　・図示　

 補修

３  既存壁の撤去及び下地

　［６．３．２］

　間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

　 （仕上げ厚又は全塗厚25mmを超える場合の処置　　※図示　・　　　　　） 

 　・　

(        )

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用しない

 ・適用する ※2級以上

 ・1級

 ※１類

 ・特類

 ※C-D以上

 ・  

 ※12

 ・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

 ・Ⅰ類　 ・Ⅱ－１類　

・網入り、フロート板合わせガラス

 ・合わせガラス

 ※フロート合わせガラス

 ・網入合わせガラス

 ※フロート板合わせガラス

 ・熱線吸収、フロート板合わせガラス

材料板ガラスの種類 組合せ 特性による種類

 ・Ⅱ－２類　・Ⅲ類

 ・Ⅰ類　 ・Ⅱ－１類　

［５．13．２］ ２

　［６．２．２］

 既存床の撤去及び下地

 補修

 モルタルは、４章外壁改修工事による。

 既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ樹脂

 ビニル床シート等の撤去　　※仕上材のみ（接着剤とも）

 　　　　　　　　　　　　　・下地モルタルとも（・図示の範囲　・撤去範囲全て）

 合成樹脂塗床材の除去　　　・機械的除去工法　・目荒し工法

   張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型） 　　

 屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構の設置箇所　　※図示　・　

 ・無し（等級：　　　　　　）

 ・　

 ・柄物

 ※13タイプ

  表面の樹種

　［６．８．２］

［６．７．３］

［表６．７．１］

１１

 防音ドア、防音サッシの遮音性の等級　・適用する（等級　・T-1　・T-2）　・適用しない

１６

１８

１７

 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ガスケット

 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ガスケット

１１

１２

１３

１０

 ・帯電防止  ・２．０

 ・５．０

５　

建
具
改
修
工
事

５　

建
具
改
修
工
事

 ガラス用フィルム20

 　・タッチ　　　　・ペダル　・押しボタン　　・多機能便所 22

21

６　

内
装
改
修
工
事

12

 ・特殊柄

 ・マーブル

10

  ・Ｋ２   ・Ｋ３   ・Ｋ４

 ・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

     適用部材

床組

 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ｶﾞｽｹｯﾄ(ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形)

 ・「製材の日本農林規格」による造作材針葉樹製材

 ・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

 ・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

 シャッターケース　　※設ける　　　　・設けない

 座板（屋外の場合）　※ステンレス製既製品　・　

 　　　　　　　　　　・JIS　Ｇ３３１８（塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

 　適用する危害防止機構　　※改修標準仕様書5.10.2(4)(ｴ)(a)かつ(c)　・(b)かつ(c)

 　鋼板類の厚さ　　※改修標準仕様書 表5.5.1による　・　　　　　　使用箇所（　　　　　　）

 表面色　　　　　　　　※標準色　　　　・特注色

   （・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装） 

   見込み寸法　※30mm　・建具表による　・ 

   見込み寸法　※30mm　・建具表による　・ 

   見込み寸法　※19.5mm　・建具表による　・ 

   見込み寸法　※36mm　・建具表による　・ 

 　表面板の厚さ　※表16.7.6による　・ 　　

   　1章 20 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

 工法　1章 20 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

 　　　　（確認強度　　　※改修標準仕様書6.6.4(1)(ｳ)による　・　　　　　　　　　　）

 ・天井のふところが1.5ｍ以上3.0ｍ以下の場合 

 　※改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り

 性能値等　　※標準仕様書 表5.9.1による　・　

 断熱ドア、断熱サッシの断熱性の等級 ・適用する（等級　・H-4　・H-5　・H-6）　・適用しない

 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ｶﾞｽｹｯﾄ(ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形)

　  適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

グループ長設計部長総括責任者 令和

担当者担当者設計責任者 縮尺

図面番号

         備考

 ・Ａ種　　・Ｂ種

 ※２級　・　　

 ※15%以下 ・　

図面名称

工事名称

丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市北区駅前町１丁目５番１８号

建築改修工事特記仕様書（３）

Ｒ７年６月

A-003小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事



全て

嵩上げコンクリート

   ・　

 既存杭の撤去等

 ・既存杭の健全性を確認する試験　　※構造図による　・　

 工事内容

 ・Ｃ－１種

 ・Ｂ－１種

 ・Ａ－１種

 ・Ｃ－１種

 ・Ｂ－１種

 ・Ａ－１種

 せっこうボード面の下地調整の種別　　※RB種　・　

 （表面形状 JIS T9251）

種類

 ・誘導用床材、注意喚起用床

 ・特殊機能床材（帯電防止以外）

 　　　　　　材質　　　　　※軟質　　・硬質

 ビニル幅木の高さ（㎜）　　※６０　　・７５

 　　　　　　厚さ（㎜）　　※２．０　・　

 接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていないものとする。

　［６．１３．２］、［６．１４．２］

 接着剤

 カーペット敷き  ・タイルカーペット

施工箇所

 ※ 500×500

 ※ 500×500

 ※ 500×500

パイル形状 種別 寸法 総厚さ(mm)

 ※ループパイル

 ・カットパイル

・カット
・ループ併用

 ※第一種

 ・第二種

 ・第一種

 ・第二種

 ・第一種

 ・第二種

 ※ 6.5

 ※ 6.5

 ※ 6.5

 ホルムアルデヒド放散量

 　※規制対象外　・　

　［６．８．２］、［６．１１．５］

　［６．１６．４］

備考

 ・　  ・黄色

色柄材料寸法（㎜）

 合成ゴム

 ※塩ビ　・合成ゴム

 ・４００ｘ４００

 ・３００ｘ３００

厚さ（㎜）

 下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号（呼び厚さ8mm）　・　

 見切り、押え金物の材質、種類及び形状　　※図示　・　

 合成樹脂塗床

　［６．１０．２］［６．１０．３］

［表６．１０．１］

［表６．１０．２］ ・エポキシ樹脂系塗床材

 　工法　　　　　　・薄膜流しのべ仕上げ　・厚膜流しのべ工法　・樹脂モルタル工法

 　仕上げの種類　　・平滑仕上げ　・防滑仕上げ

 塗料のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・　

 　仕上げの種類　　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

 床用防じん塗料塗り  材質　　　　　水性アクリル系樹脂塗材

 フローリング張り

 仕上の種類　　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ）（※標準色　・　　　　　）

 工法　　　　　製造所の指定する工法とする

 塗布料　　　　上塗りは２回塗りとし、総塗布量は０．２５㎏／㎡以上とする

 吸水調整材

　［６．１５．３］

２１

 種類、工法

 　　　フローリングボードの大きさ　　※改修標準仕様書表6.11.1、3、5による　・　

 　※複合フローリング　　樹種　　※なら　・ヒノキ　・　

 　　　・釘どめ工法（・根太張り　・直張り）　・接着工法

 　　　・釘どめ工法（・根太張り　・直張り）（・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種）

 　　　・接着工法（・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種））

 　　　フローリングボードの大きさ　　※改修標準仕様書表6.11.2、4、6による　・　

 仕上げ　※ウレタン樹脂ワニス　・オイルステイン塗りのうえワックス　・生地のままワックス

 間伐材等の適用　※適用する　・適用しない

 間伐材等：間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の残材、林地残材又は小径木の体積比割合

           が１０％以上であること

 　　　　　均値で０．３ｍｇ／Ｌ以下かつ最大値で０．４ｍｇ／Ｌ以下であること

 ＪＩＳ　Ａ６５１２によるほか、下記による　

 構造形式による種類　※スタッド式（・スタッド露出　・スタッド内蔵）・スタッドパネル式

 パネル表面材質及び厚さ（㎜）　※鋼板０．６　・鋼板０．８　・　

 パネル総厚さ（㎜）・　　　㎜程度

 せっこうボード

 その他ボード及び

 合板張り

 天井及び壁に使用する材料は、建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

 目地工法の種類とせっこうボードのエッジの種類

張り方目地処理の種類

・突付けＶ目地

・目透し

・継目処理

・突付け

・直張り　・上張り

・直張り　・上張り　・下張り

・直張り　・上張り

・直張り　・上張り

※スクェアエッジ

※ベベルエッジ

　［６．１３．２］

 壁紙張り  建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

　［６．１４．２］

 構成基材の種類　　　　※図示による

 仕上げ　メラミン樹脂焼付又はアクリル樹脂焼付（※常備品　・指定色）

 遮音性（ｄｂ）　　・０　・１５程度　・３０程度　・３６以上

 防火性能　・不燃　・　

 　※規制対象外　・　

 パーティクルボード、繊維板、木質系セメント板の原材料

 　合板・製材工場から発生する端材等の残材、建築解体木材、使用済み梱包材、製紙未利用低質

 　チップ、林地残材、かん木、小径木（間伐材を含む）等の再生資源である木質材料又は植物繊維

 　の重量比配合割合が５０％以上であること。（この場合、再生資材全体に占める体積比配合率が

 　２０％以下の接着材、混和剤等（パーティクルボードにおけるフェノール系接着剤、木質系セメ

 　ント板におけるセメント等で主要な原材料相互間を接着する目的で、使用されるもの）を計上せ

 　ずに、重量比配合率を計算することができるものとする）

・ベベルエッジ　・スクェアエッジ

せっこうボードのエッジの種類

※テーパーエッジ　・ベベルエッジ

・不燃　・準不燃　・難燃

・不燃　・準不燃　・難燃

 ホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・　

防火性能壁紙の種類

 モルタル・プラスター面の下地調整の種別　　※RB種　・　

 防水剤  品質性能等

 　防水剤の種類は建築用のモルタルに用いるセメント防水剤とする

 　混合割合　セメント重量の５％以下（ＪＩＳ　Ａ１４０４）

 　透水比　　８０％以下（水圧は２９４ｋＰａとし１時間行う）

 　吸水比　　９５％以下（ＪＩＳ　Ａ１４０４）

 　曲げ及び圧縮強度比　７０％以上（ＪＩＳ　Ａ１４０４）

　［６．１５．３］

２２

 品質　　改修標準仕様書 表4.2.2による

 　膨張性のひび割れおよびそりがない（ＪＩＳ　Ｒ５２０１規定１０）

 　凝結時間（ＪＩＳ　Ｒ５２０１規定９）始発１時間以上、終結１０時間以内

　［６．１６．３］

 るタイル張り

 セメントモルタルによ  伸縮調整目地の位置　　床タイル（※縦、横とも4ｍ以内ごと　・図示　・　　　　　　　　　　）

 　　　　　　　　　　　床タイル以外（※図示　・　　　　　　　　　　）  

施工

箇所

形状/寸法

（ｍｍ）

 タイルの形状、寸法等

 伸縮調整目地の位置　　床タイル（※縦、横とも4ｍ以内ごと　・図示　・　　　　　　　　　　）

 　　　　　　　　　　　床タイル以外（※図示　・　　　　　　　　　　）  

施工

箇所

形状/寸法

（ｍｍ）

再生材料

の適用

吸水率による区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

うわぐすり

施ゆう 無ゆう

役物

有 無

色

標準 特注 有 無

耐凍害性 耐滑

り性
備考

 タイルの形状、寸法等　［６．１６．４］

 有機系接着剤による

 タイル張り

 見本焼き　　・行う　・行わない 

 標準的な曲がりの役物は一体成形とする

 試験張り　　・行う　※行わない 

 有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・　

 セルフレベリング材塗り 種　類 厚さ（㎜） 施工箇所

 ※セメント系

 ・せっこう系

 ※１０

 ・１０

２５

［表６．１７．１］ 

７　

塗
装
改
修
工
事

 防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

 　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする（・　　　　　　　　　　）

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

 塗替え種別がＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

 ※塗替え面積の３０％　・　

 　※規制対象外　・　

１  材料

　［７．１．３］

２  既存塗膜の除去

［７．２．１］

３  下地調整

　［７．２．２～７］

 　　　　透明塗料塗り

 鉄鋼面

 亜鉛めっき鋼面

 木部　　不透明塗料塗り

 ※RB種　・　　 

 ※RB種　・　　 

 ※RB種　・　　 

 ※RB種　・　　 

 ※RB種　・　　 

塗替え

 亜鉛めっき鋼面（鋼製建具等）

 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面 

 コンクリート面（ＤＰ）

 押出成型セメント板面

 モルタル面及びプラスター面

 ※RB種　・　

 ※RA種

 ※RA種

※RC種

 ・RA種　・RB種

 ※RA種

 ・RA種　・RB種

 ※RA種

 ・RA種　・RB種

 ※RB種　・　　 

 ・RB種　・RC種

 ・RB種　・RC種

下地調整の種別
ひび割れ部の補修

 ・行う　・行わない

 ・行う　・行わない

 ・行う　・行わない

 ・行う　・行わない

新設

 錆止め塗料塗り

 鉄鋼面  屋内（EP-G以外）

 屋外

 屋内（EP-G）

塗　装　面

 亜鉛めっき

 鋼面

 屋内（EP-G以外）

 屋外

 屋内（EP-G）

塗　装　面

　［７．３．２］［７．３．３］  塗替え

 塗替え

 塗替え

 塗替え

 新規見え掛り

 新規見え隠れ

 新規見え掛り

 新規見え隠れ

 新規鋼製建具等

 新規鋼製建具等

５  仕上げ塗料塗り

 　（ＳＯＰ）

 ・木部（外部）

 ・木部（内部）

 ・鉄鋼面

塗装の種類 塗装面

 木部

 ・フタル酸樹脂エナメル塗り

 　（ＦＥ）

 ・屋内木部

 ・屋内鉄鋼面

 ・屋内亜鉛めっき

 　鋼面

 ・アクリル樹脂系水分散形

 　塗料塗り（ＮＡＤ）

 ・耐候性塗料塗り（ＤＰ）

 　　　・１級

 　　　・３級

 　　　・２級

 　　　・１級

 　　　・３級

 　コンクリート面

 　押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

 ・つや有り合成樹脂

 　エマルションペイント塗り

 　（ＥＰ－Ｇ）

 ・屋外

 ・屋外

 ・屋外

 ・屋外鉄鋼面

 ・屋内ﾓﾙﾀﾙ面

 ・屋内ｺﾝｸﾘｰﾄ面

 　亜鉛めっき鋼面

 ・コンクリート面

 ・モルタル面

 ・プラスター面

 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種　

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　

工程

塗替え 新規

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　

 ・Ａ種 ※Ｂ種  ・Ａ種 ※Ｂ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種

 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種　

・標準仕様書18.7.3に

よる。

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種　

 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種　 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　

 ・Ａ種 ・Ｂ種 ※Ｃ種

 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種 ※Ｃ種

 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

工程の種別

 ※Ａ種 ・Ｂ種

 ※Ａ種 ・Ｂ種

 Ｃ種

塗料の種別

 ・Ａ種 ・Ｂ種 ※Ｃ種

 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種 ※Ｃ種

 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

工程の種別

 Ａ種

 Ｂ種

 　※JASS 18 M-111

 　・JIS K5674

塗料の種別

 塗料の種類　　※１種　・２種

  （鋼製建具以外）

 ・亜鉛めっき鋼面

 ・亜鉛めっき鋼面

  （鋼製建具）

 表７．６．１による

 表７．６．２による

 表７．６．２による

 ・Ａ種 ※Ｂ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種

   　上塗り等級

 ・Ａ－１種

 ・Ｂ－１種

 ・Ｃ－１種

 ・Ａ－１種

 ・Ｂ－１種

 ・Ｃ－１種

 ・合成樹脂エマルション

 　ペイント塗り（ＥＰ）  ・モルタル面

 ・　

 ・合成樹脂エマルション模様

 ・コンクリート面

 　コンクリート面

 ・屋内モルタル面

 ・屋内

 ・プラスター面

 　プラスター面

 ・屋内

 ・屋内

 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

 　せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

 　塗料塗り（ＥＰ－Ｔ）

 ・ウレタン樹脂ワニス塗り

 　（ＵＣ）

 木部

 ・木材保護塗料塗り（ＷＰ）  木部

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ａ種 ※Ｂ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種  ・Ａ種 ※Ｂ種

 ・オイルステイン塗り（ＯＳ）  木部  表７．１３．１による  標準仕様書

 表１８．１２．１による

 つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっこ

 　※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

 うボード面、その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め

 　※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

 合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

                   塗付け量は、塗料製造所の仕様による

 ・高日射反射率塗料塗り

     下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

８　

耐
震
改
修
工
事
（
共
通
事
項
）

１  ・改修標準仕様書第8章耐震改修工事

               ・現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

               ・柱補強工事（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

               ・免震改修工事

               ・制振改修工事

               ・　

３ 既存部分の処理

 適用範囲

               ・柱補強工事（鋼板巻き工法又は帯板巻き付け工法）

２  既存部分の撤去等

   ・　

   ※露出部分は、錆止め塗料塗りを行う

 はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置

 既存鉄筋コンクリート内の鉄筋の切断　　※図示

 撤去範囲　　※図示

 既存コンクリートの目荒らしの程度

 既存コンクリートの目荒らしの範囲

　［８．２１．２］　　　　　　　　　［８．２２．２］

　［８．２３．２］［８．２４．４］

　［８．２６．５］［８．２７．２］

　［８．２１．３］［８．２２．３］

　［８．２３．３］［８．２６．６］

　［８．２７．３］

   ・　

　［８．２．１］

 鉄筋の種類
表８．２．１

規格の名称 種類の記号 使用箇所 呼び径（㎜） 備考

 異形鉄筋

 （鉄筋コンクリート

   用棒鋼）

 ※ＳＤ３４５

 ※Ｄ１６以下

 ※Ｄ１９以上

 形状等

 ・溶接金網

 ・鉄筋格子

部位 継手工法と適用径の範囲

 継手の工法

 ・柱主筋

 ・梁主筋

 ・基礎スラブ、耐圧スラブ

 ・土圧壁など

 ・耐震壁

 ・杭主筋

  ※ガス圧接（Ｄ１９以上）

  ※重ね継手

  ※重ね継手

  　　　　　　　　　　　　　　　　・重ね継手

  　　　　　　　　　　　　　　　　・ガス圧接（Ｄ１９以上）

  　　　　　　　　　　　　　　　　・ガス圧接（Ｄ１９以上）

  ・重ね継手（Ｄ１６以下）

  ・重ね継手（Ｄ１６以下）

 鉄筋の継手

　［８．３．４］

　［８．２．２］

施工箇所

 ・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する面   ※　１０　・　

１

３

２

種類の記号種類 使用部位

 耐力壁の重ね継手の長さ　　※改修標準仕様書 8.3.4(3)(ｱ)による　・構造図による

 継手位置　　※構造図による　・　

 柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

 ・構造図による

   ・構造図による　 

　［８．３．４］

 鉄筋のかぶり厚さ及び

 間隔（溶接金網を含む）

 ［８．３．５］

 鉄筋の定着長さ

 最小かぶり厚さ（目地底よりかぶりを確保する）

 耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）

４

５

 軽量コンクリートを適用する部分

   ・なし　   ・有り　適用箇所（　　　　　）　最小かぶり厚さに加える厚さ（ 　　）㎜

 最小かぶり厚さは下表による

 ・構造関係共通事項による

 ・改修標準仕様書 8.3.5(4)による

割裂補強筋

 ※スパイラル筋

 ・はしご筋

 ・　

 ※鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼

 ・　

  （異形鉄筋）

 ※鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼

 ※SR235

 ・　

 ・SD295A

 ・　

 ・φ9

 ※φ6

 ・　

 ・D10

 （　　　　　　　）

 壁面外方向筋

 （　　　　　　　）

 壁面内方向筋

 （　　　　　　　）

 ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋のﾋﾟｯﾁ（㎜）

 （　　　　　　　）

 ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋の径（㎜）  ※図示

 ・　

種類 材料 材質 径 本数ピッチ等 適用箇所

 既存構造体との取合い

 ［８．３．８］

 （５．４．９）

 圧接完了後の試験

 溶接継手

 ［８．４．３］

７  使用箇所　　※構造図による

 性能（Ｈ１２建告第１４６３号に適合するもの）　　・Ａ級　・　

 継手の工法　・　

 鉄筋相互のあき　　※構造図による　・　

 溶接完了後の溶接部の試験、不合格となった溶接部への措置　　※構造図による　・　

 外観試験　　※行う（全数）　・　

 ［８．２１．６］

 ［８．２１．９］

８

９

3

 ※普通コンクリート

  設計基準強度

  Ｆｃ（Ｎ／ｍ㎡）

 気乾単位

 容積質量（ｔ／ｍ　）

スランプ

（㎝）

  ・　

  ・２１   ２．３程度

  ・１８   ２．３程度

  ※１５

  ・１８

  ※１８

  ※１５

  ・１８

  建物躯体

  （基礎、基礎梁、土間スラブ）

  建物躯体

  （基礎、基礎梁、土間スラブ以外）

  ・２４

［８．１．３～４］

 コンクリートの種類

 及び強度

１

適　用　箇　所

２  ※Ⅰ類（ＪＩＳ　Ａ５３０８「レディーミクストコンクリート」への適合を認証されたコンクリート）

 ・Ⅱ類（ＪＩＳ　Ａ５３０８に適合したコンクリート） 表８．１．１［８．１．３］

表８．２．３

［８．２．５］

 セメントの種類３

 ・高炉セメントＢ種

セメントの種類

 ※普通ポルトランドセメント

使　用　箇　所

　［６．９．２］［６．９．３］

 フローリング材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・　

下地面の種別

　［７．４．２　～７．１４．２］

   ※平均深さ２～５㎜（最大７㎜）程度の凹凸処理を施す

 超音波探傷試験　　※行う（全数）　・　

 普通ポルトランドセメントの品質は、ＪＩＳ　Ｒ５２１０に示された規定の他、次の規定の全てに

 適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く

水和熱 　７日目

２８日目

   ３５２Ｊ／ｇ以下

 ［８．２．５］

 骨材の種類４

 ※Ａ

 ・Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0kg/m3以下）

 ［８．２．５］

 混和材料５

 圧縮強度（　　　　　　　）　フロー値（　　　　　　　）６

 ［８．２．６］

 構造体用モルタル

種類 適　用　箇　所

表８．１．４

  ・Ａ種

  ・Ｂ種

  ・Ｃ種

 ［８．１．４］ 　　　　　　　［８．２．７］

 コンクリートの仕上り９

 ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、打増し厚さ部で処理する

 間隔　　   ※図示による　

 位置　　   ※図示による　

                                 ・高炉セメントＢ種

 ひび割れ誘発目地

 打継目地

８

 設計基準強度Ｆｃ（Ｎ／ｍ㎡）

 スランプ　　　　　　　　　　　　※１５又は１８　　　・　

 無筋コンクリート７

 アルカリシリカ反応性による区分

・混和剤　　　種類　※改修標準仕様書8.2.5(4)(a)による　・　

・混和材　　　種類　※改修標準仕様書8.2.5(4)(b)による　・　

 適用箇所　　　　　　　　　　　　・標準仕様書６．１４．１（４）による　・図示

 セメントの種類　　　　　　　　　※普通ポルトランドセメント　・　

 （６．６．４）（６．８．１）

種類 適　用　箇　所

  ・Ａ種

  ・Ｂ種

  ・Ｃ種

 コンクリートの仕上がりの平たんさ 表８．１．５

 （６．１４．１～３）［８．１１．１～３］

 ・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

   ・20㎜　　・　

 ・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

   ・10㎜　　・20mm　　・　

 ・外装タイル後張り面の打増し処理

 ・床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

   プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行う

 打増し厚さ

 型枠

１０

１１  せき板の材料及び厚さ

 　※合板（※１２ｍｍ）

 　・メッシュ型枠（使用部位　　※構造図による　・　　　　　）

 　・床型枠用鋼製デッキプレート（施工範囲　　※構造図による　・　　　　　）

 断熱材兼用型枠　　・使用しない　・使用する（※25㎜以下かつ熱抵抗値1mh℃/kCal以上）

   適用箇所　　※構造図による ［８．７．８］

 型枠の加工及び部位１２  シアコネクタをセパレータとして使用

 （６．８．１）［８．７．８］

 （６．８．２）［８．２．７］

 スリーブ材　　※標準仕様書６.８.２（９）（イ）による　・構造図による

 ＭＣＲ工法用シートの仕様　　・使用しない　・使用する（使用部位　※図示による）

 ・フライアッシュセメントＢ種

 合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボード、接着剤のホルムアルデヒド放散量

　［６．１７．２～３］

 ・改修標準仕様書において８章耐震改修工事以外の改修工事で8章を引用している部分

 ※ＳＤ２９５

 ・屋内木部

 ・屋内鉄鋼面

 ・屋内

 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

 ・　

 　亜鉛めっき鋼面

 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種  ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種  ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種  ・Ａ種 ・Ｂ種

６  機械式継手

 ［８．４．２］

 使用箇所　　※構造図による

 性能（Ｈ１２建告第１４６３号に適合するもの）　・Ａ級　・　

 機械式継手の種類及び工法　・　　

 鉄筋相互のあき　　※構造図による　・　

   　上塗り等級

 ・合成樹脂調合ペイント塗り

 ※RB種　・　　  ※RA種　・　

 ※RB種　・　　 

 　※JIS K5674

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

  ※ガス圧接（Ｄ１９以上）  　　　　　　　　　　　　　　　　・重ね継手

   ・20㎜　　・　

   ・10㎜　　・20mm　　・　

 合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

　［６．１１．２～６］

 可動間仕切り

　（２０．２．３）

１５

１６

１４

施工箇所

２３

２４

吸水率による区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

うわぐすり

施ゆう 無ゆう

役物

有 無

色

標準 特注 有 無

耐凍害性 耐滑

り性
備考

再生材料

の適用

 見本焼き　　・行う　・行わない 

 試験張り　　・行う　※行わない 

 標準的な曲がりの役物は一体成形とする

４

 ・弾性ウレタン樹脂系塗床材  ・水性硬質ウレタン樹脂系塗床材

13

２０

17

19

18

 施工完了後の継手部の試験、不合格となった継手部への措置　　※構造図による　・　

８-

１　

鉄
筋
工
事

 溶接金網

 コンクリートの種類

網目寸法、鉄筋の径（㎜）

８-

２　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

 ・クリアラッカー塗り（ＣＬ）

 ・撤去範囲及び撤去方法　　※構造図による　・　

 ・杭頭部の処理　　　　　　※構造図による　・　

 ・既存杭の補強　　　　　　※構造図による　・　

 コンクリート面の下地調整の種別　　※RB種　・　

 　・単層フローリング（・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ１等　・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ１等）　　樹種　　※なら　・　

           居室の内装材にあっては、ホルムアルデヒド放散量（ＪＡＳ規格による測定方法）が平

 ・紙　・繊維　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ　・無機質　・　

 ・紙　・繊維　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ　・無機質　・　

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DP以外）及びALCﾊﾟﾈﾙ面

     塗料その他　　JISK5675（屋根用高日射反射率塗料）２種　　等級　・１級　・２級　・３級

               ・鉄骨ブレースの設置工事

               ・耐震スリット新設工事

               ・連続繊維補強工法

   ・既存柱、梁面　打継ぎ面の１５～３０％程度

   ・既存壁　　　　打継ぎ面の１０～１５％程度

改修標準仕様書 表8.3.6 の値に加える寸法（㎜）

   ・改修標準仕様書 表8.3.6 による　 

     主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

 ※改修標準仕様書 8.3.4(5)、(6)による

   ・なし　   ・有り　適用箇所（　　　　　）

   ・なし　   ・有り　適用箇所（　　　　　）

 鉄筋相互のあき（機械式継手及び溶接継手を除く）

                                 ※１８

 目地寸法　　※標準仕様書９．７．３による　・　

   ４０２Ｊ／ｇ以下

グループ長設計部長総括責任者 令和

担当者担当者設計責任者 縮尺

図面番号

図面名称

工事名称

丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市北区駅前町１丁目５番１８号

建築改修工事特記仕様書（４）

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事 A-004

Ｒ７年６月



 設置個所　　※構造図による

 ・完全　　・部分１  スリットの方式８
｜
７　

耐
震
ス
リ
ッ
ト
新
設
工
事

１

 探査方法

   ※鉄筋探知機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

   ・はつり出しによる

   ・　

２  穿孔前の埋込配管等の

 探査

 性能確認試験　　※行わない　　・行う あと施工アンカーの試験３

 （１４．１．３）

 ［８．１３．１０］

     ・　

 （７．２．４）（７．３．２）

 ・改修標準仕様書　８．２．１０（１）（２）による

     アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

 座金　　　　　　　　　　　　※標準仕様書　表７．２．３（４）による

　   すべり耐力等の確認方法　　※すべり試験　・図示

 （７．１２．５）

 ［８．２０．５］

 ［８．２．９］［８．１３．２］

 高力ボルトの径　　※図示による

 ［８．１４．２］

 ［８．２．９］［８．１３．２］

適　用　箇　所

 （７．１０．３）

     補強方法

   通しダイヤフラムの許容誤差 ［８．１３．３］

１３  ・改修標準仕様書８．１３．３　及び　H12建告第1464号第二号イによる 製作精度

 無収縮モルタルの材料及び調合

   ※無収縮モルタル

１２  モルタルの種別 柱底均しモルタル

　・８０　・１００　・１３０　・１５０　２２φ

　・８０　・１００　・１３０　・１５０　１９φ

　・８０　・１００　・１２０　１６φ

長さ　（呼び長さ）　㎜径（呼び名）

　※頭付スタッド（ＪＩＳ　Ｂ１１９８）　スタッドボルト１１

 ・有り（耐火時間　・図示による　・　　　　　）　　・なし

 耐火認定

 ・構造図による　・　

 鉄骨部材への溶接方法

 ・構造図による　・　

 材質、形状及び寸法

 ・ 

 ・床型枠用　（適用箇所　・構造図による　・　　　　　　）

 ・合成スラブ（適用箇所　・構造図による　・　　　　　　） （７．２．７）

１０  工法の種別 デッキプレート

   建築用ターンバックルボルト　　※羽子板ボルト　　

   建築用ターンバックル胴　　　　※割枠式　　　　　 （７．２．６）

９  種類 ターンバックル

 ・図示による 〔８．２．１０〕

 溶接材料８

     形状、寸法　  　   ※構造図による　　　　　・　　

 ・建方用アンカーボルト

     形状、寸法　   　  ※構造図による　　　　　・　　

 ・構造用アンカーボルト

 適用 アンカーボルト７

 （７．２．３）

６  ボルト及びナットの材料等　　※標準仕様書　表７．２．３による 普通ボルト

 摩擦面の処理

 　・大臣認定を受けた内容による

 溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径

   ※１種（Ｆ８Ｔ相当） ボルト

５  セットの種類 溶融亜鉛めっき高力

 すべり係数試験　　※行わない　・行う（試験方法等　　・構造図による　　・　　　　　）

 ・ＪＩＳ形高力ボルト　　　２種（Ｆ１０Ｔ）

 ※トルシア形高力ボルト　　２種（Ｓ１０Ｔ）

４  区分 高力ボルト

 ※ＪＩＳ規格による

 ※ＪＩＳ規格による

 ※ＪＩＳ規格による

規格等種類の記号 ［８．２．８］

３  鋼材の材質 鋼材 表８．２．７

 ［８．２１．８］ ［８．２３．５］

 コンクリートの  部位毎のコンクリート打設工法の指定１３

 打込み工法等    補強工法

   現場打ちコンクリート壁の増設工事

     ・流込み工法（・全て　　・　　　）

     ・圧入工法　（・全て　　・　　　）

   鉄筋コンクリート柱の溶接金網巻き及び溶接閉鎖フープ巻き工法

     ・流込み工法（・全て　　・　　　）

     ・圧入工法　（・全て　　・　　　）

８
｜
３　

鉄
骨
工
事

 鉄骨製作工場の加工能力 鉄骨の製作工場１

 ［８．１．５］

 　　日本鉄骨評価センター及び全国鉄骨評価機構（旧（社）全国鐵構工業協会）の「鉄骨製作工場

 　　の性能評価基準」に定める次のグレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以

 　　上の能力のある工場とするものとする。

 　　（　・Ｊグレード　・Ｒグレード　・Ｍグレード　・Ｈグレード　・Ｓグレード　）

 （７．１．１）（７．１．３）

 　※建築基準法第７７条の５６に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた（株）

２  施工管理技術者  ※配置する　・配置しない

 ［８．１．６］

 ※行わない　　・行う（適用範囲　　※構造図による　　・　　　） 仮組１４

 〔８．２．１１〕

 ［８．２．１２］

   ※改修標準仕様書８．２．１２による

 高力ボルト接合１５  スプライスプレートの材質　※鋼材の種別及び引張強さによる区分は母材と同等とする

 フィラープレートの材質　　※ＳＳ４００とする

 溶接接合１６

 　　　　　　　　［８．１５．７］ ［８．１５．４］ 　　　　　　　　　　　　　 ・構造図による

　　　　　 　　　　　　　　・構造図による

 エンドタブ・裏あて金　　　※鋼材の種別及び引張強さによる区分は母材と同等とする

 ［８．１４．２］

 開先の形状　　　　　　　　※構造関係共通事項　４ 溶接継手の種類別開先標準による

 スカラップの形状　　　　　※構造関係共通事項　６ スカラップによる

 鋼製エンドタブの切断する部分　　※全て　　・（　　　　　　　　　　　）

 完全溶込み溶接部の余盛り高さ　　※（一社）日本建築学会「ＪＡＳＳ　６鉄骨工事」

１７ 入熱、パス間温度の溶  鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

 接条件  ※構造関係共通事項による　・図示

 適用箇所

 ※ 柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部

 ・図示による

１８ 溶接部の試験  完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

   ※行う　　　・行わない

 工場溶接の場合　　　※全数

 工事現場溶接の場合　※全数

 割れの疑いのある表面欠陥においては、浸透探傷試験及び磁粉探傷試験を行う

 突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

   独立行政法人建築研究所監修

     「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

     ・抜き取り検査１　※抜き取り検査２

１９ 耐火被覆

［８．１５．１２］

［８．１８．２～８］

 種別及び性能

  ・耐火材吹付け

  ・耐火板張り

  ・耐火材巻付け

 材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする

 性能

性能 適　用　箇　所（部位・部分）

  ・３０分耐火

  ・１時間耐火

  ・２時間耐火

  ・３時間耐火

  ・ラス張りモルタル塗り

  ・耐火塗料

 柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

 建方用アンカーフレームの保持及び埋込み工法

 構造用アンカーフレームの形状及び寸法

表７．１０．１

表７．１０．２

   亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

 塗料の種別

 付表５［工事現場］による

   ※構造図による　　　　　・　

     ※行わない

     ・行う

 種別等

  最小板厚　6.0㎜　以上の形鋼、鋼板

  普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

  ・ 

材料 適用箇所

 （７．１０．２）

 （７．２．４） 　　　　　　　（７．１０．３）

溶融亜鉛めっき工法２３

２２ 錆止め塗装

 及び埋込み工法

２１

２０ 建方精度

 アンカーボルトの保持

     ・ＥＰ－Ｇの適用箇所は改修標準仕様書　表７．３．２のＣ種　・　

［７．３．２］

［８．１７．２～４］

   塗装を行う耐火被覆材の接着する面への塗装

（主要構造及び構造

　耐力上主要な部分

　に限る）

 ※（一社）日本建築学会「ＪＡＳＳ　６鉄骨工事」付則６［鉄骨精度検査基準］

   種別　・A種　　・B種

表８．２０．１

［８．２０．４］

 ［８．２．４］

 あと施工アンカー

使　用　箇　所

径（㎜）

 ※接着系アンカー

アンカー筋の種類

径（㎜） 種類 径（㎜） 長さ（㎜）

本　体

 ・金属拡張系アンカー　適用箇所　　※構造図による　　・　

 ・接着系アンカー　　　適用箇所　　※構造図による　　・　

 施工管理技術者５

４  シアコネクタ

 （８．７．８）

 ※有機系

 ・無機系

埋込み深さ（㎜）

セット方式

接着剤の材質

〃

埋込み深さ（㎜）

 有する者とする。 ［８．１２．１］

 （一社）日本建築あと施工アンカー協会が定める「あと施工アンカー技術管理士」の資格以上の能力を

 探査範囲　　※穿孔範囲の全て　・　

 ［８．１２．４］

 アンカー筋の新設壁内への定着の長さ　　※構造図による　・　

※カプセル方式回転・打撃式

アンカーの種類

接合筋

本体打ち込み式改良型

 ・金属系アンカー

 確認強度　　・構造図による　・　

 ［８．２．４］［８．１２．７］

８
｜
４　

あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
工
事

８
｜
５　

グ
ラ
ウ
ト
工
事

 無収縮グラウト材の材質等

  混和材

  セメント

  砂

 セメント系（酸化カルシウム及びカルシウム・サルフォ・アルミネート等

 によって膨張する性質を利用するもの）とする。

 JIS R 5210「ポルトランドセメント」に適合した普通または

 早強ポルトランドセメントとする。

 土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもので、

 特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

 ただし、現場調合形に使用される砂の乾燥状態については、規定しない。

 グラウト材

 ［８．２．１２］

 ［８．２．１２］

 無収縮モルタル　　・使用する　・使用しない１

２

 柱底均しモルタル

  凝結開始時間　：　１時間以上

      塩化物イオン濃度試験方法」による。

      試験方法」による。プレミックス形と現場調合形で混和材が同一の

  ２）塩化物量の試験は、JIS A 1144「フレッシュコンクリート中の水の

  １）NEXCO試験方法　試験法３１２－１９９９「無収縮モルタル品質管理

  ０．３０ｋｇ／ｍ３以下

  材齢２８日　　４０Ｎ／ｍｍ２以上

  材齢　７日　　収縮しない

  終結時間　　　：　１０時間以内

  練り混ぜ２時間後のブリージング率　：　２．０％以下

  Jフロートによる流下時間

  練混ぜ完了から３分以内の値　：　８±２秒

 試験方法

 塩化物量

 圧縮強度

 無収縮性

 凝結時間

 ブリージング

 コンシステンシー

 無収縮グラウト材の品質及び試験方法

   種類及び部位　　　　　　　※図示

 ひび割れ部改修　　　　　　　・行う　　　・行わない

   下地調整　　　　　　　　　※行う

   柱及び梁の隅角部の面取り　大きさ　※図示

１  連続繊維シート

   下地処理の程度　　　　　　※図示

   下地処理の範囲　　　　　　※図示

   仕上げモルタルの除去　　　※行う　　　・行わない

 下地処理

   プライマー　　　　　・低臭型　　・　

   含浸接着樹脂　　　　・低臭型　　・　

   定着方法　　　　　　※図示

   シート貼り方向　　　※図示

   シート厚さ　　　　　　　　　　・（　　　　　）ｍｍ　　　　　　・　

   繊維目付量　　　　　　　　　　・（　　　　　）ｇ／ｍ２　　　　・　

   ヤング係数（含浸硬化後）　　　・（　　　　　）Ｎ／ｍｍ２　　　・　

   引張強度（含浸硬化後）　　　　・（　　　　　）Ｎ／ｍｍ２　　　・　

 連続繊維の材質

   ・炭素繊維　　　・アラミド繊維　　　・　

 連続繊維の材料８
｜
６　

連
続
繊
維
補
強
工
事

 ［８．２．１３］［８．２４．６］

 ［８．２４．７］

   試験数量　　　　　　　　　※図示

                       ※JIS A 6909（建築用仕上塗材）による

 付着強度試験　　　　　　　　・行う　　　・行わない

   試験数量　　　　　　　　　※図示

 引張強度試験　　　　　　　　・行う　　　・行わない

 補強工事後の仕上げ　　※構造図による　・　

 ［８．２５．２］

 スリットの幅及び深さ　　　※構造図による

   ・はつりだしによる

   ※鉄筋探知機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

 既存撤去部の配管等の探索 スリットの施工２

 ［８．１２．４］［８．２５．２］

３  スリット充填材

 ［８．２５．２］

 撤去部の補修　　※撤去材と同一材で補修　・構造図による

 ・耐火材　　使用箇所及び仕様　・構造図による　・　

 ・遮音材　　使用箇所及び仕様　・構造図による　・　

１９　

環
境
配
慮
改
修
工
事

 ［９．１．１］［９．１．３～５］

 ねじの呼び　　※構造図による　・　

 母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径　　※ねじの呼び径+1.0mm　・図示

     ・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

種別

  ・乾式吹付けロックウール

  ・半乾式吹付けロックウール

  ・湿式ロックウール

  ・ 

  ・繊維混入けい酸カルシウム板

  ・ 

  ・高耐熱ロックウール

  ・ 

－

材料・工法
性能

（耐火時間）
適用箇所（部位・部分）

 石綿含有建材の除去工事

定量分析定性分析
材料名

 　　　箇所

 　　　箇所

 　　　箇所

 　　　箇所

 　　　箇所

 　　　箇所

 処理作業室内 処理作業中 測定３

 調査対象室外部の付近 測定２

 処理作業室内 処理作業前 測定１

測定時期測定名称適用

※

 １週間以降）

 調査対象室外部の付近 （シート撤去後

 処理作業室内 処理作業後

 （シート養生中）

 処理作業室内 処理作業後※

 処理作業室外※

 集じん・排気装置の排出口

 （処理作業室外の場合）

測定点（各施工場所ごと）測定場所

 計　　　点

 測定４

 測定５

 測定６

 測定７

 測定８

 測定９

 セキュリティゾーン入口

 ・施工区画周辺　・敷地境界

 計　　　点

 計　　　点

 計　　　点

 計　　　点

 計　　　点

 計　　　点

 計　　　点

 計　　　点

※

 粉じん相対濃度計(デジタル粉じん計)、パーティクルカウンター、

 繊維状粒子自動測定器(リアルタイムファイバーモニター)等の粉

測定名称 測定方法

・ 測定4　・ 測定5 

・ 測定（　　　　　） 

 試料の吸引時間（ｍｉｎ）

 試料の吸引流量（ｌ／ｍｉｎ）

 メンブレンフィルタ直径（㎜）

 　・JIS K 3850-1に基づいた測定

･測定4､5 ･測定(　)

４７２５

・１０　　・　　　・５　　・　　

・３０　・　　

・測定（　　　）・測定（　　　）

４７

・１２０　・　　　

 調査

   ※石綿含有建材の事前調査

 　・分析による石綿含有建材の調査（施工調査）

   　分析対象

     　トレモライト

 　    アクチノライト、アモサイト、　　アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

   　分析方法

 　　材料が仕上塗材の場合は、層ごとの分析を行うこと

 　　　サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

 　　　採取箇所　　・図示　・　

 　・石綿粉塵濃度測定

 　　測定時期、場所及び測定点

 　　測定方法

 　　・自動測定器による測定 

     　１章 5 による

         ・埋立処分（管理型最終処分場）　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

           処分施設の名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

           所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　　　除去対象範囲　　※図示

 　　　　　　　　　　　・　

　 　　除去工法　　　　※改修標準仕様書９．１．３（２）（ア）による

 　　　除去した石綿含有吹付け材の飛散防止措置　　※湿潤化　・固形化

       除去した石綿含有吹付け材等の処分

 石綿含有建材の処理

 　・石綿含有吹付け材の除去

 　　　除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置　　※ 湿潤化　・ 固形化

 　　　除去対象範囲　　※図示

　　　　 ・埋立処分（管理型最終処分場）・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

 　・石綿含有保温材等の除去

       除去した石綿含有保温材の処分

 　　　除去工法　　　　※ 原形のまま手ばらし　　・ 破砕して除去

 　　　除去対象範囲　　※図示

 　　　除去工法　　※切断・破砕等以外（ボルトや釘等を撤去し、手作業で取り外す等）

 　・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第１種以外）の除去

 植栽基盤及び材料

 　　するとともに、取り除いた樹木の処分を行うものとする

 　　枯補償の期間内に樹木が枯死、枝損傷、形姿不良等となった場合は、同等以上のもの再植樹

 新植芝及び地被類の枯補償

 　既存保護層の撤去　　・行う

 　かん水装置　　　　　・設置する（工事区分は図示による　　　　）

 　支柱　　　　　　　　・設置する（種類　・図示　　・　　　　　）

 工法

 　・屋上緑化軽量システム

 屋上緑化改修工事３

 　　　見切り材、舗装材、排水穴、マルチング材等　　※図示　　・　

［９．６．２～４］

 　　　芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　　　　　※図示　　・　

 ・断熱材現場発泡工法

［９．５．２］［９．５．３］

 断熱・防露改修工事材２  断熱材は、原則としてグリーン購入法における特定調達品目を使用するものとする

 ・土間下

 ・断熱材の打込み工法

 ・ビーズ法

 ・押出法

 ・　

種類

 ・２５　・　　 

 ・２５　・　　 

厚さ（㎜） 施工箇所

 　　　　　　　　・図示

 　　　　　　　　　としなければならない箇所

 　　施工箇所　　※窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版下等、部分的に後張り

 断熱材のホルムアルデヒト放散量　　※規制対象外　・　

 　ポリスチレンフォーム断熱材

 　ポリスチレンフォーム断熱材 

 　　　　　　　（スキン層なし）

 ・硬質ウレタンフォーム断熱材

 ・フェノールフォーム断熱材

 ・２種ｂＡ 

 ・３種ｂＡ

 ・２５　・　　 

 ・２５　・　　 

 ・２５　・　　 

 　施工箇所の詳細は、仕上表及び図示による

 　　断熱材の種類　　※Ａ種１　・Ａ種１Ｈ

 　　厚さ（㎜）　　・２５　　・３０

 　1章 20 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

       ・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

           所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

         　所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

         ・埋立処分（安定型最終処分場）　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

           処分施設の名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

       除去した石綿含有成形板の処分

       ・石綿含有せっこうボード

     　除去対象範囲　　※図示

       除去工法　　※手作業で取外し　・切断・破砕等

       　　　　　　　切断・破砕等する場合　作業場所を隔離し、湿潤な状態を保ちながら作業

       　　　　　　　すること。（作業場所の隔離は、負圧に保つ必要はない。）

        ・埋立処分（安定型最終処分場）　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）　

          処分施設の名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

          所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　・石綿含有仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去

 　　　下記以外は、改修標準仕様書9.1.1及び9.1.2による

 　　　除去工法　　・　

       　　　　　　　　　　　　　・集じん装置付き超高圧水洗工法（100MPa以上）

         　　　　　　　　　　　　・剥離剤併用手工具ケレン工法

         　　　　　　　　　　　　・剥離剤併用高圧水洗工法（30～50MPa程度）

       　　　　　　　　　　　　　・剥離剤併用超高圧水洗工法（100MPa以上）

         　　　　　　　　　　　　・剥離剤併用超音波ケレン工法

           　　　　　　　　　　　・集じん装置付ディスクグラインダーケレン工法

 　　　　　　　　　　　　　　　　・集じん装置併用手工具ケレン工法

 　　　　　　　　　※石綿障害予防規則（平成十七年二月二十四日厚生労働省第二十一号）第６条

 　　　　　　　　　　による措置と同等以上の効果を有する措置とされる工法

       除去対象範囲　　　　　　　※図示

       試験施工　　　　　　　　　※行わない　　・行う

       作業場所の隔離　　　　　　※行わない　　・行う

       除去した石綿含有仕上塗材の処分

       除去した石綿含有仕上塗材の保管、運搬及び処分

       　　　　　　　　　※改修標準仕様書9.1.3(3)による　　・　

         ・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

         ・埋立処分（安定型最終処分場）　　・埋立処分（管理型最終処分場）

   ・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第１種）の除去

　　　 除去した石綿含有けい酸カルシウム板第１種の処分

  最小板厚　1.6㎜　以上、3.2㎜　未満の形鋼、鋼板

  最小板厚　3.2㎜　以上、6.0㎜　未満の形鋼、鋼板

  ※図示による

・１２０　・　　　

・１０　　・　　　

  材齢　３日　　２０Ｎ／ｍｍ２以上

 じんを迅速に測定できる機器を用いた測定

亜鉛めっきの種別

   A種(HDZ55)

   B種(HDZ45)

   C種(HDZ35)

                                         耐震スリット部詳細　　※構造図による

 施工確認試験    ・行う        ・行わない

     種類　     ・SS400　　　　・　

   ・ダイヤフラムをH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計算確認有り

     ・標準仕様書　表７.２.３による　　　・　　

     セットの種類　     ・ABR400　     ・ABR490

   ・ブラスト以外の特別な処理（りん酸塩処理）

   ※ブラスト処理（表面粗度５０μｍＲｚ以上）

                                   付則６［鉄骨精度検査基準］付表３［溶接］による

   ※標準仕様書 表7.10.2（※Ａ種［モルタル厚さ５０］　・Ｂ種［モルタル厚さ３０］）による

       塗装の種別　　※構造図による　・　

       適用箇所　　　※構造図による　・　

     ※改修標準仕様書　表７．３．２のＡ種　

     ・改修標準仕様書　表７．３．２のＢ種　　

 引張耐力　　・　　　　　　　せん断耐力　　・　

      場合の試験はプレミックス形のみとする。

                       ※JIS A 1191（コンクリート補強用連続繊維シートの引張試験方法）による

   　・全てのダイヤフラムはH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足すること

JIS A 1481-3又はJIS A 1481-4JIS A 1481-1又はJIS A 1481-2

   枯補償の期間　　※引渡しの日から１年　・　

         ※埋立処分（管理型最終処分場）

       　　　　　　　　　　　　　・集じん装置付き高圧水洗工法（15MPa以下、30～50MPa程度）

         　　　　　　　　　　　　・超音波ケレン工法（ＨＥＰＡフィルター付き掃除機併用）

           　　　　　　　　　　　・　

 石綿含有建材除去後の仕上げ工事　　※図示　・　

       確認及び後片付け　※改修標準仕様書9.1.3(4)の(ｱ)、(ｲ)及び(ｵ)による

 　　　分析結果については、監督員に報告すること

グループ長設計部長総括責任者 令和

担当者担当者設計責任者 縮尺

図面番号

 出口吹出し風速1m/s以下の位置 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

図面名称

工事名称

丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市北区駅前町１丁目５番１８号 Ｒ７年６月
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建築改修工事特記仕様書（５）

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事



50

300ｘ300

 寸法精度　　※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)による　・　

 表面仕上材の品質・性能は、改修標準仕様書６章 内装改修工事による

支柱調整式置敷式ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

（２０．２．２）

 フリーアクセスフロア 施工箇所

 ・帯電防止床タイル

 ※タイルカーペット

 ・　　　・　 ・　　　・　

 ・　

 ・　

 ・１．０Ｇ　・０．６Ｇ ・１．０Ｇ　・０．６Ｇ

※３０００Ｎ　・５０００Ｎ※３０００Ｎ　・５０００Ｎ

１

 ボーダー部及びスロープ

 床表面仕上げ材の材質

 高さ（㎜）

 パネル寸法（㎜）

 耐震性能

 空調用吹き出し（吸い込み）パネル

 配線用取り出しパネル　　

 耐荷重性能　　変形5.0ｍｍ以下、残留変形3.0ｍｍ以下 

 耐衝撃性能　　残留変形3.0ｍｍ以下及び損傷がないこと 

 ローリングロード性能

　　　残留変形3.0ｍｍ以下 

 構法

 所定荷重

 ※製造所の仕様　・図示による ※製造所の仕様　・図示による

 　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　※製造所の仕様による　・２０～３０％

（２０．２．５）

 トイレブース２

（２０．２．６）

 階段滑止め３

 幅（㎜）　※約３５　・　

 型式　　　※ビニルタイヤ又は合成ゴムタイヤ入り　・　

 端部フラットエンド　※有（※タイヤと同材　・ステンレス鋼）　・無

 材種　　ステンレス製（ＳＵＳ３０４）（・埋込工法　※接着工法）

 幅木材質形状　　　　　※ステンレス幅木　・　

 ドアエッジ材質形状　　※アルミＲエッジ　・　

 表面材　　　　　　　　※メラミン樹脂系化粧板　・ポリエステル樹脂系化粧板

・電動

・電動・引分

・引分・ダブル

・ダブル

・片引き

開閉操作

※手引き　・ひも引き

※手引き　・ひも引き

形式

・片引き

・シングル

・シングル

ひだの種類きれ地の品質等（製造所）取付箇所

 寸法及び取付箇所　　・図示による　・　

カーテン用付属金物

 ・１０－６０  ※アルミニウム  ※アルマイト  ※角形

強さによる区分 材料による区分 仕上げ 形状

 カーテンレール及び付属金物

施工箇所

 カーテン

（２０．２．１４）

 カーテンレール

 カーテン及び７

 種類

 スラットの材質

 ボックス・レールの材種 

 幅・高さ・取付箇所

６  ロールスクリーン

（２０．２．１３）

 遮光性能　・図示による　・　

 材種　　　・図示による　・　

 操作方式　・スプリング式　・コード式（チェーン式）　・電動式

４  表示

（２０．２．１０）

５  ブラインド

（２０．２．１２）

 　　　　　　　　　・視覚障害者用案内板（※図示による）

 スラットの幅（㎜）

 形式

 ・案内板　　　　　・施設案内板（※標準詳細図による　・図示による）

 　　　　　　　　　・各階案内板（※標準詳細図による　・図示による）

 ・ピクトグラフ　　標準案内図用記号　※ＪＩＳ　Ｚ８２１０による　・図示による

 　　　　　　　　　形状・その他　　　※図示による

 ・施設文字　　　　※標準詳細図による　・　

 　　　　　　　　　字数（　　　　）　文字の大きさ（　　　ｘ　　　）

 　　　　　　　　　・切抜文字（・ステンレス製・黄銅製）　・箱文字（・ステンレス製・黄銅製）

 案内図用記号はＪＩＳ　Ｚ８２１０による

 ・非常用進入口　　　　・図示による

 ・対人衝突防止表示　　・図示による

 ※１０－９０  ・　  ・　  ・　

 ・　

 ※タイルカーペット

 ・帯電防止床タイル

 ・縦型ブラインド

 ・アルミスラット　・クロススラット 

 ※図示　・　

 アルミニウム合金製

 ※２本操作コード式

 ・１本操作コード式

 ・８０　・１００

 ・横型ブラインド

 ※ギア式

 ※２５　・３５

 ※鋼製　・　

 ※図示　・　

 アルミニウム合金製 

 ・コード式 ・操作棒式

１０ 取付箇所直径（㎜） 階段手すり笠木 材質

 ・集成材

 ・ステンレスパイプ

 ・鋼製パイプ

 ・ビニル製

 ・ＣＬ　　　　・　

 ・ＨＬ　　　　・　

表面仕上げ

 　　　　その他　製造所の仕様による

 　　　　開閉方式　施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式

 　　　　　　表面処理　表１４．２．１のＡＢ－１種、ＡＢ－２種、ＢＢ－１種、ＢＢ－２種

 　　　　　アルミニウム合金押出形材　ＪＩＳ　Ｈ４１００　Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５

 　　　　受枠材、蓋枠材、コーナーピース、底板材、底板補強材

 　　　材料の品質及び性能

 　　　枠の許容差　±０．５㎜以内　外枠と内枠のクリアランス　片側２．０㎜以内

 　　　　パッキンを装着しないもの及びがたつき防止用パッキンを装着したもの

 　　　形式　※屋内用一般型　・密閉形

 床　　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　・４５０ｘ４５０　※６００ｘ６００

 　　　　　鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの

 　　　　外枠及び内枠のコーナーピース、吊り金物、取付ボルト

 　　　　　アルミニウム合金押出形材　ＪＩＳ　Ｈ４１００　Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５

 　　　　外枠、内枠の材質

 　　　材料の品質及び性能

 　　　枠の許容差　±０．５㎜以内　外枠と内枠のクリアランス　片側２．０㎜以内

 　　　　　　　　　　内枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

 　　　形式　一般型　外枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

 天井　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　※４５０ｘ４５０　・６００ｘ６００ 点検口

 　　　　　　表面処理　表１４．２．１のＡＣ－１種、ＡＣ－２種（外部はＢＢ－１種、ＢＢ－２種）

９

 溝型×深さ(mm)　・90×150　・120×80　・120×150　・150×80　・図示

 材質　・集成材(仕上げ：　　　)　    ・鋼製(仕上げ：　　　)

 　　　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製(押出し型材市販品)　表面処理 ・AC-1 ・AC-2(・ｱﾝﾊﾞｰ ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ ・ﾌﾞﾗｯｸ系 ・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

 ブラインドボックス
 及びカーテンボックス

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　皮膜等の種類　※標準仕様書表14.2.1による

 天井見切り縁10

 ピクチャーレール

 　移動フック　　　ヶ／ｍ　　安全荷重　※１５㎏以上　・　

 ※見切り縁兼用タイプ　・　

 喚起用床材

 誘導用床材、注意

 　　　・　

 色　　　※黄色　・　

 寸法　　※３００ｘ３００　

 表面形状　ＪＩＳ　Ｔ９２５１による

11

12

 ※アルミニウム既製品　・ビニル既製品

 壁及び下がり壁と天井の取合いの見切縁（天井見切縁、下がり壁見切縁）の材種

アコーディオンカーテン タチカワ：アコウォール 同等品

 既製家具  合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボード、接着剤及び塗料のホルムアルデヒド放散量

 　※規制対象外　・第三種

 防煙垂壁

 洗面カウンター

 収納家具

 流し台ユニット

 鋼製書架及び

 物品棚(G)

 ・移動式　　形状等は図示による

 ・固定式（下記以外は図示による）

 　鋼製物品庫　　※ＪＩＳ　Ｓ１０３９による　・　

 　鋼製書架　　　※ＪＩＳ　Ｓ１０３９による　・　

 ・可動式〔降下機構　煙感知器連動及び手動開放装置(埋込型)〕

 ・固定式（アルミ製枠付き）

 材質 、形状、寸法  ※図示       補強金物　　※地震時転倒防止及び扉開き落下防止

種類 Ｗ Ｄ

 ・1200 ・1500

 ・600

 ・650

 ・550 ・600

寸法(mm)

 ・500 ・600

 ・コンロ台

 ・つり戸棚

 ・水切り

 ・流し台

 ・1200 ・900 ・600

 ・650

 ・900 ・1200 ・1800

 市販品とする　　品質性能はJIS A 4420による　　形状　※図示　・　　　

Ｈ 備考

 ・800 ・850

 ・620 ・670

 ﾄﾗｯﾌﾟ付き 天板ｽﾃﾝﾚｽ製

 ｽﾃﾝﾚｽ製 ・1段式 ・　

 ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ有り 天板ｽﾃﾝﾚｽ製

 ・500 ・700

 くつふきマット

 ・ステンレス製（ＳＵＳ３０４）（受け枠ステンレス製（ＳＵＳ３０４））

 ・硬質アルミニウム合金製（受け枠ステンレス製（ＳＵＳ３０４））

 ※塩化ビニル又はゴム製（受け枠ステンレス製（ＳＵＳ３０４））ワンライン型

 材質　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　・人工大理石　・　

   ・垂直降下式(巻取型)  材質 ※不燃布(不燃認定品)  高さ(㎜) ※500  ・ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ ※壁埋込固定式 ・天井収納可動式

   ・回転降下式　　　　　材質 ※鋼板製又はｱﾙﾐ製  　 高さ(㎜) ※500  ・表面仕上げ ※天井材張り ・　　　　　　

８

13

14

15

16

17

18

19

20

21

 ・1650 ・1800

 ・450 ・370

　　　所定荷重1,000Ｎ（5,000Ｎの積載荷重は1,000Ｎ以上で任意）による繰り返し試験後、

 　配線取り出し開口　　※製造所の仕様による　・パネル1枚につき40㎜ｘ80㎜程度の開口1ヶ所以上

 ・室名札　　　　　※標準詳細図による　・市販品

 ・暗幕用は３００㎜以上の召し合せの重掛けとする

 材種　・レジンコンクリート製（厚さ30㎜）　・磁器質タイル製　　・コンクリート製（厚さ60㎜）

 合板類、MDF、パーティクルボード、接着剤及び塗料のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　　

 仕上げ ※化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ ・ 　

 仕上げ ※化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ ・ 　

 仕上げ ※化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ ・ 　

 　　材質 ※網入り磨き板ｶﾞﾗｽ ・線入り磨き板ｶﾞﾗｽ 厚さ(㎜) ※6.8  ・　　　高さ(㎜) ※500  ・     

グループ長設計部長総括責任者 令和

担当者担当者設計責任者 縮尺

図面番号

 ・　

図面名称

工事名称

丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市北区駅前町１丁目５番１８号 Ｒ７年６月
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建築改修工事特記仕様書（６）

 ・ＥＰ－Ｇ　　・　

 ・６０　・４５　・４０　・　

 ・６０　・４５　・４０　・　

 ・６０　・４５　・４０　・　

 ・３４



修繕工事各工区ごと

工区ごと完成次第

 建設副産物に

 ついて

特　　　記　　　事　　　項項　　　目特　　　記　　　事　　　項項　　　目特　　　記　　　事　　　項項　　　目 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

１  使用資材について

 　資材を購入しようとするときは、あらかじめ購入先の名称、所在地及び資材名等を記載した主要資材購入先一覧

 　　　のとする。

 届出書を監督職員を通じ提出するものとする。

 　　なお、排出ガス対策型建設機械に貼付けてある「指定ラベル」についても写真撮影を行い提出するものとする。

 その他 ※　下請契約における発注者の指導について

　　①　この契約に係る工事の的確な施工を確保するため、下請契約を締結しようとする場合は、下請契約におけ

　　　る注文者・下請契約における受注者との合理化が図られるよう、「建設産業における生産システム合理化指

　　　針」の趣旨により、下請契約における受注者の適正な選定、合理的な下請契約の締結、請負代金支払等の適

　　　正な履行、下請における雇用管理等への指導を行い、本指針の遵守に努めるものとする。

　　②　中小建設業者に対する取引条件の適正化及び資金繰りの安定化等に資するため、下請契約における注文者

　　　は、下請契約における受注者に対しては、発注者から受取った前払い金の均てん、請負代金における現金比

　　　率の改善、手形期間の短縮等請負代金支払の適正化について配慮するものとする。

※　建設資材納入業者との契約について

　　　この契約に係る建設資材納入業者との契約に当たっては、当該業者の利益を不当に害しないよう公正な取引

　　を確保するよう努めるものとする。

 　本工事に使用する資材については、市内産資材又は市内取扱業者から購入した資材の使用に努めるものとする。

 　　(1) 市内産の資材がある場合は、市内産の資材を優先するものとする。

 　　(2) 市内産の資材がなく、やむを得ず市外産の資材を使用する場合には、県内取扱業者の資材を優先するも

 　市内産資材：①製造所の所在地が総社市内である資材。

 　　　　　　　②法務局に登記されている本店の所在地が総社市内である業者。

 　市内取扱業者：法務局に登記されている本店の所在地が総社市内である業者。

 下請負業者の選定２

 について  よう努めるものとする。

 　下請負に付そうとする場合には、あらかじめ下請負人選定一覧届出書を監督職員を通じて提出するものとする。

 について

 施工体制台帳３  　受注者は、工事の一部を下請負に付した場合、建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２４条の７の規定によ

 り、施工体制台帳を作成し、工事現場に備えるとともに、その写しを監督職員に提出するものとする。

 　受注者は、監理技術者、監理技術者補佐、主任技術者（下請負者を含む）及び元請負者の専門技術者（専任して

 いる場合のみ）に、工事現場内において、工事名、工期、顔写真、所属会社名及び社印の入った名札等を着用させ

 　なお、現場での立場（監理技術者等）が明確になるよう留意するものとする。

 なければならない。（監理技術者補佐は、建設業法第26条第３項ただし書きに規定する者をいう。）

 　受注者は施工体制台帳及び施工体系図に変更が生じた場合は、その都度速やかに監督職員に提出しなければなら

 ない。

 作成・登録

 について

 工事実績情報の４  　受注者は、受注時または変更時において工事請負代金額が500万円以上の工事について、工事実績情報システム

 （コリンズ）に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として作成した「登録のための確認のお願い」 

 をコリンズから監督職員にメール送信し、監督職員の確認を受けたうえ、受注時は契約後、土曜日、日曜日、祝日

 等を除き10日以内に、登録内容の変更時は変更があった日から土曜日、日曜日、祝日等を除き10日以内に、完成時

 は工事完成後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10日以内に、訂正時は適宜登録機関に登録をしなければならない。

 　登録対象は、工事請負代金額500万円以上の全ての工事とし、受注・変更・完成・訂正時にそれぞれ登録するも

 のとする。

 　また、登録機関発行の「登録内容確認書」は、コリンズ登録時に監督職員にメール送信される。

 　なお、変更時と工事完成時の間が10日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）に満たない場合は、変更時の登録申

 請を省略できる。

 　また、本工事の完成後において訂正または削除する場合においても同様に、コリンズから発注者にメール送信し、

  速やかに発注者の確認を受けた上で、登録機関に登録申請しなければならない。

 ・　本工事は低入札価格調査対象工事であるが、本工事が低入札価格工事となった場合、受注者は本工事及びその 監督検査の強化

 ・　その他検査に必要な書類等については、中間検査実施要領によるものとする。

 　ない。

 　格工事がある場合は、主要資材の確認及び不可視部分等の検査を発注者が必要と認める時点で受けなければなら

 　けなければならない。

 について

５

 工期設定について６

 　ものとする。

 ・　本工事に伴う○○により事業損失が懸念されるため、その対策として次の調査を行うものとする。

 ・　本工事箇所は、特に生活環境を保全する必要がある地域であるので、次の工種の施工に当たっては低騒音型、

 　　・耐震改修工事－－－－

 　　・外壁改修工事－－－－

 　　・地業工事(杭)－－－－○○○○工法（又は使用機種）

　　低振動型建設機械指定に関する規程（平成９年７月３１日付け建設省告示第１５３６号、最終改正平成１３年

 ○ホイールクレーン（ラフテレーンクレーン）

 　るとともに現場代理人は施工現場において使用する建設機械が確認できる写真撮影を行い提出するものとする。

ディーゼルエンジン

（エンジン出力7.5kW以上

260kW以下）を搭載した

建設機械に限る。

 一般建設機械８機種

 機　種 備　考

 ○バックホウ　○トラクタショベル（車輪式）　○ブルドーザ

 ○油圧ユニット

 　（以下に示す基礎工事用機械のうちベースマシンとは別に、独立したディーゼルエン

 　ジン駆動の油圧ユニットを搭載しているもの）

 　：油圧ハンマ、バイブロハンマ、油圧式鋼管圧入引抜機、油圧式杭圧入引抜機、アー

 　　スオーガ、オールケーシング掘削機、リバースサーキュレーションドリル、アース

 　　ドリル、地下連続壁施工機、全回転型オールケーシング掘削機

 ○ローラ（ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ）

 　型建設機械と同等とみなすことができる。ただし、これにより難い場合は別途監督職員と協議するものとする。

 　法律（平成１７年法律第５１号）に基づく技術基準に適合する機械、または、排出ガス対策型建設機械指定要領

 　（平成３年１０月８日付け建設省経機発第２４９号、最終改正平成１４年４月１日付け国総施第２２５号）、排

 　出ガス対策型建設機械の普及促進に関する規定（平成１８年３月１７日付け国土交通省告示第３４８号）もしく

 　は第３次排出ガス対策型建設機械指定要領（平成１８年３月１７日付け国総施第２１５号）に基づき指定された

　　 　排出ガス対策型建設機械を使用するものとする。ただし、平成７年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排

 　出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業も

 　しくは建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着した建設機械についても、排出ガス対策

 　　・施工方法　○○○○○

 　　・作業時間  ○○○○○

 　　・建設機械、設備　○○○○○

 ・　本工事に伴う、公害防止対策のため、次の事項を指定する。

 について

 公害対策関係７

 ※　本工事において、次に示す一般建設機械８機種を使用する場合は、特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する

 ※　排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、施工計画書に記載す

 ※　運搬路等については、粉塵により公衆に迷惑を及ぼすことのないよう散水防塵（〇回／日程度）を実施する

　　４月９日付け国土交通省告示第４８７号）に基づき指定されている建設機械を使用するものとする。

 建設リサイクル法

 棄物について

 　本工事から発生する特定建設資材廃棄物は、次の施設に搬入することを見込んでいる。その再資源化等費（処分

 費。なお、岡山県内で処理する場合には産業廃棄物処理税相当額、又は産業廃棄物の処理に係る税の条例が施行さ

 れている他の県で処理する場合には各県の産業廃棄物の処理に係る税相当額を含む。）については、見積単価を採

 の特定建設資材廃

 者の提示する施設（法令等に基づいた正規な場所であること）と異なる場合においても設計変更の対象としない。

 用している。なお、運搬に先だち受入条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

 　上記再資源化施設で積算しているが、受注者が積算及び搬入する処理施設を指定するものではない。なお、受注

 ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によらない事項についてはこの限りでない。
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 する施設（法令等に基づいた正規な場所であること）と異なる場合においても設計変更の対象としない。ただし、

 搬に先だち受入条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

 　上記施設で積算しているが、受注者が積算及び搬入する処理施設を指定するものではない。なお、受注者の提示

 現場条件や数量の変更等、受注者の責によらない事項についてはこの限りでない。

 　本工事から発生するその他の建設副産物は、次の施設に搬入することを見込んでいる。その処分費（岡山県内で

 処理する場合には産業廃棄物処理税相当額、又は産業廃棄物の処理に係る税の条例が施行されている他の県で処理

 する場合には各県の産業廃棄物の処理に係る税相当額を含む。）については、見積単価を採用している。なお、運

 者の提示する施設（法令等に基づいた正規な場所であること）と異なる場合においても設計変更の対象としない。

 　上記再資源化施設で積算しているが、受注者が積算及び搬入する処理施設を指定するものではない。なお、受注

 ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によらない事項についてはこの限りでない。

 その他の建設副

 産物について  　本工事から発生する伐木・伐根材、建設汚泥等は、次の施設に搬入することを見込んでいる。その再資源化等費

（処分費。なお、岡山県内で処理する場合には産業廃棄物処理税相当額、又は産業廃棄物の処理に係る税の条例が施

 を採用している。なお、運搬に先だち受入条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

 行されている他の県で処理する場合には各県の産業廃棄物の処理に係る税相当額を含む。）については、見積単価

 岡山県エコ製品

 について

 　　　再生加熱アスファルト混合：工事現場から４０km及び運搬距離１．５時間の範囲内に在庫がない場合

 　　　再生骨材等：工事現場から４０kmの範囲内に在庫がない場合

 　た再生品をその性能、品質、安全性、数量、価格等について考慮の上、可能な範囲で積極的な使用に努めるもの

 　とする。

 　する。設計単価は岡山県エコ製品を見込んでいるため、使用しない場合は、監督職員に報告し設計変更の対象と

 　する。

 　　また、品質及び価格が同等である場合は、岡山県エコ製品の優先的な調達に努め、使用に当たっては監督職員

 　の承諾を得ることとし、使用する場合は設計変更の対象とする。

 　のとする。

 　する土場（法令等に基づいた正規な場所であること）と異なる場合においても設計変更の対象としない。ただし、

 　変更の対象とする。

 　　改良土プラントは次の施設で積算しているが、受注者の積算及び搬入するプラントを指定するものではなく、

 　受注者の提示するプラント（法令等に基づいた正規な場所であること）と異なる場合においても設計変更の対象

 　としない。ただし、受注者の責によらない場合、及びエコ認定に係る新規プラントの参入があった場合について

 　は、監督職員と協議のうえ設計変更の対象とすることができる。

 　　真砂土等の土場は次の場所で積算しているが、受注者の積算及び土場を指定するものではなく、受注者の提示

 　受注者の責によらない場合、及び新材以外のものを搬入する場合については、監督職員と協議のうえ設計変更の

 　対象とすることができる。
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 　このとき、使用する高炉セメント及びフライアッシュセメントは、Ｂ種及びＣ種とする。その他のコンクリート

 　る。

 アルカリ骨材反応

 抑制対策について  　　受注者は、高炉セメント及びフライアッシュセメントを使用したレディーミクストコンクリートを使用すると

 　を使用するときは、監督職員と協議し、アルカリ骨材反応抑制対策実施要領の２．１又は２．３を実施するもの

 　とする。

 　　受注者は、使用するコンクリート二次製品毎に、アルカリ骨材反応抑制対策実施要領の２．１の確認を行い、

 　監督職員に報告すること。なお、高強度コンクリート使用の製品については、単位セメント量が多いためアルカ

 　リ総量が所定の値を満足しない場合があり、このときはアルカリ骨材反応抑制対策実施要領の２．３を実施し、

 　監督職員に報告すること。さらに、この試験に用いる試料を採取するときは、受注者自らが立ち会うこと。

 　  受注者は、アルカリ骨材反応抑制対策実施要領の２．１、２．２、２．３のいずれかを必ず実施するものとす

14

 　きは、セメント内のスラグ及びフライアッシュ混合率を生コンクリート使用報告（承認）に記載するものとする。

 再生コンクリート

 砂について  されている測定方法に基づき、「六価クロム」の溶出試験を行い、監督職員の承諾を得た上で使用するものとする。

 　本工事で使用するコンクリート塊から製造された再生砂は、平成３年８月２３日付け環境庁告示第４６号に規定

 ※伐木・伐根材、建設汚泥等について

 ※その他の建設副産物について

 ※　本工事の不足土については、次の場所からの搬入を見込んでいるが、工事間利用調整の状況によっては、設計

 ※　本工事の裏込め・埋め戻しに使用する改良土等（エコ製品）の品質については、内部摩擦角○○度以上とする。

 ※　本工事で使用する改良土等（エコ製品）については、品質試験結果を承認願に添付して監督職員に提出するも

 　生砕石、再生砂、再生割栗石）については、「岡山県エコ製品」認定製品を使用するものとする。ただし、次の

 　場合は、別紙「資材調達結果報告」を作成のうえ監督職員と協議を行うものとする。

 ※　岡山県エコ製品の基準に適合しないと認められたとき、搬入された資材の撤去等を指示する場合がある。

 ※　本工事で使用する資材のうち、○○○○については、岡山県エコ製品に認定された製品の使用に努めるものと

 ※　本工事で使用する再生加熱アスファルト混合物（いわゆる改質アスファルト混合物を除く）、再生骨材等（再

 ※　コンクリート二次製品

 ※　現場練りコンクリート

 ※　レディーミクストコンクリート

種別 再資源化施設名称

種別 位置 再資源化施設名称

 建設汚泥について  　本工事から発生する建設汚泥は、「建設汚泥の再生利用に関するガイドライン（国土交通省平成１８年６月）」11

 「建設汚泥の再生利用に関する実施要領（国土交通省平成１８年６月）」により再資源化施設へ搬入する。

 真砂土等

種別 場所 搬出時期

 第○種建設

 発生土

 令和○○年○月（記入例）

 　他総社市発注の手持ち工事において、主要資材の確認及び不可視部分等の検査を発注者が必要と認める時点で受

 ・　本工事が低入札価格工事とならない場合においても、工期の重複する総社市発注の手持ち工事の中に低入札価
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※　建設業退職金共済組合等への加入等

　　①　建設業者は、建設業退職金共済組合（以下「組合」という。）等に加入するとともに、その建設業退職金

　　　共済組合制度等の対象となる労働者について証紙を購入し、当該労働者の共済手帳に証紙を貼付するものと

　　　する。

　　②　建設業者が下請契約を締結する際は、当該契約の受注者に対して，この制度の趣旨を説明し、掛金相当額

　　　を請負代金中に算入することにより、当該受注者の組合加入並びに証紙の購入及び貼付けを促進するものと

　　　する。

　　③　受注者は、組合から工事現場に建設業退職金制度適用事業主の工事現場である旨を明示する標識の掲示に

　　　ついて要請があった場合には、特別の事情がある場合を除き、これに協力をするものとする。

※　建設業法等の遵守について

　　①　建設業法( 昭和２４年法律第１００号) に違反する一括下請負、その他不適切な形態の下請契約を締結し

※　建設業からの暴力団の排除の徹底について

　　　工事の施工に際して、暴力団等からのあらゆる不正な要求に対し断固としてこれを拒否し、また被害に対し

　　ては、すみやかに警察に通報するとともに捜査上必要な協力を行わなければならない。

　　　また、監督職員とも連絡を密にとり工程等被害が生じた場合は、協議を行うものとする。

　　　ている者であって、監理技術者講習を過去５年以内に受講した者を配置するものとする。この場合において、

　　　発注者から請求があったときは、監理技術者資格者証及び監理技術者講習修了証を提示するものとする。

　　④　上記①、②及び③のほか、建設業法等に抵触する行為は行なってはならない。

　　　てはならない。

　　③　受注者が工事現場ごとに設置しなければならない専任の監理技術者は、監理技術者資格者証の交付を受け

　　②　建設業法第２６条の規定により受注者が工事現場ごとに設置しなければならない専任の主任技術者又は専

　　　任の監理技術者については、適切な資格、技術力等を有する者（他の工事現場に係る職務を兼務せず、常時

　　　継続的に当該工事現場に係る職務にのみ従事している者で、受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係にあるも

　　　のに限る）を配置するものとする。

※　労働基準法の遵守

　　　この契約に係る工事の施工にあたっては、労働基準法の趣旨に則り、労働時間について遵守するよう努めな

　　なければならない。

※　不正軽油の排除について

　　　本工事に伴い、ディーゼルエンジン仕様の自動車及び建設機械等を使用する場合は、規格（ＪＩＳ）に合っ

　　た軽油を使用するものとする。

　　　また、調査のため建設機械等から燃料を採取する場合には、監督職員の指示によりこれに協力しなければな

　　らない。

※　受注者は、設計図書、仕様書に明示のない事項、その内容に疑義を生じた場合及び設計図書と工事現場の状態

　が一致しない時は、直ちに監督職員に連絡し、その指示を受けて施工するものとする。

 　工事の中で、これらの品目が発生する場合には、併せて調査を実施するものとする。

 　　カーを貼付しなければならない。

 　　監督職員と速やかに協議し、④と同様、監督職員からの回答があるまでの間、当該工事に着手してはならない。

 　　際には、監督職員と協議を行わなければならない。

 　　監督職員に提出しなければならない。

 　　する法律第１３条及び特定建設資材に係る分別解体等に関する省令第４条の規定による書面」とする。

 　　し協議するものとする。

 について

 使用する工事、又は特定建設資材廃棄物（コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、建設発生木材）が発

 　　工事に要する費用・再資源化等をするための施設の名称及び所在地・特定建設資材廃棄物の再資源化等に要す

 　　る費用等）について、契約書を提出する前に別に定める「通知に係る事前説明事項」の書面を監督職員に提出

 建設リサイクル法  「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下「建設リサイクル法」という。）」について

 　特定建設資材（コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建設資材、木材、アスファルト・コンクリート）を

通　知　年　月　日

注）通知が終了後、監督職員が交付。

令和　　年　　月　　日

建設リサイクル法通知工事

 行令第２条第１項の規定による建設工事の規模に関する基準を満たさない工事についても、建設リサイクル法の規

 定を準用する（但し、罰則規定は除く）。
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 生する工事全てを「建設リサイクル対象工事（以下「対象工事」という。）」と位置づけ、建設リサイクル法施

 　①　「対象工事」においては、建設リサイクル法第１２条第１項に規定する説明事項（分別解体等の方法・解体

 　②　「対象工事」の契約書７に掲げる「別紙の通り」の「別紙」とは、「建設工事に係る資材の再資源化等に関

 　③　受注者は、「対象工事」において「建設業の許可票」若しくは「解体工事業者登録票」の標識に下図ステッ

 　④　受注者は、「対象工事」において監督職員から建設リサイクル法第１１条に規定される「通知」が完了した

 　⑤　受注者は、現契約が「対象工事」以外の工事で、工事着手後、現場条件等により「対象工事」となる場合は、

 　⑥　受注者は、「対象工事」において、当初契約時に記載した再資源化等施設と異なる施設で再資源化等を行う

 　⑦　受注者は、「対象工事」における特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、再資源化等報告書を

「対象工事」（ステッカー）　例

 次のような建設資材を搬入する建設工事  次のような指定副産物を搬出する建設工事

 　２．砕石・・・・・・・・・・・５００ｔ以上

 　３．加熱アスファルト混合物・・２００ｔ以上

 　２．コンクリート塊、

 　　　建設発生木材

 　　　建設汚泥、建設混合廃棄物＊

合計

２００ｔ以上

 ＊建設汚泥、建設混合廃棄物については、リサイクル法で定められている品目ではないが、調査対象となる

 （以下「リサイクル法」という。）により計画書を作成し、監督職員に提出するものとする。

再生資源利用計画書 再生資源利用促進計画書

 　受注者は、建設副産物の発生量・処理状況及び再生資材等の利用状況把握に資するために、「建設副産物実態調

 査（センサス）」による搬出先調査の調書を作成するものとする。対象工事は、建設副産物の有無及び搬入資材の

 ら同システムによる「確認済みマーク」の付与を受けるものとする。

 タを「建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ、コブリス）」に入力し、監督職員の確認を受け、監督職員か

 有無に関わらず、最終請負代金額１００万円以上の全ての工事とし、調書の作成については、工事完成後調査デー

 　１．土砂・・・・・・・・・５００ｍ3以上

 　受注者は、下表に該当する資材の搬入、指定副産物の搬出が生じる建設工事については、「資源有効利用促進法」

 火災保険等の

 時期、金額

 ・普通火災保険に付すべき時期及び金額

 　　①　工事出来形（検査済工事材料を含む）が５０％になった際に請負代金額の８０％相当額の保険に付するもの

 　　　とし、その後、工事出来形（検査済工事材料を含む）が８０％になった際に請負代金額相当の保険金額となる

 　　　　なお、木造の対象物に対しては、工事出来形（検査済工事材料を含む）が２０％になった際に請負代金額と

 　　　なるよう付するものとする。

 　　②　初回の付保時期において請負代金額相当の保険金額を付することができるものとする。

 　　③　建設工事保険その他保険を付する場合は、上記①及び②に準ずるものとする。

 　　④　保険の期限は、工事完成時期に１４日を加えた期日までとする。ただし、工事が遅延した場合には、その期

 　　　よう付するものとする。

 ・修繕又は模様替等の工事は次による。

 　　①　請負契約の工事範囲については、請負契約金額に相当する補償額となる保険契約を対象として、工事の着手

 　　　前に保険契約を締結するものとする。

 　　②　同一敷地内にある工事範囲外の既設建築物については、監督職員が特に必要と認めた場合を除き付さないも

 　　　のとする。

 　　③　保険の期限は、工期末日に１４日を加えた期日までとする。ただし、工事が遅延した場合には、その期限も

 　　　遅延日数に応じて延長するものとする。

＜工事請負契約書第52条関係＞ 

＜工事請負契約書第52条関係＞ 
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 部分使用について  適用

 使用する時期（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 発注者が、引渡し前において、受注者の承諾を得て使用する工事目的物の部分。

＜工事請負契約書第33条関係＞ 
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 ついて

 部分引渡しに  適用

 発注者が、工事の完成に先立って部分的に引渡しを受ける部分。

 引渡しを受ける部分（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 引渡しを受ける時期（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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＜工事請負契約書第37条の2関係＞ 

22  住宅瑕疵担保履行

 法による資力確保

 措置について  　行うものとする。

 　資力確保措置が義務付けられている。なお、資力確保の措置については、○○○○○○○○○○○○○○工事で

 　　本工事における次の棟は特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律（平成19年法律第66号）に基づく

 架空線及び架空電

 線の防護措置につ

 いて

 　力の協議により必要となった場合は、設計変更の対象とする。

 　　架空線及び架空電線の防護措置に係る費用は計上していないが、契約後、発注者、受注者及びＮＴＴ又は中国電

 　　防護措置に係る協議等について、ＮＴＴ又は中国電力への依頼は受注者が行うこととする。また、協議は、受注
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 　　・調査の区分（　　　　　　　　　　　　　　　）

 　　・調査の時期（　　　　　　　　　　　　　　　）

 　　・調査方法（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　　・調査範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　については、監督職員と協議のうえ設計変更の対象とすることができる。

 　搬出を見込んでいるが、工事間利用調整の状況によっては、設計変更の対象とする。また、現地において予定し

 　た土質及び土量等に変更があった場合は、速やかに監督職員と協議するものとする。

 　　改良土プラントは次の施設で積算しているが、受注者が積算及び搬出するプラントを指定するものではない。

 　　なお、受注者の提示するプラント（法令等に基づいた正規な場所であること）と異なる場合においても設計変

 　更の対象としない。ただし、受注者の責によらない場合、及びエコ認定に係る新規プラントの参入があった場合

 について

 建設発生土８  　　本工事で発生する建設発生土については現場内で利用することとし、搬出する場合においては次の場所への

 　本工事の施工において、やむを得ず工事の一部を下請負に付す場合、下請負の相手方は市内業者から選定するよ

※　受注者は、レディーミクストコンクリートを用いる場合には、コンクリートの製造、施工、試験、検査及び管

　理などの技術的業務を実施する能力のある技術者が常駐しており、配合設計及び品質管理等を適切に実施できる

　工場（全国生コンクリート品質管理監査会議の策定した統一監査基準に基づく監査に合格した工場等）の製品を

　用いなければならない。

※　受注者は、本工事に係る工事監理業務を委託する場合があるので、当該業務を受注した工事監理者が業務の履

　行に必要な範囲で行う求めに対し、適切にこれに応じなければならない。

　　③　ダンプカーのさし枠装着車等による違法運行は行わないこと。

　　②　過積載を行っている資材納入業者から資材を購入しないこと。

　　①　工事用資機材等の積載超過のないようにすること。

※　ダンプトラック等による過積載の防止について

　使用するものとする。

　　当該工事にかかる土砂等の運搬が運送契約によって行われるときは、正規の運転免許を受けた者の車両に限って

※　ダンプトラック等の適正な使用について

　　②　建設業法（昭和２４年法律第１００号）第７条第２号又は第１５条第２号に規定する営業所の専任技術者で

　　　ないこと。

　　①　受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係があること。（健康保険被保険者証の写し等で確認を行う。）

※　本工事現場に配置する現場代理人については、次の要件を全て満たしていなければならない。

　　単品スライド条項の鋼材費にはスクラップ費を含む。

※　単品スライド条項について

　　軽微変更については、計画の変更、工法の変更または品質規格の変更を主たる内容とする変更以外の軽微な設計

　変更で、次に該当するものとする。なお、この場合において契約の変更は行わないこととする。

　　①　起工設計金額と変更設計金額との差額が、起工設計金額の±1.5％未満であり、かつ、±10万円以内の範囲に

　　　　ある場合。ただし、減額変更になる場合は、変更設計金額が契約金額を下らない範囲とする。

　　②　工事目的に反せず、維持管理上支障ないもの

※　軽微変更の取扱いについて

※　設計変更協議について

　　設計変更に関する監督員との協議は、竣工（検査）予定日の７日前までに完了させること。

※　労災補償に必要な保険の付与について

　　本工事において、受注者は労災補償に必要な任意の保険契約を締結すること。なお、この労災補償に必要な

  保険料を予定価格に反映している。

※　墜落制止用器具の着用について

　　労働安全衛生法施行令第13条第３項第28号における墜落制止用器具の着用は、「墜落制止用器具の規格」（平成

  31年１月25日厚生労働省告示第11号）による墜落制止用器具（フルハーネス型墜落制止用器具、胴ベルト型墜落
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位置

 ○○市△△地内の○○工事

 （運搬距離○○㎞）

不足土について

 ついて

16  コンクリートの

 構造体強度補正

 等の適用期間に

０℃以上８℃未満

３ ６

暑中コンクリートの適用期間

８℃以上 25℃超

打込みから材齢28日までの予想平均気温の範囲

（普通ポルトランドセメント、混合セメントのＡ種）

構造体強度補正値(Ｓ)(N/mm2)

６

寒中コンクリートの適用期間

構造体強度補正値(Ｓ)(N/mm2)

搬出時期

 　とする。

 発生土　

 第○種建設　

種別

 第○種建設　

 発生土

 ○○市△△地内の改良土プラント

 （運搬距離○○㎞）

 ○○市△△地内の○○工事

 （運搬距離○○㎞）

 ・　本工事で発生する建設発生土の内○○ｍ3の処分先については、監督職員と協議のうえ確定し、設計変更の対象

 令和○○年○月　　

搬出先

 令和○○年○月　　

  制止用器具及びランヤード等）とする。

10

倉 敷 市

 　　旨の回答があるまでの間、当該工事に着手してはならない。

位　　　置 施　設　名　称種　　別

・  工期設定においては、雨天、休日等を見込み設定している。なお、休日等には、日曜日、祝日、夏期休暇及び

　年 末年始休暇の他、作業期間内の全土曜日を見込んでいる。

 使用する部分（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ○発動発電機（可搬式）　○空気圧縮機（可搬式）

 　１．土砂・・・・・・・・・・・５００ｍ3以上

 　　　限も遅延日数に応じて延長するものとする。

 　　　・○○○○棟　・○○○○棟　・○○○○棟

 ※　その他本工事で使用する資材については、「岡山県循環型社会形成推進条例」に基づき、循環資源を原料とし

 　　　アスファルト・コンクリート塊

グループ長設計部長総括責任者 令和

担当者担当者設計責任者 縮尺

図面番号

図面名称

工事名称

丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市北区駅前町１丁目５番１８号

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事

Ｒ７年６月

共通特記仕様書
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工事区分表
区分は ・ 印がついたものを適用する。 ・ 印がつかない場合は、※印のついたものを適用する。

昇
降
機

建

築

電

気

機

械
備　考項　目

○躯体関係

１ ＲＣ造

の貫通・開口部

（梁・壁・床）

項　目

３ 吊りボルト及

びインサート

○仕上げ関係

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用

Ｓ造の場合設備吊りボルト用構造部材

２ Ｓ・ＳＲＣ造 Ｓ・ＳＲＣ造鉄骨貫通鋼管スリーブ・補強

開口補強を要する型枠材及び取付け

開口部の補強

開口補強を要しない型枠材及び取付け

貫通スリーブ（工場施工部分）

貫通スリーブ（工場施工部分以外）

貫通孔・開口部の墨出し

（梁・壁・床）

の貫通・開口部

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※

※ ※

※

※

※

※

※ ※

スリーブ・型枠の穴埋め

予備スリーブの穴埋め

屋上設置の基礎

防火区画の貫通処理

昇降路（及び機械室）の築造

昇降路内（又は機械室天井）のフック設置

ピットの防水仕上げ

三方枠・出入口扉

乗り場敷居受け

乗り場機器取付け後の壁・床・天井仕上げ

室内設置の基礎

室内設置の基礎（電気・自家発室）

受水槽基礎

屋外設置の基礎

機器取付け用アンカー・架台

屋上基礎で押さえコンクリートにアンカーしない軽

微なもの

電源及び接地線工事

機械室・ピット内の点検用コンセント

煙感知器設置工事

停電時非常電源識別接点引込工事み

火災時識別リレー接点引込み工事

放送用信号線引込み工事

エレベーター監視盤への電源引込み工事

同上配線工事

ピット点検用タラップ

機械室の配管用コンクリート及び床用防塵塗料

機械室床の機器搬入口の仮枠・補強及び復旧

機械室床のロープ用穴等の仮枠穴あけ

機械室マシンビーム受け梁設置

機械室換気設備工事

機械室照明設備工事

各階出入口三方枠及び位置表示器・乗場ボタン取付

け用開口部の仮枠穴開け

インターホン・エレベーター監視盤の昇降路外配管

工事

昇降路がＲＣ造の時の軌条・中間ビームブラケット

他昇降路内の鉄部材一式

昇降路がＳ造の時の中間ビームブラケット受けピー

ス、ファスナー

昇降路がＳ造の時のブラケット受け・中間ビーム・　

ファスナー以外の昇降路内の鉄部材一式

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※ ※ ※ ※

 既存電気配管貫通部穴埋（荒埋め）

 既存機械配管貫通部穴埋（荒埋め）

 不要開口部の穴埋・補修（荒埋め） ※

※

※

※

※

 電気配管用貫通口機械はつり

 機械配管用貫通口機械はつり

設備機器メンテナンス歩廊

出入口・窓等の開口

設備用開口

上記開口補強

※

※

※

３ 設備機器の基礎

４ 防火区画の貫通

昇降機関連５

○コンクリートブロック・ＡＬＣパネル・押出成形セメント板関係

１ ＡＬＣ・ＥＣＰ

の開口部

事務室廻り８

９ その他 ２重ピット及びトレンチのマンホール蓋

機器搬入用フック、ビーム

化粧マンホール上蓋及び蓋の仕上げ

点検口（天井・床下・壁）

排煙口等の天井仕上げ材の取付け

自動閉鎖装置を取付ける防火戸の切込み補強

消火器ＢＯＸ

厨房用グリーストラップ

※

※

※ ※

※

※ ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

ドアガラリ・アンダーカット

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ

ウエザーカバー、ベンドキャップ

換気扇

換気扇用枠

外壁廻り４ ※

※

※

※

便所廻り６

湯沸室廻り５

鏡（Ｗ６００×Ｈ８００を超えるもの）

同上切込み

衛生陶器及び水栓類

鏡（Ｗ６００×Ｈ８００まで）【既製品】

鏡（ステンレス製）

手すり（トイレブース内）

７ 浴室廻り

洗面器用カウンター

シートペーパーホルダー

ペーパーホルダー

浴槽・洗い場の排水金物

同上出入口壁取合い部枠

湯沸器

既製品レンジフード換気扇

現場製作ＳＵＳフード

ミニキッチン本体

ミニキッチン用換気送風機

ミニキッチン用水栓

ミニキッチン用衛生配管

ミニキッチン換気送風機用ダクト

ミニキッチン用電気温水器

ミニキッチン用照明

流し台

同上用水栓

吊り戸棚・コンロ台

※

※ 上記開口加工

 換気扇取付用アルミパネル

器具取付用壁下地補強

項　目備　考
昇
降
機

建

築

電

気

機

械

２ 雑排水・汚水

○屋外排水設備・外構

１ 雨水

※

※

※

※

※

※

※

※

煙突３

５ 地下貯油槽

浄化槽の躯体４

屋外雑排水及び屋外汚水排水設備

桝及び桝蓋

化粧マンホール上蓋及び蓋の仕上

煙突

発電機室から煙突までの排気管

煙道接続用スリーブ

現場施工形

ユニット形

土留め工事

タンク室の躯体

タンク室の乾燥砂充填

タンク室のタンク本体及び配管

タンク室を設けない場合のタンク及び設置工事

土留め関係工事

６ その他

（タンク室を

を設ける場合）

 横引配管（たて樋から第一桝まで）

屋外雨水排水設備

桝及び桝蓋

ルーフドレイン

たて樋

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

油サービスタンク及びポンプの防油堤

フリーアクセスフロア内の防水堤

電気錠

※

※

※

トラフ・ピット類（蓋を含む） ※

※ 10 補修・仕上げ  不要開口部のモルタル仕上

 既存電気配管貫通部モルタル仕上

 既存機械配管貫通部モルタル仕上

※

※

※ 上記（床・内壁・外壁・天井）仕上材塗り補修

地下各水槽躯体及び防水・マンホール・タラップ ※

※上記蓋貫通配管部加工

屋外は除く

消火器は別途

電動シャッター操作スイッチ用位置ボックス及び配管

電動シャッター本体・操作スイッチ及びその間の配線

機器付属の制御盤以降の配管配線（設置線共）

機器付属品の制御盤への電源供給配管配線

自動制御と動力盤との電源供給の渡り配管配線

自動扉への電源供給

自動扉キースイッチ及び配管

電動シャッター電源供給

室内機と屋外機の渡り（連絡）配線

機器と付属操作スイッチの位置ボックスとその渡り

配管

機器と操作スイッチの渡り配線

小便器用節水装置への電源供給

注油口内アース端子よりアース用配管配線

防火戸の連動制御器・煙感知器・吸着板・ラッチ

受座の取付け

上記の配線

防火・防煙シャッター及び二次側配線

上記連動制御器・煙感知器の取付け及び配線

防煙ダンパー

上記連動制御器・煙感知器の取付け及び配線

排煙口

上記連動制御器・煙感知器の取付け及び配線

電気錠への電源供給

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

避雷導体間の接続工事

ガス遮断弁の操作、制御配線用配管

項　目

○電気配線配管

備　考 備　考
昇
降
機

建

築

電

気

機

械

昇
降
機

建

築

電

気

機

械

サウナ室内装 ※

ユニットバス・ユニットシャワー

カラン・シャワーヘッド

水風呂

タイルカーペット貼り替え

※

※

１ 軽鉄天井

・壁下地

２ 既製間仕切り 切り込み補強

位置ボックス

 軽鉄の切込み

 軽鉄の開口補強

補強を要しないボードの切込み

補強を要するボードの切込み及び下地の補強

 建築部材用開口部の墨出し

電気機器用開口部の墨出し

 機械機器用開口部の墨出し

リブ天井仕上げ材の機器廻り取合い

衛生機具類・機器類取付要壁補強

スリーブ・型枠の穴埋め

 不要開口部の穴埋・補修（荒埋め）

 既存電気配管貫通部穴埋（荒埋め）

 既存機械配管貫通部穴埋（荒埋め）

貫通スリーブ

貫通スリーブの補強

開口補強を要する型枠材及び取付け

開口部の補強

開口補強を要しない型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の墨出し

※ ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※

 機械配管用貫通口機械はつりまたはコア抜き

 電気配管用貫通口機械はつりまたはコア抜き

　・ 印と　※ 印がついた場合は、共に適用する。

グループ長設計部長総括責任者 令和

担当者担当者設計責任者 縮尺

図面番号

図面名称

工事名称

丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市北区駅前町１丁目５番１８号

工事区分表

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事

Ｒ７年６月

A-008



計画地:倉敷市福井205番地

付近見取図　S=1:2500

認
定
こ
ど
も
園

堀
南
か
な
り
や

認
定
こ
ど
も
園

社会福祉法人
倉敷福徳会駐車場

工事車輛駐車場所

工事用廃材一時保管
バッカン置場
バリカー仕切

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

Ｒ７年６月 小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事

A3版 1:2500 附近見取図

A-009
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物
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市道

UP

5.
78
㎡物
置

避
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ス
ベ
リ
台

203.15㎡

駐車場

小規模保育園

(181.47㎡)

屋外遊技場

39.27㎡

通路
40.49㎡

±0

屋外遊技場

947.05㎡
(495.52㎡)

21.30㎡

遊具置場

物置
9.01㎡

花壇
7.25㎡

-1
50

県
道

6.05㎡
物置物置

3.19㎡

園庭範囲を示す

配置図(整備後)　S=1:400

配置に変更なし

±0

工事用トラック駐車場
【土曜日のみ、バリカー仕切】

工事用トラック駐車場
【日曜・祝日】

最高の高さ 9,950
最高の軒高 7,750
建築面積:　651.91㎡
延床面積:1,106.03㎡

※施工条件

　・施工時間帯
　　平日は園児の保育があるので原則作業はできない。
　　金曜日の午後6時以降午後9時まで、土日祝日は
　　午前8時30分から午後9時までとする。

　・施工ができない日等
　　平日:月曜～金曜日は原則作業はできない。
　　土曜日も30人ほどの園児の保育があるので騒音・粉塵等に
　　ついては養生及び施工工種について配慮をお願いします。

　・部位別の施工順序
　　施工順序は園の行事等の関係で別紙施工順序平面図を
　　参考の上協議により決定する。

　・工事車輌の駐車場所
　　別紙付近見取図及び配置図記載の場所とする。

　・発生材の処理
　　別紙付近見取図に記載の駐車場に一時保管用の
　　バッカンを設置するか随時場外搬出処分とする。

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

Ｒ７年６月 小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事
A-010

A3版 1:300 配置図



凡例

丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所

縮尺担当者担当者設計責任者

・

・　.　.

・　.　.

・　.　.

・　.　.

２

３

４

５

図面名称

工事名称REVISION １
グループ長設計部長総括責任者

岡山市北区駅前町１丁目５番１８号

図面番号21.04.16

A1版 NS
A3版 NS

A-011小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事

仕上表①

Ｒ７年６月・補助対象外工事も本工事に含む

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

ビニル床シートＡ：

ビニル床シートＢ：

ビニル床シートＣ：

ビニル床シートＤ：

ビニル床シートＥ：

(FS)複層ビニル床シート

(FS)複層ビニル床シート（耐熱）

(FS)複層ビニル床シート（防滑･乾式厨房）

ビニル床シートＦ：(HS)発泡複層ビニル床シート(木目調)

(TS)複層ビニル床シート（耐動荷重）

(FS)複層ビニル床シート（防滑･消臭･NW）

記　号

不燃　ＮＭ－8613

不燃　ＮＭ－9639

不燃　ＮＭ－8615

準不燃ＱＭ－9828石こうボード 厚9.5

石こうボード 厚12.5

耐水石こうボード 厚12.5

強化石こうボード 厚12.5

化粧石こうボード 厚9.5

不燃積層石こうボード(化粧） 厚9.5

石綿ケイ酸カルシウム板 厚6.0

フレキシブルボード 厚6.0 不燃　ＮＭ－8576

不燃　ＮＭ－8599

材　料　名 材　料　名

防火１級 壁装材料第１００６号

壁装材料第１００５号

ペンキ下クロス

無機質壁紙 防火１級

認定番号

１．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

２．

壁のコンクリート打放し増打ちは、外部を厚20、内部を厚10とする。

下段はスラブ下がりを示す。

床の張り物は、エポキシ樹脂系接着剤を使用する。

巾木の高さは、特記なき限りＨ＝75とする。

天井下地は、軽量鉄骨天井下地とする。

カーテン、カーペットは防炎加工品認定品を使用のこと。

床フローリングの下張り合板は構造合板とし、その他はラワン合板とする。

床のコンクリート直押さは増打厚10とする。

コンクリート打放し(柱、梁)出隅部分は三角面取りを行う。(見付け20)

軽量鉄骨壁下地(ＬＷ)は平面詳細図による。

石こうボード張りの出隅部分(壁・柱型)は専用補強材使用の上、パテ処理を行うこと。

床高は、各ＦＬよりの高さとし無記入はＦＬ±0とする。

内部柱型の仕上げはＰＢ(Ｇ)とし、その仕上げは壁仕上げと同じとする。

天井見切縁はビニル製とする。

床の張物下地は増しコン10金ごて押さえとする。

外壁の断熱はウレタン吹付厚25とする（梁型、柱型共）。

木、鉄部、亜鉛めっき面の見え掛かり部分はＳＯＰとする。

ＬＧＳ下地に手摺、棚等が取付く場合は、下地補強を行う。

便器等設備機器取付場所には、下地補強を行う。

図面内のメーカー名、製品名はすべて同等以上とする。

鉄面は錆止めを工場１回、現場１回行う。

内部床・壁・天井の仕上、家具、内部建具は全てＦ☆☆☆☆とする。

天井下地は、軽量鉄骨天井下地とする。

カーテン、ビラインド、ロールブラインドボックスは、１５０×１５０×１５０スチール厚1.6ＳＯＰとする。

材　料　名材　料　名略　号 略　号

石こうボード 厚12.5 厚9.5

25

耐水石こうボード（GB-S） 厚12.5

強化石こうボード（GB-F） 厚12.5

化粧石こうボード（GB-D) 厚9.5

ポリスチレンフォーム板　ア

グラスウールガラスクロス押え 厚50 32kg

無石綿ケイ酸カルシウム板 厚6

化粧無石綿ケイ酸カルシウム板 厚6

現場発泡硬質ウレタンフォーム吹付

ペンキ下クロス　ＥＰ塗装

３.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

ビニールクロス

腰壁用塩ビシート

仕上・下地･塗装略号

煙２

煙３

煙４

自煙

国交省告示第１４３６号第４項ハ（２）

国交省告示第１４３６号第４項ハ（４）

国交省告示第１４３６号第４項ハ（１）

国交省告示第１４３６号第４項ハ（３）

（室で準不燃＋防火設備戸）

（室で１００㎡以下＋防煙区画）

（居室で１００㎡以下＋下地共不燃）

（居室で１００㎡以下＋準耐火構造又は防火設備戸＋準不燃）

排　煙　種　別

煙１

共　通　事　項

内装材料の 認定番号

認定番号

化粧吸音グラスウールボード　厚25

グラスウールガラスクロス押え　厚50

ポリスチレンフォーム板　厚25

現場発泡硬質ウレタンフォーム吹付　厚15

浴室天井

岩綿吸音板 厚9.0，12.0，19.0

不燃　ＮＭ－8576

準不燃ＱＭ－9824

ＬＧＳ下地強化石こうボード厚12.5（両面）

＋普通硬質石こうボード厚9.5（両面）

Ｗ４にグラスウール厚50充填

Ｗ４：

Ｗ５：

１時間耐火構造　

ＦＰ060ＮＰ－0199

１時間耐火構造　

ＦＰ060ＮＰ－0200

１時間耐火構造　

ＦＰ060ＮＰ－0199

１時間耐火構造　

ＦＰ060ＮＰ－0200

１時間耐火構造　

ＦＰ060ＮＰ－0199

2時間耐火 FP120BM-9411

2時間耐火 FP120CN-9452

2時間耐火 FP120BM-9400

1時間耐火 FP060BM-9408

1時間耐火 FP060BM-9393

1時間耐火 FP060CN-9415

1時間耐火 FP060CN-9166

1時間耐火 FP060NE-9173

FP060NP－9162

Ｗ１にグラスウール厚50充填

（ＬＧＳ千鳥＝遮音壁）

Ｗ２：

ＬＧＳ下地石こうボード厚12.5（両面）

＋石こうボード厚9.5（両面）

Ｗ１：

＋普通硬質石こうボード厚9.5

ＬＧＳ下地強化石こうボード厚12.5Ｗ３：

ケイカル板　厚25（梁）

ケイカル板　厚35（梁）

ケイカル板　厚25（柱）

セラミック系湿式吹付け　厚20（柱）

ケイカル板　厚40（柱）

ロックウール吹付　厚45（梁）

ロックウール吹付　厚30（梁）

遮音間仕切壁　厚150

押出成型セメント板　厚60

1時間耐火間仕切壁

準耐火構造PB 厚9.5 + 厚12.5　二重張り

ＱＦ045ＮＰ－9055

特　記　事　項

ゴムタイル

フローリング

ビニル床タイル

複合 厚13（クション付）

ビニル床タイル 厚2.0

ゴムタイル 厚3.0

ウレタン 厚1.5ウレタン塗床

Ｓ

Ｗ

ＳＴ

ＡＬ

ＳＵＳ

ＯＰ

ＦＰ

ＡＥ

ＣＬ

ＯＳ

ＰＵ

ＷＰ

ＢＰ

ＲＳ

ＥＰ

ＥＰ－Ｇ

ＭＯ

Ｅ

ＮＥ

Ｃ

ＣＢ

ＦＣ

ＡＬ

ＬＧＳ

合成樹脂調合ペイント

アクリルシリコン樹脂エナメル

床用防塵塗料

木製保護塗装

ポリウレタン樹脂

ウレタン樹脂ワニス

クリヤーラッカー

合成樹脂エマルションペイント

つや有り合成樹脂エマルションペイント

フタル酸樹脂エナメル

軽量鉄骨天井下地

木製下地（胴縁、野縁）

モルタル

鋼鈑

コンクリート

コンクリートブロック

ＡＬＣ板

押出成型セメント板

軽量鉄骨壁下地

アルミ

ステンレス（ＳＵＳ３０４）

外装薄付塗材（アクリルリシン）

外装複層仕上塗材（吹付けタイル）

内装合成樹脂エマルション（内部用吹付タイル）

GB-R

GB-F

GB-S

GB-R-H

GB-NC

ＧＷ

Ｖクロス

Ｋクロス

Ｐクロス

吸音ボード

ＰＦ板

化粧FK

内装タイル

内装タイル（Ａ）

タイルＡ

バスリブ

塗膜防水

断熱材Ａ

タイルＢ

タイルＣ

シート防水

複層塗材Ｅ

100*200角タイル（縦張り）

100角磁器質タイル張り

浴室天井（アルミ不燃材）

100角陶器質タイル

50角磁器質タイル張り

300角磁器質タイル張り

(超低汚染型)

複層仕上塗材　合成樹脂エマルション系

ウレタン系塗膜防水 X-1

ポリスチレンフォーム板３種ｂ

 (接地面、浴室、屋根外断熱防水)

（外断熱：断熱材Ａ）

GB-D

不燃積層石こうボード（GB-NC）　厚9.5

岩綿吸音板 厚12 + GB-NC 厚9.5

岩綿吸音板 厚12 + GB-R 厚9.5

ウレタン吹付

FK

ＲＢ

ＲＢ(Ｆ)

化粧GB-NC

ＦＥ 常温乾燥形フッソ樹脂エナメル

ＤＰ 耐候性塗料

不燃　ＮＭ－8619 外壁①

角波サイディング クロメートフリーカラーGL鋼板 t=0.5  吹付ロックウール t=30

外壁②

折板葺き 丸ハゼ折板166 クロメートフリーカラーGL鋼板 t=0.8

スーパーフェルトンⅢ t=5.0裏貼 屋根30分耐火(FP030 RF-9325)

屋根①

屋根②

アスファルトルーフィング940敷 SUS吊子　ポリスチレンフォーム t=25

面積区画スパンドレル部 耐火仕様

ALC版 t=100　建設省告示第1399号

腰壁:鉄筋コンクリート造 t=160+20　建設省告示 第1399号

内部仕上表

区分 室 　 名 天井高 排煙 床
備　考

別途工事本工事下地 仕　上

壁・柱
巾木 天井室 　 名 床 高天井高 排煙

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

自煙

既存

改修

自煙

2,600

2,600

2,600 自煙

既存

改修

既存

改修

１階 廊下 2,600

―

既存

改修

―

既存

改修

幼児便所② 2,400

2,400

モルタル下地
ウォールコート吹付

既存のまま

100角半磁器タイル貼50角磁器タイル貼 100角半磁器タイル貼

SUS巾木 H=100

フローリング張
木製 H=60 OP塗
(24×70)

木製 H=60 OP塗
(24×70)

木製 H=60 OP塗
(24×70)

RC

RC

既存のまま

既存のまま

既存のまま

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

SUS巾木 H=100

100角半磁器タイル貼 RC

RC

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

ビニル床シート貼

既存

改修

木製 H=60 OP塗
(24×70)

既存のまま

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

RC
LGS

RC
LGS

ﾀｲﾙ部:化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0貼
上部:下地処理ビニルクロス貼

うめ３組
(保育室)

ばら1組
(保育室)

ばら２組
(保育室)

自煙2,600

既存

改修

木製 H=60 OP塗
(24×70)

RC
LGS

RC
LGS

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

既存のまま

たんぽぽ
(乳児室・ほふく室)

LGS

LGS

LGS既存

改修

既存

改修

―

2,400/2,450

2,400

幼児便所①

調乳室 2,400 ―

100角半磁器タイル貼

SUS巾木 H=100

RC
LGS

既存のまま

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

LGS下地 19型
GB-D t=9.5

木製 H=60 OP塗
(24×70)

2,600

既存

改修 RC
LGS

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

たんぽぽ
(和室 ほふく室)

既存のまま 既存のまま 既存のまま

畳敷
一部フローリング張

畳寄せ

ﾀｲﾙ部:化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0貼
上部:下地処理 の上
ビニルクロス貼

既存のまま 既存のまま

RC
LGS

ミニキッチン

自煙

既存

改修

2,600

木製 H=60 OP塗
(24×70)

既存のまま

RC
LGS

RC
LGS

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

すみれ２組
(ほふく室)

自煙

既存

改修

2,600

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

既存のまま

RC
ALC
LGS

RC
ALC
LGS

木製 H=60 OP塗
(24×70)

すみれ１組
(ほふく室)

自煙

既存

改修

2,600

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

既存のまま

RC
ALC
LGS

RC
ALC
LGS

幼児便所③

コンパネt=12下地
ビニル床ｼｰﾄ貼

腰:100角ﾀｲﾙ張
壁:ビニルクロス貼

ビニル床シート巻上

ビニルクロス貼

ビニルクロス貼

ビニルクロス貼

50角磁器タイル貼
手洗:ビニル床シート貼

吊戸棚、乳児用バス、物入、掃除具入

幼児用マルチシンク

既存のまま

化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0貼

調理室便所

フローリング張
一部50角タイル貼

吊戸棚、幼児用マルチシンク、
手洗い収納棚、物入

吊戸棚、幼児用マルチシンク、
手洗い収納棚、物入、掃除具入

吊戸棚、幼児用マルチシンク、
手洗い収納棚、物入、掃除具入

吊戸棚、幼児用マルチシンク、
手洗い収納棚、物入

階段 ――

既存

改修

木製 OP塗モルタル下地
ビニル床シート貼

モルタル下地
ビニルクロス貼

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

既存のままRC

RC 手摺

ビニルクロス貼

ビニルクロス貼

ビニルクロス貼

ビニルクロス貼

ビニルクロス貼

ビニルクロス貼

100角半磁器タイル張
ビニルクロス貼

ﾀｲﾙ部:化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0貼
上部:下地処理 の上
ビニルクロス貼

既存ビニルクロス撤去の上
腰壁:化粧FK t=6.0張
壁:ビニルクロス貼

既存ビニルクロス撤去の上
腰壁:化粧FK t=6.0張
壁:ビニルクロス貼

既存ビニルクロス撤去の上
腰壁:化粧FK t=6.0張
壁:ビニルクロス貼

幼児用マルチシンク、手洗い収納棚扉
吊戸棚扉耐震金物更新

SUS巾木 H=100

一部:耐水ﾗﾜﾝ合板 t=12
フローリング増張

フローリング増張

コンクリート嵩上げ直押

耐水ラワン合板
t=12.0上張

フローリング増張

フローリング増張

フローリング張
一部:コンパネt=12.0下地
ビニル床ｼｰﾄ貼

フローリング増張

一部:耐水ﾗﾜﾝ合板 t=12
既存ビニルクロス撤去の上
腰壁:化粧FK t=6.0張
壁:ビニルクロス貼

幼児用マルチシンク、手洗い収納棚扉
吊戸棚扉耐震金物更新,
侵入防止柵新設

SUS流し台、吊戸棚、作業台

SUS流し台、吊戸棚、更新

既存ビニルクロス撤去の上
腰壁:化粧FK t=6.0張
壁:ビニルクロス貼

幼児用マルチシンク、手洗い収納棚扉
吊戸棚扉耐震金物更新

幼児用マルチシンク更新

幼児用マルチシンク、手洗い収納棚扉
吊戸棚扉耐震金物更新

既存ビニルクロス撤去の上
腰壁:化粧FK t=6.0張
壁:ビニルクロス貼

一部:耐水ﾗﾜﾝ合板 t=12

フローリング張
一部:コンパネt=12.0下地
ビニル床ｼｰﾄ貼

既存ビニルクロス撤去の上
腰壁:化粧FK t=6.0張
壁:ビニルクロス貼

壁:ビニルクロス増貼
腰部:化粧ケイカル板 t=6.0貼

既存清掃 下地処理の上 EP-G塗
既存木製手摺、抗菌塩ビ製
２段手摺に更新
抗菌塩ビ製2段手摺新設

下地処理の上 EP-G塗

下地処理の上 EP-G塗

下地処理の上 EP-G塗

下地処理の上 EP-G塗

下地処理の上 EP-G塗
既存ビニルクロス撤去の上
腰壁:化粧FK t=6.0張
壁:ビニルクロス貼

下地処理の上 EP-G塗

幼児用マルチシンク、トイレブース、
幼児用シャワーパン、

幼児用マルチシンク、トイレブース

吊戸棚扉耐震金物更新

幼児用シャワーパン、吊戸棚扉耐震金物更新

及び増設

及び増設

防煙垂壁、テラゾー框、掲示板

防煙垂壁、木製框に更新、掲示板更新

一部:耐水ﾗﾜﾝ合板 t=12

一部ビニル床シートB貼

モルタル下地
ビニル床シートB貼

ビニル床シートB貼

ビニル床シートB貼

ビニル床シートB貼

フローリング張
一部:コンパネt=12.0下地
ビニル床シート貼

ビニル床シートB貼

ビニル床シートB貼

ビニル床シートB貼

既存ビニル床シート撤去
耐水ﾗﾜﾝ合板 t=12 増張
ビニル床シートB貼

ビニル床シートB貼

フローリング張
一部:コンパネt=12下地
ビニル床シート貼

フローリング張
一部:コンパネt=12下地
ビニル床シート貼

フローリング増張
一部:耐水ﾗﾜﾝ合板 t=12
ビニル床シートB貼

フローリング増張
一部:耐水ﾗﾜﾝ合板 t=12
ビニル床シートB貼

幼児用マルチシンク、侵入防止柵新設
吊戸棚扉耐震金物更新

給排水衛生機器、ブース

給排水衛生機器更新

給排水衛生機器更新

幼児用シャワーパン、吊戸棚、
幼児用手洗いテラゾーブロックブース、
洗濯防水パン、給排水衛生機器

給排水衛生機器更新、洗濯防水パン更新

幼児用シャワーパン、吊戸棚、
幼児用手洗い、トイレブース
給排水衛生機器

給排水衛生機器更新、洗濯防水パン更新

給排水衛生機器

天井仕上げがロックウール化粧吸音板 厚9.0の場合、せっこうボード厚9.5(不燃)の下張りを行う。

床仕上げの厚みが異なる箇所の取り合いは、ステンレス製見切り(SUS304)Ｉ形 3.0×12を使用する。

加硫ゴム系シート防水 S-F1 厚1.2(カラー)

化粧不燃積層石こうボード（GB-NC） 厚9.5

普通硬質石こうボード（GB-R-H） 厚12.5

吹付ロックウール被覆外壁　(FP060NE-9305)

木毛セメント板 t=25 (FP030RF-1852(8))(元旦ビューティ工業㈱ TRX 3型同等) 

完全嵌合式立平葺 クロメートフリーカラーGL鋼板 t=0.4  ポリエチレンフォーム t=2.0 裏貼

100角半磁器タイル貼
上部:ﾓﾙﾀﾙ下地ｳｫｰﾙｺｰﾄ吹付

LGS下地 19型調整
GB-D t=9.5張替

下地処理の上 EP-G塗
ビニル巾木 H=60

下地処理の上 EP-G塗
一部木製 H=100 新設

コンパネ t=12.0 下地
ビニル床シート貼

自然排煙 （天井から８０cm以内、防煙区画があればそれ以上が有効）



凡例

丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所

縮尺担当者担当者設計責任者

・

・　.　.

・　.　.

・　.　.

・　.　.

２

３

４

５

図面名称

工事名称REVISION １
グループ長設計部長総括責任者

岡山市北区駅前町１丁目５番１８号

図面番号21.04.16

A1版 NS
A3版 NS

A-012小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事

仕上表②

Ｒ７年６月・補助対象外工事も本工事に含む

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

２

階

内部仕上表

区分
別途工事

区分 床
備　考

本工事下地 仕　上

壁・柱
巾木 天井室 　 名 床 高排煙天井高

内部仕上表

室 　 名 天井高 排煙 床
備　考

別途工事本工事下地 仕　上

壁・柱
巾木 天井室 　 名 床高天井高 排煙

自煙

既存

改修

自煙

既存

改修

自煙

既存

改修

2,600

2,600

自煙

既存

改修

自煙

2,600

既存

改修

既存

改修

―

2,600 自煙

2,600

―

―

既存

改修

既存

改修

既存

改修

幼児便所④

幼児便所⑤

２階 廊下

GB-R　t=12.0
ビニルクロス貼

既存のまま

木製 H=60 OP塗
(24×70)

フローリング張
一部:コンパネt=12.0下地
ビニル床ｼｰﾄ貼

GB-R　t=12.0
ビニルクロス貼

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

既存のまま

木製 H=60 OP塗
(24×70)

GB-R　t=12.0
ビニルクロス貼

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

既存のまま

木製 H=60 OP塗
(24×70)

フローリング張
一部:コンパネt=12.0下地
ビニル床ｼｰﾄ貼

RC
LGS

RC
LGS

RC
LGS

RC
LGS

RC
LGS

RC
LGS

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

既存のまま

木製 H=60 OP塗
(24×70)

フローリング張
一部:コンパネt=12.0下地
ビニル床ｼｰﾄ貼

RC
LGS

RC
LGS

GB-R　t=12.0
ビニルクロス貼

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

既存のまま

木製 H=60 OP塗
(24×70)

フローリング張
一部:コンパネt=12.0下地
ビニル床ｼｰﾄ貼

RC
LGS

RC
LGS

GB-R　t=12.0
ビニルクロス貼

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

既存のまま

木製 H=60 OP塗
(24×70)

フローリング張
一部:コンパネt=12.0下地
ビニル床ｼｰﾄ貼

RC
LGS

RC
LGS

SUS巾木 H=100

100角半磁器タイル貼 RC

RC

GB-R　t=12.0
ビニルクロス貼

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

ビニル床シート上貼

ビニル床シート貼

SUS巾木 H=100

100角半磁器タイル貼 RC

RC

GB-R　t=12.0
ビニルクロス貼

ビニル床シート上貼

ビニル床シート貼

既存

改修

木製 H=60 OP塗
(24×70)フローリング張

既存のまま

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

RC
LGS

RC
LGS

フローリング増張

階段 ――

既存

改修

木製 OP塗
モルタル下地
ビニル床シート貼

モルタル下地
ビニルクロス貼

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

RC

RC 手摺

吊戸棚、幼児用マルチシンク、
手洗い収納棚、物入、掃除具入

吊戸棚、幼児用マルチシンク、
手洗い収納棚、物入、掃除具入

吊戸棚、幼児用マルチシンク、
手洗い収納棚、物入

幼児用マルチシンク、
手洗い収納棚

GB-R　t=12.0
ビニルクロス貼

ﾀｲﾙ部:化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0貼
上部:下地処理ビニルクロス貼

幼児用シャワーパン、吊戸棚、SK
幼児用手洗い、トイレブース

防煙垂壁、木製階段

乳児用バス、吊戸棚、
幼児用マルチシンク、トイレブース
給排水衛生機器

既存のまま

既存のまま

LGS下地 19型
GB-D t=9.0

既存のまま

幼児用マルチシンク、物入

うめ２組
(保育室)

うめ１組
(保育室)

ふじ２組
(保育室)

さくら２組
(保育室)

ふじ１組
(保育室)

さくら１組
(保育室)

2,600

2,600

2,600

2,600

フローリング増張

フローリング増張

フローリング増張

フローリング増張

フローリング増張

フローリング増張

一部:耐水ﾗﾜﾝ合板 t=12

フローリング張
一部:コンパネt=12.0下地
ビニル床ｼｰﾄ貼

一部:耐水ﾗﾜﾝ合板 t=12

一部:耐水ﾗﾜﾝ合板 t=12

一部:耐水ﾗﾜﾝ合板 t=12
既存ビニルクロス撤去の上
腰壁:化粧FK t=6.0張
壁:ビニルクロス貼

下地処理の上 EP-G塗

下地処理の上 EP-G塗

下地処理の上 EP-G塗

下地処理の上 EP-G塗
既存ビニルクロス撤去の上
腰壁:化粧FK t=6.0張
壁:ビニルクロス貼

既存ビニルクロス撤去の上
腰壁:化粧FK t=6.0張
壁:ビニルクロス貼

幼児用マルチシンク、手洗い収納棚扉
吊戸棚扉耐震金物更新

幼児用マルチシンク、手洗い収納棚扉
吊戸棚扉耐震金物更新

幼児用マルチシンク、
手洗い収納棚扉更新

幼児用マルチシンク更新
既存ビニルクロス撤去の上
腰壁:化粧FK t=6.0張
壁:ビニルクロス貼

下地処理の上 EP-G塗一部:耐水ﾗﾜﾝ合板 t=12

一部:耐水ﾗﾜﾝ合板 t=12
既存ビニルクロス撤去の上
腰壁:化粧FK t=6.0張
壁:ビニルクロス貼

下地処理の上 EP-G塗
幼児用マルチシンク、
太鼓収納庫更新

下地処理の上 EP-G塗
既存ビニルクロス撤去の上
腰壁:化粧FK t=6.0張
壁:ビニルクロス貼

壁:ビニルクロス増貼
腰部:化粧ケイカル板 t=6.0貼

下地処理の上 EP-G塗既存清掃 手摺更新及び新設既存のまま

幼児用マルチシンク、トイレブース

幼児用マルチシンク、手洗い収納棚扉
吊戸棚扉耐震金物更新

幼児用手洗い、トイレブース
幼児用シャワーパン、

幼児用シャワーパン、

給排水衛生機器更新、

給排水衛生機器更新

洗濯防水パン新設

吊戸棚扉耐震金物更新

吊戸棚扉耐震金物更新

ビニル床ｼｰﾄB貼

ビニル床ｼｰﾄB貼

ビニル床ｼｰﾄB貼

ビニル床ｼｰﾄB貼

ビニル床ｼｰﾄB貼

ビニル床ｼｰﾄB貼

既存ビニルクロス撤去の上
腰壁:化粧FK t=6.0張
壁:ビニルクロス貼

ﾀｲﾙ部:化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0貼
上部:下地処理 EP-G塗

GB-R　t=12.0
ビニルクロス貼
腰:化粧合板貼

幼児用マルチシンク、
太鼓収納庫、昇降ステージ
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厨房用途部分を示す

事務用途部分を示す

保育用途部分を示す

(廊下・便所)部分を示す

出窓

下足
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収納庫
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幼児用手洗

幼児用手洗

幼
児
用
手
洗

幼児用手洗

幼
児
用
手
洗掲

示
板

掲
示
板

掲
示
板

掲示板

掲示板

掲
示
板

掲示板

侵入防止柵

侵入防止柵侵入防止柵

侵入防止柵

出窓

出
窓

事務室

給湯室

物入
幼児

便所③

掃除具入

物入

調乳室 
4.80㎡

食品庫
検収室

下処理室

幼児便所② 幼児用手洗

階段室

幼児便所①

配膳
ｶｳﾝﾀｰ

職員便所

廊下

スロープ新設

PS

ＤＷ

(保育室ばら２組)

玄関・ホ－ル

(たんぽぽ)

物入

掃除具入

物入

1.76㎡

調理室

物入

0.55㎡

掃除具入

(14.55㎡)

(13.50㎡)

(42.22㎡)

(たんぽぽ)

42.50㎡

(41.75㎡)

厨房前室 厨房便所

医務室

事務所便所
1.20㎡

70.27㎡
PS

0.45㎡

0.72㎡

1.71㎡

2.20㎡

13.20㎡

18.00㎡

3.57㎡

51.07㎡

5.10㎡

4.95㎡

2.82㎡

3.81㎡

1.90㎡ 1.53㎡

39.44㎡

6.14㎡

1.71㎡

0.54㎡

43.69㎡

64.18㎡

62.80㎡

(21.05㎡)

51.53㎡

10.40㎡

1.81㎡

0.25㎡

3.41㎡

8.00㎡

26.40㎡

42.50㎡

ほふく室
たんぽぽ
1歳児

定　員:5人

乳児室
たんぽぽ
0才児

定　員:12人

保育室
うめ３組
３才児

定　員:17人

保育室
ばら１組
２才児

定　員:20人

保育室
ばら２組
２才児

定　員:20人

職員用下足入れ
台座新設

1850×500×61/150

ほふく室
すみれ1組
１才児

定　員:17人

ほふく室
すみれ２組
１才児

定　員:18人

１階平面図　S=1：150

丸川建築設計事務所
岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社１REVISION

凡　例

A3版 1:150

A-013Ｒ７年６月 小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事

１階 平面図
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厨房用途部分を示す

事務用途部分を示す

保育用途部分を示す

(廊下・便所)部分を示す

D
N

屋上

（プ－ルテラス）

アルミプレファブ
トイレブース

幼児用手洗

9.17㎡

テ
ス
リ
 
H=
1
10
0

D
ND
N

物入

幼
児
用
手
洗

幼
児
用
手
洗

避
難
ス
ベ
リ
台

幼
児
用
手
洗

幼
児
用
手
洗

幼
児
用
手
洗

幼
児
用
手
洗

幼児用手洗

幼児用手洗

更衣室

幼児便所④

移動間仕切

移
動
間
仕
切

物入

掲示板

掲示板

掲示板掲示板 掲示板

掲
示
板

掲
示
板

掲
示
板

掲示板

掲示板 掲示板掲示板

掲
示
板

掲
示
板

掲示板

PS

転
落
防
止
防
護
柵
新
設

幼児便所⑤

太鼓収納

(さくら１組)
(さくら１組)

物入

掃除具入

(42.99㎡)

物置

シャワールーム
1.34㎡

脱衣室
1.49㎡

0.54㎡
PS

1.71㎡

物入

1.35㎡

60.00㎡

53.63㎡

3.42㎡

0.54㎡

15.00㎡

15.00㎡

8.56㎡
ＤＷ
3.44㎡

廊下②
10.71㎡

階段室
24.00㎡

廊下①
62.55㎡

49.49㎡

掃除具入
0.70㎡

2.31㎡

46.35㎡

1.71㎡

49.59㎡

(さくら２組)

(10.64㎡)

(11.46㎡)

(50.55㎡)

1.48㎡

(25.03㎡)

87.04㎡

保育室
うめ２組
３才児

定　員:17人

掲示板

保育室
うめ１組
３才児

定　員:17人

保育室
ふじ２組
４才児

定　員:25人

保育室
ふじ１組
４才児

定　員:26人

保育室
さくら２組
５才児

定　員:25人

保育室
さくら１組
５才児

定　員:26人

２階平面図　S=1：150

丸川建築設計事務所
岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社１REVISION

凡　例

A3版 1:150

A-014Ｒ７年６月 小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事

２階 平面図



園児侵入防護柵新設

洗濯防水パン取替
640×640

ブース取止め
手摺設置

(補助対象外)
小便器取止め
洗濯防水パン
640×640設置

(補助対象外)
小便器完全撤去

(補助対象外)
小便器取止め
洗濯防水パン
640×640設置

(補助対象外) 既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替

丁番・ラッチ調整

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替

丁番・ラッチ調整

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
洗濯機用電源

コンセント新設
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１階 幼児便所① 平面図
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幼児用便所① 修繕後展開図
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幼児用便所① 修繕前展開図
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2
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１階 幼児用便所① 天井伏図

木部EP-G塗替え 片引き戸取替

※衛生器具の取替は
　機器リストを参照のこと

SK

トイレブース取替 木部EP-G塗替え

ビニル床シート貼 t=2.0
コンクリート嵩上げ t=40
溶接金網 Φ6-100×100

框テラゾーブロック撤去
SUS床見切り取付

ビニル床シート貼 t=2.0貼替

幼児用マルチシンク
高さ加工 H=450

２栓自動水栓・１栓手動

片引き戸取替
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

幼児用
シャワーパン

鏡 鏡 鏡

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ

鏡 鏡

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ消

毒

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

素地調整の上 EP-G塗 素地調整の上 EP-G塗

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

ビニル床シート貼 t=2.5
コンクリート嵩上げ t=50
溶接金網 Φ6-100×100

鏡

FIX

木部EP-G塗替え

木部EP-G塗替え

木部EP-G塗替え

見切金物

ビニル床シート貼 t=2.5
コンクリート嵩上げ t=50
溶接金網 Φ6-100×100

トイレブース取替

既存寺増ブロック
トイレブース撤去

既存寺増ブロック
トイレブース撤去

ステンレス巾木 H=100
ステンレス巾木 H=100

片引き戸取替

片引き戸取替

FIX FIX

FIX

FIX

FIX FIXFIX

FIX

100角半磁器タイル貼

100角半磁器タイル貼

100角半磁器タイル貼

100角半磁器タイル貼

衛生器具撤去衛生器具撤去

衛生器具撤去
衛生器具撤去

洗濯防水パン撤去 幼児用マルチシンク撤去

FIX FIXFIX

FIX

FIX

タオル掛け撤去

FIX

素地調整の上
ビニルクロス貼

見切金物

出隅金物

出隅金物

ビニル床シート貼 t=2.5
コンクリート嵩上げ t=50
溶接金網 Φ6-100×100

SUS巾木 H=100
SUS巾木 H=100

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ

LED LED

既存LED照明
一時撤去再取付既存換気扇更新

LED

塩ビ廻り縁取替

塩ビ廻り縁取替

LED

天井既存GB-D撤去
下地調整の上
GB-NC t=9.5張替

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION
凡　例
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・
A3版 1:50 １階 幼児便所① 修繕詳細図

A-015Ｒ７年６月



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替

丁番・ラッチ調整

(新設防水パン補助対象外)
洗濯防水パン 640×640
1台取替・１台新設

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替

丁番・ラッチ調整

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
増設洗濯防水パン
640×640

(補助対象外)
増設洗濯防水パン
640×640
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幼児用便所② 修繕前展開図

幼児用便所② 修繕後展開図

7,500 2,400

7,500 2,400

7,500 2,400

7,500 2,400

１階 幼児用便所② 平面図

展開方位D B

C

A

7
,5
00

38
0

7
,5
00

2,400

2,400

鏡 鏡 鏡

鏡 鏡 鏡

トイレブース取替

素地調整の上
ビニルクロス貼

素地調整の上
ビニルクロス貼

素地調整の上
ビニルクロス貼

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

既存洗濯防水パン撤去 既存ブース撤去

既存ブース撤去

既存ブース撤去

既存ブース撤去

幼児用マルチシンク
高さ加工 H=450

２栓自動水栓・１栓手動

幼児用マルチシンク
高さ加工 H=450

２栓自動水栓・１栓手動

ステンレス巾木 H=100

ステンレス巾木 H=100

片引き戸取替

FIX FIX

FIX FIX

FIX FIX

FIX FIX

トイレブース取替

100角半磁器タイル貼

100角半磁器タイル貼

100角半磁器タイル貼

幼児用マルチシンク撤去衛生器具撤去 衛生器具撤去

衛生器具撤去 衛生器具撤去 衛生器具撤去

木部EP-G塗替え

木部EP-G塗替え

木部EP-G塗替え

素地調整の上
ビニルクロス貼

LED

※衛生器具の取替は
　機器リストを参照のこと

ビニル床シート貼 t=2.0貼替

トイレブース取替

幼児用マルチシンク
高さ加工 H=450

２栓自動水栓・１栓手動

幼児用
ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ

片引き戸取替
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

出隅金物

出隅金物

出隅金物

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ

更新洗濯防水パン
640×640

更新洗濯防水パン
640×640

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION
凡　例
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A3版 1:50 １階 幼児便所② 修繕詳細図

A-016Ｒ７年６月



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替

丁番・ラッチ調整

・補助対象外工事も本工事に含む
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幼児用便所④ 修繕前展開図

幼児用便所④ 修繕後展開図

7,500
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7,500

7,500

2,000

2,000

2,000

2,000

※衛生器具の取替は
　機器リストを参照のこと

ビニル床シート貼 t=2.0貼替

幼児用
ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ

トイレブース取替

片引き戸取替
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ 鏡 鏡鏡

消
毒

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ 鏡 鏡鏡

消
毒

トイレブース撤去

素地調整の上
ビニルクロス貼

素地調整の上
ビニルクロス貼

素地調整の上
ビニルクロス貼

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

ステンレス巾木 H=100ステンレス巾木 H=100 幼児用マルチシンク
高さ加工 H=500

２栓自動水栓・１栓手動

木部EP-G塗替え

木部EP-G塗替え

木部EP-G塗替え

木部EP-G塗替え

片引き戸取替

FIX FIX FIX FIX FIXFIX

FIX FIXFIX FIX FIX FIX

100角半磁器タイル貼

100角半磁器タイル貼

100角半磁器タイル貼

100角半磁器タイル貼

衛生器具撤去
衛生器具撤去 衛生器具撤去

幼児用マルチシンク撤去

幼児用マルチシンク撤去

ステンレス巾木 H=100ステンレス巾木 H=100

トイレブース取替

トイレブース取替

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ

幼児用マルチシンク
高さ H=500
２栓自動水栓・１栓手動

幼児用マルチシンク
高さ H=500

２栓自動水栓・１栓手動

幼児用マルチシンク
高さ H=500
２栓自動水栓・１栓手動

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION
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A3版 1:50 ２階 幼児便所④ 修繕詳細図

A-017Ｒ７年６月



(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替

丁番・ラッチ調整

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)
沐浴ユニット撤去

洗濯防水パン
640×640２台設置

(補助対象外)
沐浴ユニット撤去

洗濯防水パン
640×640２台設置

(補助対象外)
沐浴ユニット撤去

(補助対象外)
沐浴ユニット撤去
洗濯防水パン
640×640２台設置

・補助対象外工事も本工事に含む
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幼児用便所⑤ 修繕前展開図

幼児用便所⑤ 修繕後展開図
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ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ

消
毒

鏡 鏡 鏡
トイレブース取替

トイレブース取替

素地調整の上
ビニルクロス貼

素地調整の上
ビニルクロス貼素地調整の上

ビニルクロス貼

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

ステンレス巾木 H=100

ステンレス巾木 H=100

木部EP-G塗替え

木部EP-G塗替え

片引き戸取替

FIX FIX

FIX FIX

100角半磁器タイル貼

100角半磁器タイル貼

100角半磁器タイル貼

沐浴ユニット撤去

幼児用マルチシンク撤去 衛生器具撤去 衛生器具撤去

衛生器具撤去

トイレブース撤去

トイレブース撤去

木部EP-G塗替え

木部EP-G塗替え

木部EP-G塗替え

※衛生器具の取替は
　機器リストを参照のこと

ビニル床シート貼 t=2.0貼替

トイレブース取替

トイレブース取替

片引き戸取替
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

出隅金物

出隅金物

出隅金物

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ ﾍﾟｰﾊﾟｰ

ﾎﾙﾀﾞｰ

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ

ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾎﾙﾀﾞｰ

幼児用マルチシンク
高さ H=500

２栓自動水栓・１栓手動

幼児用マルチシンク
高さ H=500
２栓自動水栓・１栓手動

幼児用マルチシンク
高さ H=500
２栓自動水栓・１栓手動

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION
凡　例
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・
A3版 1:50 ２階 幼児便所⑤ 修繕詳細図

A-018Ｒ７年６月



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

補助対象外工事

・補助対象外工事も本工事に含む
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スロープ断面詳細図 S=1:20スロープ平面図 S=1:50

・衛生器具(和風便器）撤去
・和風便器部床撤去
・床タイル撤去

100角半磁器タイル貼100角半磁器タイル貼
100角半磁器タイル貼

100角半磁器タイル貼

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法化粧ケイカル板貼 t=6.0

シーリング工法
化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

化粧ケイカル板貼 t=6.0
シーリング工法

ステンレス巾木 H=100

ステンレス巾木 H=100

50角磁器タイル貼撤去

嵩上げコンクリート
溶接金網
D10-150@

溶接金網
D10-150@

SUS床見切り

コンクリート鏝押え
外部用ビニル床シート貼

スロープ コンクリート打ち
外部床用ビニル床シート貼

変性シリコーンシーリング
10×10

エラスタイト t=10

変性シリコーンシーリング
10×10
エラスタイト t=10

変性シリコーンシーリング
10×10
エラスタイト t=10

SUS床見切り

SUS床見切り

SUS床見切り

SUS床見切り

職員用下足入れ台座
職員用下足入れ台座SUS床見切り

変性シリコーンシーリング
10×10
エラスタイト t=10

土間コンクリート増設
t=150 D10-200@ダブル

土間コンクリート増設
t=150 D10-200@ダブル

嵩上げコンクリート増設
t=100 溶接金網 D10-150@

床:モルタル鏝押え
ビニル床シート貼 t=2.0

床:モルタル鏝押え
ビニル床シート貼 t=2.0

・土間コンクリート新設
・嵩上げコンクリート新設
・モルタル下地
・仕上材(ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)新設
・衛生器具(腰掛便器)新設
・壁仕上材(ｲｶﾙ板)貼

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION
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A-019Ｒ７年６月

A3版 1:50・20 １階 厨房便所 修繕詳細図・ポーチスロープ詳細図



(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
床:フローリング増張 t=12.0
雑巾摺更新

(補助対象外)
ビニル床シート貼 t=2.0貼替
下地:耐水ラワン合板ｔ ｔ=9.0

(補助対象外)
トイレブース更新

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
膳板新設 集成材

t=18.0×130 OSCL塗

(補助対象外)
ビニル床シート貼 t=2.0貼替

下地:耐水ラワン合板ｔ ｔ=9.0

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
幼児用マルチシンク更新
高さ加工 H=450
２栓自動水栓・１栓手動

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

【補助対象外工事】

・補助対象外工事も本工事に含む

片開き戸アンダーカット
建具金物調整及び取替

(補助対象外)
引き違い戸更新
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設
枠・額縁木部EP-G塗装替

(補助対象外)
引き違い戸更新

敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

枠・額縁木部EP-G塗装替
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※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

修繕後

新設膳板 集成材
115×18 OSCL塗

化粧FK t=6

地袋
内部は既存のまま

合板下地
ビニルクロス貼

木下地
ビニルクロス貼

撤去

地袋
内部は既存のまま

修繕前

物入
幼児便所③

巾木周囲シーリング(MS-2)

見切金物新設

巾木周囲シーリング(MS-2)

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

下枠取合い見切
70×12 OSCL 掃除具入

既存フローリング t=12

フローリング t=12 増張

アルミ下枠取合い見切詳細図　S=1:5

ほふく室
すみれ1組

ほふく室
すみれ1組

膳板・地袋 修繕詳細図 S=1:20

引き違い戸 更新 2ヶ所
ポリ合板フラシュ
1650×630×30

戸車,レール,船底引手

下枠取合い見切
70×12 OSCL 丸面取り

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION
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A3版 1:50

A-020

１階 すみれ1組 修繕平面詳細図

Ｒ７年６月



片開戸アンダーカット

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替

丁番・ラッチ調整

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

（補助対象外）
雑巾摺

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
木製建具更新

（補助対象外)
引き違い戸更新
方立補修

(補助対象外)
掲示板

マグネット
掲示クロス貼替え

(補助対象外)
掲示板

マグネット
掲示クロス貼替え

（補助対象外)
既存タイル貼
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
幼児用マルチシンク更新

高さ加工 H=450
２栓自動水栓・１栓手動

(補助対象外)
SUS巾木 H=100

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外) 
既存クロス撤去
素地調整の上ビニルクロス貼

(補助対象外) 
既存クロス撤去
素地調整の上ビニルクロス貼

引き違い戸
既存のまま

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

既存のまま

(補助対象外)
引き違い戸更新

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存タイル貼
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
SUS巾木 H=100 (補助対象外)

木製建具更新

(補助対象外)
既存タイル貼
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外) 
既存クロス撤去
素地調整の上ビニルクロス貼

(補助対象外) 
既存クロス撤去
素地調整の上ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存タイル貼
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
SUS巾木 H=100

(補助対象外)
トイレブース更新

(補助対象外)見切縁
10×25 EP-G塗

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存タイル貼
素地調整の上化粧FK貼

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

（補助対象外)
既存タイル貼
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
膳板 集成材 新設
t=18.0 OSCL塗
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FIX

※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

物入
FIX

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

A3版 1:150

A-021

１階 すみれ１組 修繕展開図

Ｒ７年６月



片開き戸アンダーカット
建具金物調整及び取替

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
給水栓調整

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
侵入防止柵

(補助対象外)
侵入防止柵

(補助対象外)
ビニル床シート貼 t=2.0貼替

下地:耐水ラワン合板ｔ ｔ=9.0

(補助対象外)
幼児用マルチシンク更新

高さ加工 H=450
２栓自動水栓・１栓手動

(補助対象外)
床:フローリング増張 t=12.0
雑巾摺更新

(補助対象外)
出隅金物

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)
置き敷畳既存のまま

(補助対象外)
引き違い戸更新
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設
枠・額縁木部EP-G塗装替
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方位

３

出窓

下枠取合い調整

ほふく室
たんぽぽ

物入

既存敷居撤去

乳児室
たんぽぽ

乳児室
たんぽぽ

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

引き違い4枚戸更新
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設
枠・額縁木部EP-G塗装替

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

見切金物新設

(ほふく室:たんぽぽ)
和室

※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

片引き戸取替
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION
凡　例
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小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

A3版 1:50

A-022

１階 たんぽぽ 修繕平面詳細図

Ｒ７年６月



片開戸アンダーカット

(補助対象外)
出隅金物 (補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
幼児用マルチシンク新設

高さ加工 H=450
２栓自動水栓・１栓手動

(補助対象外)
SUS巾木 H=100

（補助対象外)
既存タイル貼
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
雑巾摺

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
引き違い戸更新

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
給水水栓調整

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗
(補助対象外)
一時取り外し
仕上更新後再取付

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗
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CB CB

※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

(ほふく室:たんぽぽ)
和室

(ほふく室:たんぽぽ)
和室

既存のまま 既存のまま

既存のまま

仕上は既存のまま

物入

FIX

FIX

引き違い4枚戸更新
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設
枠・額縁木部EP-G塗装替

掲示板
1820×920

パーティション
既存のまま

既存のまま

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

A3版 1:150

A-023

１階 たんぽぽ 修繕展開図

Ｒ７年６月



(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
侵入防止柵

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

(補助対象外)
ビニル床シート貼 t=2.0貼替
下地:耐水ラワン合板ｔ ｔ=9.0

(補助対象外)
床:フローリング増張 t=12.0

雑巾摺更新

(補助対象外)
出隅金物(補助対象外)

幼児用マルチシンク更新
高さ加工 H=450
２栓自動水栓・１栓手動

(補助対象外)
侵入防止柵

(補助対象外)
出隅金物

【補助対象外工事】

流し台 L=1650 更新
(補助対象外)

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

・補助対象外工事も本工事に含む

片開き戸アンダーカット
建具金物調整及び取替

(補助対象外)
引き違い戸更新

敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

枠・額縁木部EP-G塗装替

(補助対象外)
既存床磁器タイル撤去

大引き 45×90
根太 45×45-360@

捨貼:耐水ラワン合板 t-12
フローリング張 t=12
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見切縁取合い調整

物入

既存敷居撤去

引き違い4枚戸更新
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設
枠・額縁木部EP-G塗装替

※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

ほふく室
すみれ２組

床:フローリング増張 t=12.0

戸棚:既存のまま

調乳室

床:ビニル床シート貼

Φ20 EP-G塗 Φ20 EP-G塗

30×60 EP-G塗 30×60 EP-G塗

30×60 EP-G塗30×60 EP-G塗

30×60 EP-G塗
30×60
EP-G塗

30×60
EP-G塗

30×60
EP-G塗

丸面取り

15×20
EP-G塗

30×60
EP-G塗

丸面取り

15×20
EP-G塗

30×60
EP-G塗

30×60
EP-G塗

30×60
EP-G塗

Φ20 EP-G塗 Φ20 EP-G塗

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION
凡　例

２
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小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

A3版 1:50

A-024Ｒ７年６月

１階 すみれ２組 修繕平面詳細図

すみれ２組 平面詳細図　S=1:50

１階 調乳室 修繕平面詳細図　S=1:50

調乳室侵入防止柵詳細図　S=1:20 幼児便所①侵入防止柵詳細図　S=1:20



(補助対象外)
侵入防止柵

片開戸アンダーカット

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
引き違い戸更新

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

（補助対象外)
既存タイル貼
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
SUS巾木 H=100

(補助対象外)
幕板新設EP-G塗

(補助対象外)
既存吊戸棚

L=900×500撤去後
L=1200×700 新設

(補助対象外)
侵入防止柵

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
一時取り外し
仕上更新後再取付

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
SUS流し台 L=1650 更新
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※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

鏡付戸棚

掲示板
1820×920

ほふく室
すみれ２組

調乳室

既存VP塗
素地調整の上
化粧FK貼

既存VP塗
素地調整の上

メラミン化粧板貼

既存VP塗
素地調整の上
ビニルクロス貼

ビニル巾木H=60

既存タイル貼
素地調整の上

化粧FK貼

既存見切縁
EP-G塗替

既存見切縁
EP-G塗替

ビニル巾木H=60

既存VP塗
素地調整の上
ビニルクロス貼

引き違い4枚戸更新
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設
枠・額縁木部EP-G塗装替

出隅金物 既存タイル貼
素地調整の上

化粧FK貼

既存タイル貼
素地調整の上
化粧FK貼

出隅金物

既存のまま

ビニル巾木H=60

既存VP塗
素地調整の上
メラミン化粧板貼

既存VP塗
素地調整の上
ビニルクロス貼

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

A3版 1:150

A-025

１階 すみれ２組 修繕展開図

Ｒ７年６月



(補助対象外)
ビニル床シート貼 t=2.0貼替
下地:耐水ラワン合板ｔ ｔ=9.0

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

(補助対象外)
幼児用マルチシンク更新

高さ加工 H=450
２栓自動水栓・１栓手動

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
床:フローリング増張 t=12.0
雑巾摺更新

(補助対象外)
出隅金物

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
引き違い戸更新

敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

枠・額縁木部EP-G塗装替
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※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

既存敷居撤去

床:既存ビニル床シート撤去
フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

見切金物新設

引き違い4枚戸更新
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

枠・額縁木部EP-G塗装替

物入

下枠取合い木

保育室
うめ３組

フローリング t=12 増張

SUS製サッシ開放時溝蓋
SUS 304 t=1.5 加工
(補助対象外)

フローリング t=12 増張

既存フローリング t=12

既存フローリング t=12

アルミ下枠取合い見切詳細図　S=1:5

保育室
うめ３組保育室

ばら１組

下枠取合い見切
70×12 OSCL 丸面取り

アルミ下枠取合い見切
40×50 ビス止め OSCL塗

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号
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A3版 1:50

A-026

１階 うめ３組 修繕平面詳細図

Ｒ７年６月



(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

（補助対象外)
既存タイル貼
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
SUS巾木 H=100

(補助対象外)
幼児用マルチシンク更新

高さ加工 H=450
２栓自動水栓・１栓手動

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
引き違い戸更新

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
一時取り外し
仕上更新後再取付

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗
(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗
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※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

既存のまま

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

A3版 1:150

図面番号

A-027

１階 うめ３組 修繕展開図

Ｒ７年６月



(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物 (補助対象外)

出隅金物

(補助対象外)
幼児用マルチシンク更新
高さ加工 H=450
２栓自動水栓・１栓手動

(補助対象外)
既存幼児用マルチシンク撤去

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
耐水合板 t=9下地
ビニル床シート(消臭・抗菌機能)

(補助対象外)
SUS床見切り(新設)

【補助対象外工事】

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
職員用下足入台座新設
1850×500×75/150 EP-G塗
職員下足入:1800×450×1040
耐震転倒防止金物取付
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※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

下枠取合い調整

下枠取合い調整

下枠取合い調整

下枠取合い木製見切新設

SUS製サッシ開放時溝蓋(新設)

SUS製サッシ開放時溝蓋(新設)

巾木周囲シーリング(MS-2)巾木周囲シーリング(MS-2)

下枠取合い調整金物

下枠取合い木製見切新設
下枠取合い木製見切新設

床:フローリング増張 t=12.0

コンクリート鏝押え
外部用ビニル床シート貼

SUS床見切り

職員用下足入台座新設
1850×500×75/150 EP-G塗
職員下足入:1800×450×1040
耐震転倒防止金物取付

40×61
40×150

根太:40×45-360@

職員用下足入新設台座　詳細図　S=1:30　

耐水ラワン合板 ｔ=9

40×150/61

40×150/61

40×61

根太:40×45-360@

耐水ラワン合板 ｔ=9

40×150

既存フローリング t=12

フローリング t=12 増張

SUS製サッシ開放時溝蓋
SUS 304 t=1.5 加工
(補助対象外)

フローリング t=12 増張

既存フローリング t=12

アルミ下枠取合い見切詳細図　S=1:5

保育室
ばら１組

保育室
ばら１組

保育室
ばら２組

保育室
うめ３組

アルミ下枠取合い見切新設
(木製サイドビス止め)アルミ下枠取合い見切新設

(木製サイドビス止め)

下枠取合い見切
70×12 OSCL 丸面取り

アルミ下枠取合い見切
40×50 ビス止め OSCL塗

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION
凡　例
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A-028

１階 ばら１組 修繕平面詳細図

Ｒ７年６月



【変更後】

(補助対象外)
幼児用マルチシンク更新
高さ加工 H=450
２栓自動水栓・１栓手動

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

巾木 EP-G塗替
(補助対象外)

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

巾木 EP-G塗替
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
一時取り外し
仕上更新後再取付

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

2,
6
00

2
,6
0
0

Ａ Ｂ

Ｂ Ｄ Ｄ

13,000 3,650

6,500 6,500

4,800 1,700 700 5,800

13,000

6,500 6,500

3,650 2,000

1,650 2,000

2,000 4,500 4,500 2,000

※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

掲示板
1820×920

アルミ下枠取合い見切新設
(木製サイドビス止め)

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

A3版 1:150

A-029

１階 ばら１組 修繕展開詳細図

Ｒ７年６月



(補助対象外)
アルミ製引き違い戸撤去
木製引き違い戸に更新

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
幼児用マルチシンク更新

高さ加工 H=450
２栓自動水栓・１栓手動

(補助対象外)
ビニル床シート貼 t=2.0貼替
下地:耐水ラワン合板ｔ ｔ=9.0

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
床:フローリング増張 t=12.0
雑巾摺更新

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
引き違い戸更新

敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

枠・額縁木部EP-G塗装替

6
,
50
0

5
,5
0
0

1,
00
0

2,
50
0

3,
0
00

3
,6
00

1,795

6
,
50
0

5
,8
0
0

7
00

7,500 6,000

5,550 1,950 2,000 1,000 3,000

7,500 6,000

2,000 4,000

1,000 3,000

3,
6
70

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方位

1,800

1
,2
0
0 1,750

(保育室ばら２組)

床:既存ビニル床シート撤去
フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

引き違い4枚戸更新
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

枠・額縁木部EP-G塗装替

物入

※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

下枠取合い調整

見切金物新設

既存フローリング t=12

フローリング t=12 増張

SUS製サッシ開放時溝蓋
SUS 304 t=1.5 加工
(補助対象外)

フローリング t=12 増張

既存フローリング t=12

アルミ下枠取合い見切詳細図　S=1:5

保育室
ばら１組

保育室
ばら２組

保育室
ばら２組

下枠取合い見切
70×12 OSCL 丸面取り

アルミ下枠取合い見切
40×50 ビス止め OSCL塗

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号
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(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
引き違い戸更新

(補助対象外)
幼児用マルチシンク新設

高さ加工 H=450
２栓自動水栓・１栓手動 (補助対象外)

SUS巾木 H=100

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼
(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

既存巾木 EP-G塗
(補助対象外)

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)既存タイル貼
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
一時取り外し
仕上更新後再取付

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

7,500 5,800 7,500 5,800
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Ｄ

2,000 4,000

鏡付戸棚

吊戸棚

CBCB

掲示板

※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

既存のまま

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

A3版 1:150

A-031

１階 ばら２組 修繕展開図

Ｒ７年６月



(補助対象外)
床:50確磁器タイル撤去

下地調整の上ビニル床シート貼

(補助対象外)
テラゾー框撤去

木製框新設 60×120 OSCL

(補助対象外)
床見切り取付

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
床:50確磁器タイル撤去木製床組新設
フローリング張 t=12ラワン合板捨貼 t=12

(補助対象外)
既存アルミ建具撤去
木製建具新設

1,
9
00

1,
05
0

3,
23
0

3
,
78
0

3
,4
40

1,
0
00

4,
0
00

1,
05
0

1
0
,4
50

1
,7
90

6
60

1,
7
60

1
,3
4
0

69
0

3
,
10
0

3
,
79
0

6
,7
1
0

830 1,170

7,500 2,000

5,300 1,000

4,670 2,830

13,800

6
,
50
0

6,300

下部
収納庫

PS

ＤＷ

配膳ｶｳﾝﾀｰ

階段室

(保育室ばら２組)

物入

物入

保育室
うめ３組

廊下

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

廊下

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

調理室

調理室
前室

※特記事項

　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと

　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと

　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

(乳児室:たんぽぽ) (ほふく室:すみれ2組)

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION
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A-032

１階 廊下　修繕平面詳細図

Ｒ７年６月
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・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

既存クロス撤去
素地調整の上

化粧FK貼(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上
化粧FK貼(補助対象外)

(補助対象外) 既存掲示板撤去
マグネット掲示シート掲示板新設

6300×900

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

既存クロス撤去
素地調整の上
化粧FK貼(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上
化粧FK貼(補助対象外)

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

既存クロス撤去
素地調整の上

化粧FK貼(補助対象外)

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

階段周り
階段詳細図参照

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上

化粧FK貼(補助対象外)

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上
化粧FK貼(補助対象外)

出隅金物
(対象外)

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
木製框(タモ)

60×100 OSCL塗

(補助対象外)
木製巾木取付
20×100 OSCL塗

(補助対象外)
既存アルミ建具撤去
木製建具新設

(補助対象外)
一時取り外し

仕上更新後再取付

出隅金物
(対象外)
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1,000 2,230 3,780 1,390 2,050

2,830

Ａ Ａ
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Ｄ
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収納庫通路厨房便所
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FIX FIX

FIX FIX
FIXFIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

掲示板
1800×900

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

凡　例

A3版 1:150

図面番号・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION

A-033

１階 廊下　修繕展開図

Ｒ７年６月



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

【補助対象外工事】

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
床:フローリング増張 t=12.0

雑巾摺更新

(補助対象外)
膳板新設 t=18

集成材 OSCL取り外し式

(補助対象外)
幼児用マルチシンク更新

高さ加工 H=500
２栓自動水栓・１栓手動

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

(補助対象外)
ビニル床シート貼 t=2.0貼替

下地:耐水ラワン合板ｔ ｔ=9.0

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
引き違い戸更新

敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

枠・額縁木部EP-G塗装替

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方位

7
,5
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7,000

6,000 1,000

7,000

5,690 1,310

7
,5
00

2
,5
00

4
,
47
0

5
30

3,600

5,420

1,
6
50

1,160

120 135

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

保育室
うめ２組

引き違い4枚戸更新
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設
枠・額縁木部EP-G塗装替

※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

集成材 115×18
OSCL塗

化粧FK t=6

修繕後修繕前

合板下地
ビニルクロス貼

木下地
ビニルクロス貼

撤去

新設膳板詳細図 S=1:20

物入

物入

見切縁取合い調整

片開き戸アンダーカット
建具金物調整及び取替

ビニルクロス撤去
下地調整の上
化粧FK t=6 貼

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION
凡　例

２

３

４

５

１ ・

・

・

・

・

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

A3版 1:50

A-034

２階 うめ２組　修繕平面詳細図

Ｒ７年６月



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

（補助対象外)
既存タイル貼

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

（補助対象外)
既存タイル貼
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
引き違い戸更新

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
SUS巾木 H=100

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
一時取り外し
仕上更新後再取付

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

7,000 7,500 7,000

7,500

2,
6
00

2
,6
0
0

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ

掲示板

掲示板 掲示板

戸棚

吊戸棚

CB

既存のまま

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

図面番号

A-035

２階 うめ２組　修繕展開図

Ｒ７年６月

A3版 1:100



(補助対象外)
ビニル床シート貼 t=2.0貼替
下地:耐水ラワン合板ｔ ｔ=9.0

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

(補助対象外)
幼児用マルチシンク更新
高さ加工 H=500
２栓自動水栓・１栓手動

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

(補助対象外)
ビニル床シート貼 t=2.0貼替

下地:耐水ラワン合板ｔ ｔ=9.0

(補助対象外)
幼児用マルチシンク更新

高さ加工 H=500
２栓自動水栓・１栓手動

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
床:フローリング増張 t=12.0

雑巾摺更新
(補助対象外)
出隅金物(補助対象外)

出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
床:フローリング増張 t=12.0
雑巾摺更新

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
引き違い戸更新

敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

枠・額縁木部EP-G塗装替

(補助対象外)
引き違い戸更新
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設
枠・額縁木部EP-G塗装替
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59
0

1,
91
0

5,300 5,370

1,
8
00

600

物入 物入

見切縁取合い調整

可動間仕切壁更新保育室
うめ１組

保育室
ふじ２組

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

引き違い4枚戸更新
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設
枠・額縁木部EP-G塗装替

引き違い4枚戸更新
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

枠・額縁木部EP-G塗装替

※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

物入

PS

見切金物新設

片開き戸アンダーカット
建具金物調整及び取替

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION

２

３

４

５

１ ・

・

・

・

・

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

A3版 1:50

A-036

２階 うめ１組・ふじ２組　修繕平面詳細図

Ｒ７年６月
凡　例



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

（補助対象外)
既存タイル貼

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
SUS巾木 H=100

(補助対象外)
引き違い戸更新

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

（補助対象外)
既存タイル貼
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
SUS巾木 H=100

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
引き違い戸更新

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)既存吊戸棚
扉:破損耐震ロック取替
丁番・ラッチ調整

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
一時取り外し

仕上更新後再取付

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
一時取り外し
仕上更新後再取付

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
一時取り外し

仕上更新後再取付

(補助対象外)
一時取り外し
仕上更新後再取付

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗
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ふじ2組
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掲示板

CBCB
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掲示板

ふじ2組

既存のまま

既存のまま

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

凡　例

A3版 1:150

図面番号・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION

A-037
小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

２階　うめ１組・ふじ２組　修繕展開図

Ｒ７年６月



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
転落防止格子

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
ビニル床シート貼 t=2.0貼替
下地:耐水ラワン合板ｔ ｔ=9.0

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

(補助対象外)
幼児用マルチシンク更新
高さ加工 H=500
２栓自動水栓・１栓手動

【補助対象外工事】

・補助対象外工事も本工事に含む

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方位
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見切縁取合い調整

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

SUS下枠取合い調整木

SUS下枠取合い調整木

※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

40×60 EP-G塗

40×60 EP-G塗

40×60 EP-G塗

40×60 EP-G塗

40×60 EP-G塗

40×60 EP-G塗

Φ40 EP-G塗

Φ40 EP-G塗
Φ40 EP-G塗

転落防止格子 詳細図 S=1:50

フローリング t=12 増張フローリング t=12 増張

既存フローリング t=12

既存フローリング t=12

アルミ下枠取合い見切詳細図　S=1:5

保育室
ふじ１組

保育室
ふじ１組廊下

下枠取合い見切
70×12 OSCL 丸面取り

下枠取合い見切
70×12 OSCL 丸面取り

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号
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２階 ふじ１組　修繕平面詳細図
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・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
転落防止格子

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
戸棚鏡付両開き扉更新

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

（補助対象外)
既存タイル貼

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
SUS巾木 H=100

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
一時取り外し

仕上更新後再取付

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25

EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

(補助対象外)
一時取り外し
仕上更新後再取付
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8,000

2,
6
00

2
,6
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掲示板

ADW

掲示板AW

掲示板

CB
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掲示板

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

図面番号

A-039

２階 ふじ１組　修繕展開図

Ｒ７年６月

A3版 1:100



【補助対象外工事】

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
ビニル床シート貼 t=2.0貼替
下地:耐水ラワン合板ｔ ｔ=9.0

(補助対象外)
幼児用マルチシンク更新
高さ加工 H=500
２栓自動水栓・１栓手動

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
膳板新設 t=18

集成材 OSCL 取り外し式

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
幼児用マルチシンク更新

高さ加工 H=500
２栓自動水栓・１栓手動

(補助対象外)
太鼓収納庫更新

(補助対象外)
見切金物新設

(補助対象外)
ビニル床シート貼 t=2.0貼替
下地:耐水ラワン合板ｔ ｔ=9.0

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
基礎天板集成材

200×200×18 OSCL塗

(補助対象外)
膳板新設 t=18

集成材 OSCL 取り外し式

【補助対象外工事】

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
基礎天板集成材
200×200×18
OSCL塗

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物(補助対象外)

出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
引き違い戸更新
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設
枠・額縁木部EP-G塗装替

(補助対象外)
追加工事
(A-042図参照)
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Ｄ 展開方位
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更衣室

幼児便所⑤

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

(保育室さくら１組)

引き違い4枚戸更新
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

枠・額縁木部EP-G塗装替

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

昇降ステージ機械点検口
フローリング増張 t=12.0
取手取付(2ヶ所)

保育室
さくら１組

移動間仕切

保育室
さくら２組

物入 物入

ＤＷ保育室
さくら２組

PS

フローリング t=12 増張 フローリング t=12 増張

既存フローリング t=12
既存フローリング t=12

下枠取合い見切
70×12 OSCL

アルミ下枠取合い見切詳細図　S=1:20

下枠取合い見切
70×12 OSCL

下枠取合い見切
70×12 OSCL

アルミ建具下枠取合い見切 40×50
ビス止め 取り外し式 OSCL塗

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

集成材 115×18
OSCL塗

化粧FK t=6 化粧FK t=6合板下地
ビニルクロス貼

修繕後修繕前

膳板修繕詳細図 S=1:20

木下地
ビニルクロス貼

撤去

CB CB

さくら１組さくら２組

保育室
さくら１組

敷居:60×120
見え掛かり EP-G塗

鴨居:40×120
見え掛り EP-G塗

無目:40×120
見え掛かり EP-G塗

75×120 EP-G塗

3枚連動引戸
ポリ合板スラッシュ t=33
金物:ハンガーレール
引手

3枚引戸
ポリ合板スラッシュ t=33
金物:レール,戸車,引手

40×120 EP-G塗

鴨居:40×120
見え掛り EP-G塗

40×90

40×90

40×90

棚板:ラワン合板 t=9.0

棚板:ラワン合板 t=9.0

棚板:ラワン合板 t=9.0

40×90

45×90 45×90

敷居:60×120
見え掛かり EP-G塗

敷居:60×120
見え掛かり EP-G塗

無目:40×120
見え掛かり EP-G塗

3枚引戸
ポリ合板スラッシュ t=33
金物:レール,戸車,引手

太鼓収納庫
(更新)

内部壁:ポリ合板張
既存壁:ポリ合板張

既存壁:ポリ合板張

雑巾摺

雑巾摺 雑巾摺

棚板:ラワン合板 t=9.0

75×120 EP-G塗

40×.75 EP-G塗

40×120 EP-G塗

3枚連動引戸
ポリ合板スラッシュ t=33
金物:ハンガーレール
引手

太鼓収納庫 詳細図  S=1:30

※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

見切金物新設

敷居:60×120
見え掛かり EP-G塗

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物(補助対象外)

出隅金物

既存アコーディオンカーテン撤去(補助対象外)

引き違い4枚戸更新
敷居レール金物新設
鴨居レール金物新設

枠・額縁木部EP-G塗装替

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

アルミ建具下枠
取合い見切

40×50 ビス止め
OSCL塗

アルミ建具下枠
取合い見切

40×50 ビス止め
OSCL塗

昇降ステージ
床:フローリング増張 t=12.0
周囲見切木 OSCL
側面:メラミン化粧板貼

昇降ステージ
床:フローリング増張 t=12.0
周囲見切木 OSCL
側面:メラミン化粧板貼

SUS製サッシ開放時溝蓋
SUS 304 t=1.5 加工

(補助対象外)
床:フローリング増張 t=12.0

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号
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A-040

２階 さくら１組・２組 修繕平面詳細図

Ｒ７年６月



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

（補助対象外）
PS扉プッシュつまみ取付

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

（補助対象外)
既存タイル貼

素地調整の上化粧FK貼
(補助対象外)
SUS巾木 H=100

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

（補助対象外)
太鼓収納庫更新

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去

素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
見切縁10×25 EP-G塗

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

（補助対象外)
太鼓収納庫更新

・補助対象外工事も本工事に含む

(補助対象外)
見切縁10×25
EP-G塗

（補助対象外)
既存アコーディオンカーテン撤去

(補助対象外)
一時取り外し

仕上更新後再取付

(補助対象外)
一時取り外し
仕上更新後再取付
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Ｄ

Ｂ

Ｃ
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13,000

6,500 6,500

さくら２組 さくら１組

さくら１組

さくら２組

さくら２組
さくら２組

さくら１組

さくら１組

CB

CB CB

CB

掲示板
1800×900

CBCB

既存可動間仕切り更新

掲示板
900×900

(補助対象外)
出隅金物 (補助対象外)

出隅金物

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

図面番号

A-041

２階 さくら１組・２組 修繕展開図

Ｒ７年６月

A3版 1:100



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外)
木製階段踏面(2段)
:プール用ビニルシート貼
段鼻:ノンスリップ

(補助対象外)
既存歯ブラシ滅菌器撤去
820×470×155(対象外)

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
膳板新設

(補助対象外)
テーパー木(タモ) OSCL

・詳細参照
【補助対象外工事】

(補助対象外)
出隅金物

(補助対象外)
出隅金物

【補助対象外工事】

(補助対象外)
配膳車用スロープ

【補助対象外工事】

【補助対象外工事】

・補助対象外工事も本工事に含む

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方位
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幼
児
用
手
洗

幼児便所⑤

物入

SUS下枠取合い調整木

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

保育室
さくら２組

アルミアングル
L-30×30 撤去

25×60

25×215

40×90
EP-G塗

25×215
EP-G塗

敷居レール

40×90
EP-G塗

既存フローリング t=12
既存フローリング t=12

アルミ下枠取合い見切詳細図　S=1:20

修繕前

廊下①

修繕前

修繕後

廊下② 廊下①

幼児便所④
廊下②

25×175
EP-G塗

下枠取合い見切
70×12 OSCL

間柱:33×90

フローリング t=12 増張 フローリング t=12 増張

既存フローリング t=12
既存フローリング t=12

アルミ下枠取合い見切 40×50
ビス止め 取り外し式 OSCL塗

下枠取合い見切
70×12 OSCL

修繕後

集成材 115×18
OSCL塗

化粧FK t=6 化粧FK t=6合板下地
ビニルクロス貼

ボード下地
ビニルクロス貼

撤去

修繕前 修繕後

膳板修繕詳細図 S=1:20

廊下② 幼児便所④ 廊下② 幼児便所④

DW下枠

廊下① ＤＷ

DW下枠
縞鋼板

配膳車用スロープ平面詳細図 S=1:50

※特記事項
　ビニルクロス貼替えは既存のクロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　ビニルクロス部分の化粧FK貼は既存クロスを撤去後下地調整を行い施工のこと
　見え掛り部の木部は、特記なき限りEP-G塗替えとする

アルミ製建具修繕詳細図 S=1:20

配膳車用テーパー木詳細図 S=1:30

GB-F t=12.5
化粧FK貼

ＤＷ

廊下①

物置

床:フローリング増張 t=12.0
巾木周囲シーリング(MS-2)

既存ビニル床シート撤去
樹脂モルタル塗りの上 t=0～12
ビニル床シート張

既存スイッチ移設

テーパー木(タモ) OSCL

コンセント新設

木製片引き戸

電灯スイッチ新設

アルミ建具撤去

下枠取合い見切
70×12 OSCL

SUS製サッシ開放時溝蓋
SUS 304 t=1.5 加工

既存フローリング撤去
テーパー木(タモ) OSCL

アルミ下枠取合い見切
40×50 ビス止め OSCL塗

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号
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２階 廊下　修繕平面詳細図

Ｒ７年６月



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

既存クロス撤去
素地調整の上

化粧FK貼(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上
化粧FK貼(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上

化粧FK貼(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上

化粧FK貼(補助対象外)

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

メラミン化粧板貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
メラミン化粧板貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
メラミン化粧板貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
メラミン化粧板貼

出隅金物
（対象外）

既存クロス撤去
素地調整の上

化粧FK貼(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上
化粧FK貼(補助対象外)

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
メラミン化粧板貼

既存クロス撤去
素地調整の上化粧FK貼出隅金物

(対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上
化粧FK貼(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上

化粧FK貼(補助対象外)

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
引き違い戸更新

既存クロス撤去
素地調整の上

化粧FK貼(補助対象外)

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

出隅金物
(対象外)

出隅金物
(対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上
化粧FK貼(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上
化粧FK貼(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上
化粧FK貼(補助対象外)

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)既存掲示板撤去
マグネット掲示シート掲示板新設

2700×900

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

（補助対象外)
既存掲示板撤去

マグネット掲示シート
掲示板新設
 1800×900

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

（補助対象外)
既存歯ブラシ
滅菌器撤去
820×470×155

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

ビニルクロス貼

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上
化粧FK貼(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上
化粧FK貼(補助対象外)

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上
化粧FK貼(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上
化粧FK貼(補助対象外)

既存クロス撤去
素地調整の上
化粧FK貼(補助対象外)

見切縁10×25
EP-G塗(補助対象外)見切縁10×25

EP-G塗(補助対象外)

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

・補助対象外工事も本工事に含む

（補助対象外)
アルミ建具撤去
木製建具更新

(補助対象外)
一時取り外し

仕上更新後再取付
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廊下②

廊下①

掲示板

・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

図面番号

A-043

・

２階 廊下　修繕展開図

Ｒ７年６月

A3版 1:100



・補助対象外工事も本工事に含む

・青書き項目は補助対象外工事を示す。
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モルタル金鏝押え PS吹付

笠木:堅木３０×170 CL塗

笠木:堅木３０×170 CL塗

モルタル金鏝押え
ビニルクロス貼

ノンスリップ

蹴上・踏面:モルタル金鏝押え
ビニル床シート

善板:堅木(積層) t=30 CL

モルタル金鏝押え PS吹付

モルタル金鏝押え PS吹付

フローリング張

化粧GB

巾木:木製 OP塗

蹴上・踏面:モルタル金鏝押え
ビニル床シート

蹴上・踏面:モルタル金鏝押え
ビニル床シート

善板:堅木(積層) t=30 CL

モルタル金鏝押え PS吹付
モルタル金鏝押え
ビニルクロス貼

フローリング張

モルタル下地
50角磁器タイル貼

蹴上・踏面:モルタル金鏝押え
ビニル床シート

蹴上・踏面:モルタル金鏝押え
ビニル床シート

蹴上・踏面:モルタル金鏝押え
ビニル床シート

職員便所

調理室便所

下部収納庫
モルタル下地

50角磁器タイル貼(撤去)

框:テラゾー 
60×100(撤去)

モルタル下地
50角磁器タイル貼(撤去)

框:テラゾー 
60×100(撤去)

幼児用手摺 集成材 φ45
(撤去)

幼児用手摺 集成材 φ45
(撤去)

幼児用手摺 集成材 φ45
(撤去)

笠木:堅木３０×170 CL塗

笠木:堅木３０×170 CL塗

笠木:堅木３０×170 CL塗

ノンスリップ

ノンスリップ

ノンスリップ

踊場床:モルタル金鏝押え
ビニル床シート

職員便所

調理室便所

下部収納庫
モルタル下地
50角磁器タイル貼

モルタル下地
50角磁器タイル貼
(撤去)

ビニルクロス貼

巾木:木製 OP塗

蹴上・踏面:モルタル金鏝押え
ビニル床シート

階段室

階段室

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号
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小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

A3版 1:50 修繕前　階段室 詳細図

Ｒ７年６月 A-044



(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上

化粧FK貼

(補助対象外)
木製巾木
EP-G塗替

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
既存クロス撤去
素地調整の上
ビニルクロス貼

(補助対象外)
塩ビ2段手摺
Φ34 新設

(補助対象外)
木製巾木
EP-G塗替

(補助対象外)
見切縁取合い調整

(補助対象外)
沓摺新設

(補助対象外)
幼児用手摺  新設
塩ビ製 φ34 (2段手摺)

(補助対象外)
幼児用手摺  新設
塩ビ製 φ34 (2段手摺)

(補助対象外)
幼児用手摺  新設

塩ビ製 φ34 (2段手摺)

(補助対象外)
幼児用手摺  新設
塩ビ製 φ34 (2段手摺)ノンスリップ更新

ノンスリップ更新

・補助対象外工事も本工事に含む

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外)
巾木 20×100
OSCL塗 新設

(補助対象外)
木製框(タモ)

60×100 OSCL 塗

(補助対象外)
モルタル下地

ビニル床シート貼

(補助対象外)
見切縁 10×25
EP-G塗

(補助対象外)
モルタル下地

ビニル床シート貼

(補助対象外)
木製框(タモ)

60×100 OSCL 塗

笠木:堅木30×170 CL塗
OSCL 塗替(補助対象外)

笠木:堅木30×170 CL塗
OSCL 塗替(補助対象外)

笠木:堅木30×170 CL塗
OSCL 塗替(補助対象外)

笠木:堅木30×170 CL塗
OSCL 塗替(補助対象外)

80
0

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

4
,0
0
0

4
,
00
0

1
,
05
0

4
,
00
0

1
,8
60

2,
1
40

4
,0
0
0

1,
86
0

28
0

1,
86
0

6,000

3,300 1,000 1,700

2,340

6,000

3,300 1,000 1,700

1
,
05
0

1
,
90
0

50
0

3,
60
0

5
00

3
,6
00

35
0
15
0

15
0

1
50

5
00

3
,6
00

2,
40
0

1
,2
00

(
1
50
×
8
)

10
0

4
0
0

50
0

3,
60
0

(1
5
0
×
16
)

2
,4
0
0

1
,
20
0

(
15
0
×
8)

1
00

4
00

280 3,640 2,080

6,000

2,340

1,700

5,925

1,765 1,820 2,340

60
4

46
0

1,820

1,820

6
00

80
0

6
0
0

2
0
0

1
,1
75

2
5

6
00

2
00

1,000 1,700

2,0803,900

5,980

下部
収納庫UP

テ
ス
リ
 H
=1
1
00

職員便所

調理室便所

既存のまま ビニル床シート貼

蹴上・踏面:モルタル金鏝押え
ビニル床シート(既存のまま)

D
N

ノンスリップ
（既存のまま)

ノンスリップ
（既存のまま)

モルタル下地
50角磁器タイル貼

階段室

階段室

蹴上・踏面:モルタル金鏝押え
ビニル床シート(既存のまま)

既存のまま

下部収納庫

蹴上・踏面:モルタル金鏝押え
ビニル床シート(既存のまま)

幼児用手摺  更新
塩ビ製 φ34 (2段手摺)

幼児用手摺  更新
塩ビ製 φ34 (2段手摺)

幼児用手摺  更新
塩ビ製 φ34 (2段手摺)

幼児用手摺  更新
塩ビ製 φ34 (2段手摺)

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者 図面名称

図面番号
株式会社

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号
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小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

A3版 1:50 修繕後　階段室 詳細図

Ｒ７年６月 A-045

グループ長設計部長総括責任者 工事名称
丸川建築設計事務所



・青書き項目は補助対象外工事を示す。
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担当者担当者設計責任者
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図面名称
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図面名称

工事名称 図面番号図面番号

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事

Ａ3版 1:200 修繕建具キープラン

Ｒ７年６月 A-046



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外)　既存建具修繕

改WD
6 1ケ所木製片開き戸

・補助対象外工事も本工事に含む

鋼
製
・
鋼
製
軽
量
建
具
枠

Ｄ．枠の形状

標準詳細№

符　号

形　状

Ｅ．沓摺の形状（SUS304 厚2.0）

１．ｱﾙﾐｻｯｼｭの詳りは、下記による。

４．ｱﾙﾐｻｯｼｭは、ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟ-ｽ付き及び結露受付きとする。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
建
具
枠

６．水抜き経路を確保すること。

５．木製額縁の下枠は面取りR=3とする。(患者が仕様する室のみ)

・ｱﾙﾐ水切りの詳り　　4-51-1

・木製額縁の詳り　　4-51-4,7

・ｱﾙﾐ額縁の詳り 　　4-51-3,5,6

２．ｱﾙﾐ水切り働き寸法は、ﾀｲﾙ面90、打放し面80とする。

３．額縁寸法は見付け25、見込み130とする。

軽
量
鋼
製
上
吊
り
建
具
枠

壁収納タイプ

文化
３６

三和
４０

木
製
建
具
枠

文化
３６

三和
４０

ＬＳ－１ ＬＳ－２ ＬＳ－３

(4-12-2) (4-13-2)Ｗ－３

Ｓ－４

Ｗ－１ (4-13-3) (4-12-1)Ｗ－２

(4-21-4)Ｓ－１ (4-21-3) (4-22-3)Ｓ－２ (4-21-5,6) (4-22-4,5)Ｓ－３ (4-24-3,4)

(4-41-1,2,3)(4-31-4)

Ｄ　型

(4-31-3)

Ｃ　型

(4-31-2)

Ｂ　型Ａ　型

(4-31-1)

Ｅ　型

凡　　例

防火設備(告示1360号)(常閉)

防火設備(告示1360号)(常開、煙感連動)

特

特

特定防火設備(告示1369号)(常閉)防

防

・水切り部ﾀｲﾙの（ｱﾙﾐ水切りなし）詳り　4-51-2

特定防火設備(告示1369号)(常開、煙感連動)

位　　置

見込寸法

材質仕上

ガラス

付属金物

備　　考

姿　　図

位　　置

見込寸法

材質仕上

ガラス

付属金物

備　　考

姿　　図

型式・数量

型式・数量 1ヶ所

真空硝子

真空硝子

真空硝子

真空硝子

木製引き違い戸

▽ FL

▽ FL

▽ FL

―

既存建具改造再利用 既存建具改造再利用 既存建具改造再利用既存建具改造再利用

既存建具改造再利用

▽ FL

1ヶ所1ヶ所 1ヶ所

1ヶ所

木製片開き戸 木製片開き戸 木製片開き戸 木製片開き戸

― ―

1階 すみれ１組 掃除具入れ 1階 たんぽぽ組 掃除具入れ

―

２階 うめ２組 掃除具入れ

ST,ラッチ,プッシュつまみ ST,ラッチ,プッシュつまみ

―

ST,ラッチ,プッシュつまみ

―

ST,ラッチ,プッシュつまみ

下端アンダーカット後再取付 下端アンダーカット後再取付 下端アンダーカット後再取付

下端アンダーカット後再取付

扉:30

ポリ合板フラッシュ(PS面ラワン合板)

２階 うめ１組 掃除具入れ

扉:30

ポリ合板フラッシュ(掃除具入面:ラワン合板)

２階 さくら２組 PS

扉:30 扉:30 扉:30 扉:30

1階 すみれ２組 掃除具入れ

ST,ラッチ,プッシュつまみ(取替)

プッシュつまみ取付

下端アンダーカット後再取付

ラワン合板フラッシュ(ほふく室面:ビニルクロス貼)ラワン合板フラッシュ(保育室面:ビニルクロス貼) ラワン合板フラッシュ(保育室面:ビニルクロス貼) ラワン合板フラッシュ(保育室面:ビニルクロス貼)

改WD
1

改WD
2

改WD
3

改WD
4

改WD
5

500 500

1
,7
8
5

1
,7
8
5

6
00

420

1
,7
8
5

480

1
,7
8
5

380

1,
78
5

420

一般共通事項　（特記なき限り下記とする。）

木製建具の製作にあたっては、現場実測の上製作のこと。

鋼製建具の鋼板は厚1.6とし、仕上げはＳＯＰとする。

施工図作成の上、監督員の承諾を得た後製作のこと。

金物はステンレス製とし、見本品提出の上、監督員の承諾を得ること。

両開き・親子開きの防火戸のドアクローザーはストップなしとし、順位調整器を取付ける。

アルミニウム製建具のコンクリート及びモルタルに接する部分には、アルカリ絶縁塗装を行う。

また、ワイヤーストッパー、枠廻り4方にクロロブチレンスポンジゴムを設置する。

鋼製軽量引戸は、上吊式自動閉鎖装置付(任意・全開位置ストップ機能付き(防火戸は除く))とする。

アルミニウム製建具の金物は付属金物一式とし、クレセントは大型、設置位置は、床から1,500以下とする。

鋼製軽量扉の表面材は鋼板厚0.6、芯材はハニカムコア(特定防火設備の場合はメーカー認定品)とし

　１．

　２．　

　３．　

　４．　

　５．　

　６．　

　７．　

　８．　

　９．　

１０．　

１１．　

１２．　

１３．　

１４．　

１５．　

仕上げは焼付木目化粧鋼板(戸袋共)とする。

ＰＳ、ＥＰＳ等の点検扉は、片面フラッシュとする。

厚 

さ

内　部使用部位

Ｃ．建具扉見込み寸法

外　部

各部凡例及び共通事項　（特記なき限り下記とする。）

音響透過損失

25dB(500Hz)

30dB(500Hz)

35dB(500Hz)

ＡＴ

符　号

ＳＡＴ

Ａ．気密性・遮音性

ＰＡＴ

１．外部に面する鋼製建具はＳＡＴとする。

２．機械室等通常遮音を必要とする扉はＡＴとする。

ＡＴ

ＳＡＴ

符　号

ＰＡＴ

等　級

Ａ３

Ａ４

Ａ４

通　気　量

2以上　　8未満

1以上　　2未満

1以上　　2未満

種　別

形　状

Ａ　型 Ｃ　型

Ｂ．ガラリの形状

１．内部建具のガラリ形式はＡ型とする。

Ｂ　型

２．建具と同材質(同仕上)とする。

　　を取付ける。

６．W=1,500以上は裏面に補強を設ける。

４．ダクトに接続するガラリはダクト接続枠付とする。

３．ＯＡガラリ・ＥＡガラリ外面にはステンレス防虫金網(#16×10㎜)

５．ガラリの寸法は、現場確認の上決定する。

　　(下枠排水機構付)

30

紙障子

18

ふすま

50

埋込式防火戸 鋼製建具

40

鋼製軽量建具

35

木製ﾌﾗｯｼｭ戸 木製框戸

40

開口率(％)

1.2

1.2

1.2

30～40 40～60 30～40

1.0～1.2

1.2

1.2

鋼製

ｱﾙﾐ製

(mm)

等　級

Ｔ１

Ｔ２

Ｔ３

27

戸ふすま

符号 種 類 注意

4. 防錆処理（塗料、ボンデライジング、ジンクロメート、陽極酸化被膜、その他）

2. 特記なき限り握玉高さは床仕上面より　950mmとする。

3. 蝶番はドア寸法800×2000以上の鋼製は150mm3枚・木製は125mm2枚、
   750×2000以下の鋼製は125mm 3枚、木製は 100mm 2枚とする。

5. 寸法は枠有効内法を示す。

1. 建物金物は特記なき限りステンレス製とし、見本品により決定する。

製作に当たっては現場実測及びタイル割等に依って補正すること。

３.床面より上部につく場合　　　　Ｅ型

１.床仕上材が異なる場合　　　　　Ａ・Ｂ・Ｃ型

２.床仕上高さが異なる場合　　　　Ａ・Ｅ型

５.PS等点検口が床面に付く場合　　Ｄ型

４.外部出入口、内部水掛り部　　　Ｅ型

アルミニウム製建具の表面仕上げは特記なき限りＢ－１種とする。

網戸はガラス繊維入り合成樹脂製とする。(中桟の位置は視界を遮らないように協議し決定する)

外部に面する建具はシーリング納りとする。

を設置する。(但し、親子の子扉、点検口、防火戸、気密戸の類を除く)

開き扉のスチール枠には戸当りゴムを取付ける。(塗装はしないこと)

開放時に壁当りとなる出入口の戸には、ドアクローザー(室内側に設置)の有無にかかわらず戸当たり

自動扉は、停電時手動開放可能とし、安全光線（２段）付きとする。

面積の大きいガラス面には、カッティングシート張りで衝突防止マークを設置する。

電気錠は、停電時手動開放可能とし、自動火災報知設備と連動させる。

屋内避難階段･屋外避難階段に取付く特定防火設備･防火設備は、遮煙対応とする。

開き扉は、特記なき限り常閉とする。

自動扉には、全てＳＵＳ製スイッチＢＯＸを設ける。

１６．　

１７．　

１８．　

１９．　

２０．　

２３．　

２２．　

２４．　

２１．　

２５．　

２６．　

２７．　

２８．　

排煙ランマ窓の開放は開閉共ﾊﾝﾄﾞﾙ式ｵﾍﾟﾚｰﾀｰとし、開放角度は45°以上とする。

自動ドア・電気錠等の制御盤及び制御盤に付くスイッチ類は全て建築工事とする。

外部建具で上部に庇がない場合、上枠廻りに霧除けを設ける。霧除け及び枠廻りシーリング材充填。

ガラス裏バックボード（ケイカル板）はＥＰ塗装とする。

２９．　

３０．　

３１．　

ドアサイン（押・引）　※ユニオンDS1同等品とする。

プッシュプル押棒　※ユニオンT2231-01-205同等品とする。

自動ドア・電気錠等の制御盤及び制御盤に付くスイッチ類は全て建築工事とする。

プッシュプル押棒　※ユニオンT2231-01-205同等品とする。

レバーハンドル　※ユニオンUL475鏡面 同等品とする。

種 類 種 類 種 類

１．建具の種類と符号

符 号 符 号 符 号

２．ガラスの種類と符号

符 号 符 号種 類 符 号

Ｆ

ＰＷ

ＦＷ

ＳＷ

ＨＦＬ

型　板ガラス

熱線吸収フロートガラス

網入り　磨ガラス

網入り　型ガラス

線入り　磨ガラス

２．ガラスの種類と符号　　ＰＧ（複層ガラス）の種別

ＨＦ 熱線吸収型　板ガラス

ＨＰＷ 熱線吸収網入り　磨ガラス

ＨＦＷ

Ｄ

Ｓ

Ｔ

スリガラス

強化ガラス

熱線吸収網入り　型ガラス

熱線吸収フロート　板ガラス

ＴＦ 型板強化ガラス

ＨＰ 熱線反射ガラス

ガラス繊維ティッシュ

ＦＴ 結晶化ガラス

ＧＴ

ＬＥ Low･Eガラス

ＰＧ 複層ガラス

ＦＬ フロート板ガラス

ＦＲ 耐熱強化ガラス

符 号

クロロプレンゴム

モヘア

めし合わせ部（防音扉）めし合わせ部（防音扉）めし合わせ部（一般扉）

し

わ

せ

め

合

３２．　電気錠：美和TKU-002(ﾏｼﾞｶﾙﾃﾝｷｰﾕﾆｯﾄ)を標準とする。

３３．　特記なき限りDP塗装は上塗り一級とする。

ＷＤ 木製　扉

ＷＷ

ＷＧ

Ｆ

Ｓ

ＬＳＤ

ＬＳＷ

襖

トイレブース

パーティションＰ

木製　窓

木製　ガラリ

障子

軽量スチール製　扉

軽量スチール製　窓

ＴＢ

ステンレス製３方枠ＳＵＦ

ステンレス製　扉

アコーディオンドア

ＳＴＤ

ＡＤＤ

ＳＬＷ 移動間仕切

アルミアルマイト（シルバー）

ステンレス製ヘヤーライン仕上げ

ＡＬ

ＨＬ

ガラスブロック（アルミ枠）ＡＧＢ

ＨＷＤ 軽量ハンガー戸

Ｔ 防煙垂れ壁

ＡＤＷ

ＡＤ

ＡＷ

ＡＧ

ＡＳ

ＳＤ

ＳＷ

アルミ製窓付き扉

アルミ製　扉

アルミ製　窓

ＳＦ

アルミ製　ガラリ

アルミ製　シャッター

スチール製　扉

スチール製　窓

スチール製３方枠

T-5+A6+T-5

ＰＧ-７

ＰＧ-１

ＰＧ-２

ＰＧ-３

ＰＧ-４

ＰＧ-５

ＰＧ-６ LE5+A6+FL5

LE5+A6+F4（Low・eガラスt=5.0＋エアーt=6＋型板ガラスt=4.0）

FW6.8+A6+FT4（網入型板t=6.8＋エアーt=6＋型板強化ガラスt=4.0）

FW6.8+A6+F4

FL-5+A6+F-4

FL-5+A6+D-5

ＰＧ-８

ＰＧ-９

FL-5+A6+FL-5

FL-3+A6+FL-3

種 類 種 類符号符号

ロング丁番

フロア－ヒンジ

オートパワーヒンジ

フランス落とし

戸当たり

ピボットヒンジ

ケースロック錠（ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ）

錠
前

モノロック錠

本締り付モノロック錠

ＯＭ

ＧＴ

ＴＲ

ＢＨ

ＳＬ

ＦＦ

ＢＪ

シリンダー本締り錠

空　　　　　錠

防音用グレモン錠

強化ガラス用錠

非　　常　　錠

引　　戸　　錠

引　違　戸　錠

分電盤錠

ＨＫ

ＨＭ

ＬＡ

ＳＨ

錠
番

錠1

錠1h

錠2

錠3

錠3h

錠4

錠H

シリンダー+サムターン

シリンダー+メクラ

サムターンのみ

サムターン+非常カバー

シリンダー+シリンダー

ハンドルのみ

シリンダー+サムターン+非常ｶﾊﾞｰ ＤＣＮ

ＬＳ

ＡＳ アームストッパー

レバーストッパー

ノ
ブ

ＬＨ

ＮＤ

レバーハンドル

握玉

ケースハンドル

ＰＰ

ＰＢ

プッシュプル

押板・引手

ド
ア
チ
ェ
ッ
ク

ドアクローザーＤＫ

ドアクローザー(ストップなし）

ＣＨ

３．金物の種類と符号

ヒ
ン
ジ

符号

ＳＴ ＳＵＳ丁番

種類

アングルピース（片面）

アングルピース（両面）

ＴＡ

Ｆハ
ン
ガ
｜
等

ＦＨ

ＬＨ

ＰＯＨ

ＰＨ

排煙オペレーターの設置位置は、床から1,450とし壁埋込み(ﾊﾝﾄﾞﾙ収納ﾀｲﾌﾟ・開閉共ﾊﾝﾄﾞﾙ式)とする。

（強化 t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ 強化 t=5.0）

（Low・eガラスt=5.0＋エアーt=6＋フロートt=5.0）

（網入型板t=6.8＋エアーt=6＋型板ガラスt=4.0）

（ﾌﾛｰﾄ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ スリ t=5.0）

（ﾌﾛｰﾄ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ 型板 t=4.0）

（ﾌﾛｰﾄ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ﾌﾛｰﾄ t=5.0）

（ﾌﾛｰﾄ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ﾌﾛｰﾄ t=3.0）

DWDWDWDW

共有部側 共有部側

5 5

23

2
5

ＡＤＤ

ＡＤＷ

ＡＤ

ＡＷ

ＡＧ

ＡＳ

ＳＤ

ＳＷ

アルミ製窓付き扉

アルミ製　扉

アルミ製　窓

アルミ製　ガラリ

スチール製　扉

スチール製　窓

スチール製３方枠ＳＦ

ＳＵＦ

ＳＴＤ ステンレス製　扉

Ｐ

ＴＢ トイレブース

パーティション

Ｔ 防煙垂れ壁

符号

建具の種類と符号

ＷＤ

ＷＷ

ＷＧ

Ｆ

Ｓ

ＬＳＤ

ＬＳＷ

木製　扉

襖

木製　窓

木製　ガラリ

障子

材　　種

アコーディオンドア

ステンレス製３方枠

アルミ製　シャッター

軽量スチール製　扉

軽量スチール製　窓

一般事項：本表は設計図に示す建具表及び特記事項・標準詳細を一括して示す。

Ｆ

ＰＷ

ＦＷ

ＳＷ

ＨＦＬ

ＨＦ

ＨＰＷ

ＨＦＷ

Ｄ

Ｓ

Ｔ

ＴＦ

ＨＰ

ＦＴ

ＧＴ

ＬＥ

ＦＲ

型　板ガラス

熱線吸収フロートガラス

網入り　磨ガラス

網入り　型ガラス

線入り　磨ガラス

熱線吸収型　板ガラス

熱線吸収網入り　磨ガラス

スリガラス

強化ガラス

熱線吸収網入り　型ガラス

熱線吸収フロート　板ガラス

型板強化ガラス

熱線反射ガラス

ガラス繊維ティッシュ

結晶化ガラス

Low･Eガラス

耐熱強化ガラス

ＰＧ 複層ガラス

ＳＴ

ＳＴＦ

学校用強化ガラス

学校用強化型板ガラス

ＰＧ-５

ＰＧ-２

ＰＧ-３

ＰＧ-４

ＰＧ-６

ＰＧ-７

ＰＧ-８

ＰＧ-９

ＰＧ-10

ＰＧ-11

ＰＧ-12

ＰＧ-13

ＰＧ-14

ＳＰ-１

ＳＰ-２

ＳＰ-３

ＳＰ-４

種　　類符号

ＦＬ フロート板ガラス

ガラスの種類と符号

符号

ＰＧ-１

ステンレス製ヘヤーライン仕上げ

Ｆ

ＴＡ

ＦＨ

ＰＯＨ

ＰＨ

ＬＨ

ＯＭ

ＧＴ

ＴＲ

ＢＨ

ＳＬ

ＦＦ

ＨＫ

ＨＭ

ＬＡ

ＳＨ

錠1

錠1h

錠2

錠3

錠3h

ＣＨ

ＮＤ

ＬＨ

ＰＰ

ＰＢ

ＡＳ

ＬＳ

ＤＣＮ

ＤＫ

錠4

錠H

ロング丁番

フロア－ヒンジ

オートパワーヒンジ

ピボットヒンジ

アングルピース（片面）

アングルピース（両面）

フランス落とし

戸当たり

モノロック錠

本締り付モノロック錠

シリンダー本締り錠

空　　　　　錠

防音用グレモン錠

強化ガラス用錠

非　　常　　錠

引　　戸　　錠

ケースロック錠（ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ）

引　違　戸　錠

シリンダー+サムターン

シリンダー+メクラ

サムターンのみ

サムターン+非常カバー

シリンダー+シリンダー

ハンドルのみ

シリンダー+サムターン+非常ｶﾊﾞｰ

アームストッパー

レバーストッパー

レバーハンドル

握玉

ケースハンドル

プッシュプル

押板・引手

ドアクローザー

ドアクローザー(ストップなし）

符号

ＳＬＷ

ＡＧＢ

ＨＷＤ

ＨＬ

ＡＬ

材　　種

アルミアルマイト（シルバー）

ガラスブロック（アルミ枠）

軽量ハンガー戸

移動間仕切

種類符号

ＳＴ ＢＪＳＵＳ丁番 分電盤錠

鍵・金物の種類と符号

種類符号

ド
ア
チ
ェ
ッ
ク

ノ
ブ

錠
前

ヒ
ン
ジ

ハ
ン
ガ
｜
等

錠
前

スチール製

アルミ製

ステンレス製

種　　類

木　　　製

FL-5+A6+FW-6.8

FL-3+A6+FW-6.8

FL-5+A6+PW-6.8

FL-3+A6+PW-6.8

FL-5+A6+D-5

FL-5+A6+F-4

FL-3+A6+FL-3

ST-5+A6+FL-5

ST-5+A6+D-5

ST-5+A6+FW-6.8

ST-5+A6+PW-6.8

STF-4+A6+FW-6.8

STF-4+A6+PW-6.8

FW-6.8+V-0.2+Low-E-3

FW-6.8+V-0.2+Low-E-5

PW-6.8+V-0.2+Low-E-3

PW-6.8+V-0.2+Low-E-5

FL-5+A6+FL-5

ドアーグリルの材種と符号

ＳＧ

ＡＧ

ＳＴＧ

符号

ＷＧ

アンダーカット
ｈ=15

アンダーカット
ｈ=15

アンダーカット
ｈ=15

アンダーカット
ｈ=15

アンダーカット
ｈ=15

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＦＬ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＦＬ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋  Ｄ  t=5.0）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋  Ｆ  t=4.0）

（ＦＬ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=3.0）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=5.0）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＳＴＦ t=4.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＳＴＦ t=4.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋  Ｄ  t=5.0）

（ＰＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=3.0）

（ＰＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=5.0）

（ＦＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=3.0）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=5.0）

（ＦＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=5.0）

W W+602540 40

1
8
2

6

1
2

H

9
5

9
5

40 40W+55

1
82
6
1
2

H

W

5

22
0

25

25

5
25

H

W引残 引残

引残

W+49 45

25 15

10 25
45

1
0

45

1
5

2
5

2
5
10

10

H

W

25 12

25

10

30 45

1
0

3
0

4
5

2
5

12

W

H

4
5

1
0

1
2
25

30 45

10

3
0

25 12

25 W

H

1
0

4
5

4
5

H

25 12

25 W

25 15

10

1
0

4
5

3
0 1
5

251
0

25

10

4530

25 W

H

25 15

1
0

4
5

45

W

H

25 15

H

1
0

W

1
5

25

10

1
5

1
5

15 15

1
2

25

10

45 45

15
2
5

45 45

10

12 12 12

15

1
5

3
1
5

3
1
5

3

枠見込み－6

1
5場合の見切線
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仕上げ材が変わる
目地枠
3.0×12

ﾓﾙﾀﾙ充填

5

材料

Ｓ　　　鋼

ＡＬ　　アルミ

ＳＵＳ　ステンレス

ＢＲ　　真ちゅう

ＧＭ　　砲金

Ｗ　　　木

ＣＬ　　クリヤラッカー

ＤＳ　　硬質塩ビシート

その他

ＳＯＰ　合成樹脂調合ペイント

ＯＰ　　油性調合ペイント

ＯＳ　　オイルステイン

ＭＰ　　合成樹脂調合ペイント（マリンペイント）

寸法

材料

Ｓ　　　鋼

ＡＬ　　アルミ

ＳＵＳ　ステンレス

ＢＲ　　真ちゅう

ＧＭ　　砲金

Ｗ　　　木

ＣＬ　　クリヤラッカー

ＤＳ　　硬質塩ビシート

その他

ＳＯＰ　合成樹脂調合ペイント

ＯＰ　　油性調合ペイント

ＯＳ　　オイルステイン

ＭＰ　　合成樹脂調合ペイント（マリンペイント）
図面名称

工事名称 図面番号

凡例

図面名称

工事名称 図面番号

－

凡例

丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市北区駅前町１丁目５番１８号

特記事項・撤去建具表・建具表(１)
縮尺縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事
Ｒ７年６月 A-047

Ａ1版 1:200・1:50 
Ａ3版 1:400・1:100



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外)(補助対象外)(補助対象外) (補助対象外)

木製片引き戸
WD
208

(補助対象外)

１ケ所 １ケ所 １ケ所木製引き違い欄間付き片引き戸木製引き違い欄間付き引き違い戸
WD
401

WD
402

１ケ所 １ケ所木製引き違い戸
WD
301

WD
302

木製引き違い戸

・補助対象外工事も本工事に含む

825

1
00
66
0
4
0

1
00
66
0
4
0

型式・数量

位　　置

ガラス

付属金物

備　　考

見込寸法

材質仕上

型式・数量

備　　考

位　　置

見込寸法

材質仕上

ガラス

付属金物

姿　　図

位　　置

ガラス

付属金物

見込寸法

材質仕上

姿　　図

型式・数量

備　　考

姿　　図

真空硝子

真空硝子

真空硝子

真空硝子

▽ FL

１ケ所木製引き違い４枚戸 木製引き違い４枚戸 木製引き違い４枚戸 １ケ所１ケ所１ケ所

１ケ所 １ケ所 １ケ所

１ケ所木製片引き戸2ケ所

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

１階 すみれ２組 １階 うめ３組 １階 ばら２組

木製引き違い４枚戸

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

敷居レール、鴨居レール 新設

１階 たんぽぽ組

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

２階 うめ２組

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

▽ FL ▽ FL ▽ FL

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

戸車,堀込引手,ストッパー,指詰防止ゴム

１階 幼児便所②

2ケ所

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

戸車,堀込引手,ストッパー,指詰防止ゴム 戸車,堀込引手,ストッパー,指詰防止ゴム

１階 調乳室 １階 幼児便所①

１ケ所

木製片引き戸 木製片引き戸

木製引き違い４枚戸 木製引き違い４枚戸 １ケ所 １ケ所木製片引き戸

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

２階 幼児便所④

戸車,堀込引手,ストッパー,指詰防止ゴム

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

▽ FL

木製引き違い４枚戸

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

▽ FL

木製引き違い４枚戸

２階 さくら２組２階 ふじ２組 ２階 さくら１組２階 うめ１組

扉:36 扉:36 扉:36 扉:36

扉:36 扉:36 扉:36 扉:36

扉:36 扉:36 扉:36

扉:36 扉:36

既存敷居レール付替え、鴨居レール 新設 既存敷居レール付替え、鴨居レール 新設 既存敷居レール付替え、鴨居レール 新設

敷居レール新設、鴨居レール 新設 敷居レール新設、鴨居レール 新設

木製引き違い４枚戸

敷居レール新設、鴨居レール 新設敷居レール新設、鴨居レール 新設敷居レール新設、鴨居レール 新設 敷居レール新設、鴨居レール 新設

敷居レール新設、鴨居レール 新設 敷居レール新設、鴨居レール 新設 敷居レール新設、鴨居レール 新設

▽ FL

ポリ合板フラッシュ

―

１階 たんぽぽ組 物入

▽ FL

ポリ合板フラッシュ

―

１階 すみれ１組 物入

扉:30 扉:30

戸車,堀込引手 戸車,堀込引手

敷居レール新設、鴨居レール 新設 敷居レール新設、鴨居レール 新設

▽ FL

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

ポリ合板フラッシュ

―

扉:30

２階 物置

敷居レール新設、鴨居レール 新設

▽ FL

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

戸車,堀込引手,ストッパー,指詰防止ゴム

２階 幼児便所⑤

１ケ所木製片引き戸

扉:36

敷居レール新設、鴨居レール 新設

▽ FL

EP-G 塗装

戸車,堀込引手,ストッパー,指詰防止ゴム

扉:36

敷居レール新設、鴨居レール 新設

EP-G 塗装

戸車,堀込引手,ストッパー,指詰防止ゴム

扉:36

敷居レール新設、鴨居レール 新設

▽ FL

１階 廊下-ばら２組 ２階 廊下-さくら１組

戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム 戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム 戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム

戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム 戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム 戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム 戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム

ST t=4.0 (飛散防止フィルム) 欄間 FL t=3 ST t=4.0 (飛散防止フィルム) 欄間 FL t=3

WD
102

WD
103

WD
104

WD
101

WD
105

WD
106

WD
107

WD
201

WD
202

WD
203

WD
204

WD
206

WD
205

WD
207

3,600

1,
7
85

3,600

1,
7
85

3,600

1,
7
85

3,600

1,
7
85

3,600

1
,7
8
5

3,600

1
,7
8
5

3,600

1
,7
8
5

3,600

1
,7
8
5

3,600

1
,7
8
5

1,
7
85

600

1,
7
85

750

1,
7
85

750

1
,7
8
5

750

天袋扉既存のまま天袋扉既存のまま

1,
7
85

72
0

40

1,800

1,
7
85

72
0

40

1,800

1,
7
85

1,750780

1,
7
85

1,750 1,750

1,
7
85

1,
7
85

ステンレス製ヘヤーライン仕上げ

Ｆ

ＴＡ

ＦＨ

ＰＯＨ

ＰＨ

ＬＨ

ＯＭ

ＧＴ

ＴＲ

ＢＨ

ＳＬ

ＦＦ

ＨＫ

ＨＭ

ＬＡ

ＳＨ

錠1

錠1h

錠2

錠3

錠3h

ＣＨ

ＮＤ

ＬＨ

ＰＰ

ＰＢ

ＡＳ

ＬＳ

ＤＣＮ

ＤＫ

錠4

錠H

ロング丁番

フロア－ヒンジ

オートパワーヒンジ

ピボットヒンジ

アングルピース（片面）

アングルピース（両面）

フランス落とし

戸当たり

モノロック錠

本締り付モノロック錠

シリンダー本締り錠

空　　　　　錠

防音用グレモン錠

強化ガラス用錠

非　　常　　錠

引　　戸　　錠

ケースロック錠（ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ）

引　違　戸　錠

シリンダー+サムターン

シリンダー+メクラ

サムターンのみ

サムターン+非常カバー

シリンダー+シリンダー

ハンドルのみ

シリンダー+サムターン+非常ｶﾊﾞｰ

アームストッパー

レバーストッパー

レバーハンドル

握玉

ケースハンドル

プッシュプル

押板・引手

ドアクローザー

ドアクローザー(ストップなし）

ＡＤＤ

ＡＤＷ

ＡＤ

ＡＷ

ＡＧ

ＡＳ

ＳＤ

ＳＷ

アルミ製窓付き扉

アルミ製　扉

アルミ製　窓

アルミ製　ガラリ

スチール製　扉

スチール製　窓

スチール製３方枠ＳＦ

ＳＵＦ

ＳＴＤ ステンレス製　扉

Ｐ

ＴＢ トイレブース

パーティション

Ｔ 防煙垂れ壁

符号

建具の種類と符号

ＷＤ

ＷＷ

ＷＧ

Ｆ

Ｓ

ＬＳＤ

ＬＳＷ

木製　扉

襖

木製　窓

木製　ガラリ

障子

材　　種

アコーディオンドア

ステンレス製３方枠

アルミ製　シャッター

軽量スチール製　扉

軽量スチール製　窓

一般事項：本表は設計図に示す建具表及び特記事項・標準詳細を一括して示す。

符号

ＳＬＷ

ＡＧＢ

ＨＷＤ

ＨＬ

ＡＬ

材　　種

アルミアルマイト（シルバー）

ガラスブロック（アルミ枠）

軽量ハンガー戸

移動間仕切

種類符号

ＳＴ ＢＪＳＵＳ丁番 分電盤錠

鍵・金物の種類と符号

種類符号

ド
ア
チ
ェ
ッ
ク

ノ
ブ

錠
前

ヒ
ン
ジ

ハ
ン
ガ
｜
等

錠
前

Ｆ

ＰＷ

ＦＷ

ＳＷ

ＨＦＬ

ＨＦ

ＨＰＷ

ＨＦＷ

Ｄ

Ｓ

Ｔ

ＴＦ

ＨＰ

ＦＴ

ＧＴ

ＬＥ

ＦＲ

型　板ガラス

熱線吸収フロートガラス

網入り　磨ガラス

網入り　型ガラス

線入り　磨ガラス

熱線吸収型　板ガラス

熱線吸収網入り　磨ガラス

スリガラス

強化ガラス

熱線吸収網入り　型ガラス

熱線吸収フロート　板ガラス

型板強化ガラス

熱線反射ガラス

ガラス繊維ティッシュ

結晶化ガラス

Low･Eガラス

耐熱強化ガラス

ＰＧ 複層ガラス

ＳＴ

ＳＴＦ

学校用強化ガラス

学校用強化型板ガラス

ＰＧ-５ FL-5+A6+FW-6.8

FL-3+A6+FW-6.8

FL-5+A6+PW-6.8

FL-3+A6+PW-6.8

ＰＧ-２

ＰＧ-３

ＰＧ-４

FL-5+A6+D-5

FL-5+A6+F-4

FL-3+A6+FL-3

ＰＧ-６

ＰＧ-７

ＰＧ-８

ＰＧ-９

ＰＧ-10

ＰＧ-11

ＰＧ-12

ＰＧ-13

ＰＧ-14

ST-5+A6+FL-5

ST-5+A6+D-5

ST-5+A6+FW-6.8

ST-5+A6+PW-6.8

STF-4+A6+FW-6.8

STF-4+A6+PW-6.8

ＳＰ-１

ＳＰ-２

ＳＰ-３

ＳＰ-４

FW-6.8+V-0.2+Low-E-3

FW-6.8+V-0.2+Low-E-5

PW-6.8+V-0.2+Low-E-3

PW-6.8+V-0.2+Low-E-5

種　　類符号

ＦＬ フロート板ガラス

ドアーグリルの材種と符号ガラスの種類と符号

符号

ＰＧ-１ FL-5+A6+FL-5

ＳＧ

ＡＧ

ＳＴＧ

スチール製

アルミ製

ステンレス製

種　　類符号

ＷＧ 木　　　製

欄間既存のまま
EP-G塗替

欄間既存のまま
EP-G塗替

欄間既存のまま
EP-G塗替

欄間既存のまま
EP-G塗替

欄間既存のまま
EP-G塗替

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＦＬ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＦＬ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋  Ｄ  t=5.0）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋  Ｆ  t=4.0）

（ＦＬ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=3.0）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=5.0）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＳＴＦ t=4.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＳＴＦ t=4.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋  Ｄ  t=5.0）

（ＦＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=5.0）

（ＰＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=3.0）

（ＰＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=5.0）

（ＦＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=3.0）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=5.0）

・　.　.
・　.　.
・　.　.
・　.　.
・　.　.

REVISION １
２
３
４
５

凡例

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

A1版 1:100
A3版 1:200丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市北区駅前町１丁目５番１８号

図面番号

図面名称

工事名称

建具表(2)

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事
Ｒ７年６月 A-048



(補助対象外) (補助対象外) (補助対象外) (補助対象外) (補助対象外) (補助対象外) (補助対象外) (補助対象外)

１ケ所木製引き違い戸
WD
306

木製引き違い戸 １ケ所 １ケ所木製引き違い戸 木製引き違い戸
WD
307

WD
309

WD
310

１ケ所 木製引き違い戸
WD
308

１ケ所 １ケ所木製引き違い戸 木製引き違い戸
WD
305

WD
304

１ケ所
WD
303

木製引き違い戸

・補助対象外工事も本工事に含む

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

型式・数量

真空硝子

真空硝子

真空硝子

真空硝子

型式・数量

位　　置

ガラス

付属金物

備　　考

見込寸法

材質仕上

姿　　図

型式・数量

備　　考

位　　置

見込寸法

材質仕上

ガラス

付属金物

姿　　図

位　　置

ガラス

付属金物

見込寸法

材質仕上

備　　考

姿　　図

１ケ所 １ケ所

▽ FL ▽ FL

２階 うめ１組-ふじ２組 ２階 さくら１組-さくら２組

ST t=4.0　(飛散防止フィルム) ST t=4.0　(飛散防止フィルム)

標準金物一式

ブース 1ケ所

40

１ケ所

▽ FL

１ケ所 １ケ所 １ケ所 １ケ所

40

メラミン化粧板フラッシュ

SUS巾木

40

メラミン化粧板フラッシュ

40

メラミン化粧板フラッシュ

40

メラミン化粧板フラッシュ

40

メラミン化粧板フラッシュ

ブース ブース ブース ブース ブース

１階 幼児便所① １階 幼児便所② １階 幼児便所② ２階 幼児便所⑤ ２階 幼児便所⑤２階 幼児便所④

メラミン化粧板貼

木製移動間仕切木製移動間仕切

標準金物一式,SUS巾木,SUS笠木,表示錠 標準金物一式,SUS巾木,SUS笠木,表示錠 標準金物一式,SUS巾木,SUS笠木,表示錠 標準金物一式,SUS巾木,SUS笠木,表示錠

メラミン化粧板貼

扉:50 扉:50

標準金物一式

標準金物一式,SUS巾木

メラミン化粧板フラッシュ

―― ― ― ― ―

▽ FL

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

ポリ合板フラッシュ

―

２階 うめ２組 物入

▽ FL

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

ポリ合板フラッシュ

―

２階 うめ２組 物入

▽ FL

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

ポリ合板フラッシュ

―

２階 うめ２組 物入

▽ FL

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

―

２階 うめ２組 物入

１ケ所

▽ FL

ポリ合板フラッシュ

―

２階 うめ２組 物入

敷居レール新設、鴨居レール 新設 敷居レール新設、鴨居レール 新設 敷居レール新設、鴨居レール 新設 敷居レール新設、鴨居レール 新設 敷居レール新設、鴨居レール 新設

ポリ合板フラッシュ

扉:30 扉:30 扉:30 扉:30 扉:30

▽ FL ▽ FL

―

ポリ合板フラッシュ

―

１階 ばら２組 物入

ポリ合板フラッシュ

扉:30 扉:30

戸車,堀込引手 戸車,堀込引手

敷居レール新設、鴨居レール 新設 敷居レール新設、鴨居レール 新設

１階 うめ３組 物入

▽ FL

ポリ合板フラッシュ

―

１階 すみれ２組 物入

扉:30

戸車,堀込引手

敷居レール新設、鴨居レール 新設

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

1
TB

2
TB

3
TB

4
TB TB

5
TB
6

TB
7

SLW
2

SLW
1

830

8
0
0

9
0
0

196 500 360 500 356 500 196

9
00

880 1,320

1
,
82
0

135
500 500 306 500

160
175 590 440

296

1
,8
00

8
0
0

80
0

1
,8
0
0

196 500 360 500 356 500 196

9
00

80
0

2
,
60
0

2
,
60
0

天袋扉既存のまま 天袋扉既存のまま 天袋扉既存のまま 天袋扉既存のまま 天袋扉既存のまま

1,
7
85

72
0

40

1,
7
85

72
0

40

1,
7
85

72
0

40

1,
7
85

72
0

40

1,
7
85

72
0

40

1,800 1,8001,8001,8001,800

天袋扉既存のまま 天袋扉既存のまま

1,
7
85

72
0

40

1,800

1,
7
85

72
0

40

1,800

天袋扉既存のまま

1,
7
85

72
0

40

1,800

6,320 6,320

ＡＤＤ

ＡＤＷ

ＡＤ

ＡＷ

ＡＧ

ＡＳ

ＳＤ

ＳＷ

アルミ製窓付き扉

アルミ製　扉

アルミ製　窓

アルミ製　ガラリ

アルミ製　シャッター

スチール製　扉

スチール製　窓

スチール製３方枠ＳＦ

ＳＵＦ

ＳＴＤ

ステンレス製３方枠

ステンレス製　扉

Ｐ

ＴＢ トイレブース

パーティション

Ｔ 防煙垂れ壁

符号

建具の種類と符号

ＷＤ

ＷＷ

ＷＧ

Ｆ

Ｓ

ＬＳＤ

ＬＳＷ

木製　扉

襖

木製　窓

木製　ガラリ

障子

軽量スチール製　扉

軽量スチール製　窓

符号

ＳＬＷ

ＡＧＢ

ＨＷＤ

ＨＬ

ＡＬ

材　　種 材　　種

鍵・金物の種類と符号

種類符号 種類符号 種　　類符号

アルミアルマイト（シルバー）

ステンレス製ヘヤーライン仕上げ

ガラスブロック（アルミ枠）

軽量ハンガー戸

移動間仕切

Ｆ

ＴＡ

ＦＨ

ＰＯＨ

ＰＨ

ＳＴ

ＬＨ

ＯＭ

ＧＴ

ＴＲ

ＢＨ

ＳＬ

ＨＫ

ＨＭ

ＬＡ

ＳＨ

錠1

ＢＪ

錠1h

錠2

錠3

錠3h

ＣＨ

ＮＤ

ＬＨ

ＰＰ

ＰＢ

ＡＳ

ＬＳ

ＤＣＮ

ＤＫ

錠4

錠H

Ｆ

ＰＷ

ＦＷ

ＳＷ

ＨＦＬ

ＨＦ

ＦＬ

ＨＰＷ

ＨＦＷ

Ｄ

Ｓ

Ｔ

ＴＦ

ＨＰ

ＦＴ

ＧＴ

ＬＥ

ＰＧ

ＦＲ

ＳＵＳ丁番

ロング丁番

フロア－ヒンジ

オートパワーヒンジ

ピボットヒンジ

アングルピース（片面）

アングルピース（両面）

フランス落とし

戸当たり

モノロック錠

本締り付モノロック錠

シリンダー本締り錠

空　　　　　錠

防音用グレモン錠

強化ガラス用錠

非　　常　　錠

引　　戸　　錠

ケースロック錠（ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ）

型　板ガラス

熱線吸収フロートガラス

網入り　磨ガラス

網入り　型ガラス

線入り　磨ガラス

熱線吸収型　板ガラス

フロート板ガラス

熱線吸収網入り　磨ガラス

スリガラス

強化ガラス

熱線吸収網入り　型ガラス

熱線吸収フロート　板ガラス

型板強化ガラス

熱線反射ガラス

ガラス繊維ティッシュ

結晶化ガラス

Low･Eガラス

複層ガラス

耐熱強化ガラス
ノ
ブ

ド
ア
チ
ェ
ッ
ク

錠
前

分電盤錠

シリンダー+サムターン

シリンダー+メクラ

サムターンのみ

サムターン+非常カバー

シリンダー+シリンダー

ハンドルのみ

シリンダー+サムターン+非常ｶﾊﾞｰ

アームストッパー

レバーストッパー

レバーハンドル

握玉

ケースハンドル

プッシュプル

押板・引手

ドアクローザー

ドアクローザー(ストップなし）

ガラスの種類と符号

ヒ
ン
ジ

ハ
ン
ガ
｜
等

錠
前

一般事項：本表は設計図に示す建具表及び特記事項・標準詳細を一括して示す。

符号

ＳＴ 学校用強化ガラス

ＰＧ-７

ＰＧ-６

ＰＧ-８

ＰＧ-５

ＰＧ-１

ＰＧ-９

ＰＧ-10

ＰＧ-11

FW6.8+A6+STF4

FW6.8+A6+F4

STF-4+A6+FL-5

ST-5+A6+FL-5

ST-5+A6+FL-5

ST-5+A6+ST-5

ST-5+A6+STF-4

FL-5+A6+FW-6.8

FL-3+A6+FW-6.8

FL-5+A6+PW-6.8

FL-3+A6+PW-6.8

ＰＧ-12

ＰＧ-13

ＰＧ-14

ＰＧ-２

ＰＧ-３

ＰＧ-４

ＰＧ-１

FL-5+A6+D-5

FL-5+A6+F-4

FL-5+A6+FL-5

FL-3+A6+FL-3

FL-5+A6+D-5

FL-5+A6+F-4

FL-5+A6+FL-5

FL-3+A6+FL-3

ＳＰ-１

ＳＰ-２

ＳＰ-３

ＳＰ-４

ＦＦ 引　違　戸　錠 ＳＴＦ 学校用強化型板ガラス

種　　類符号

ＳＧ

ＷＧ

ＡＧ

ＳＴＧ

木　　　製

スチール製

アルミ製

ステンレス製

ドアーグリルの材種と符号

アコーディオンドア

（ＦＷ t=6.8＋エアーt=6＋STF t=4.0）

（ＦＷ t=6.8＋エアーt=6＋ Ｆ t=4.0）

（ＳＴＦ t=4.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ FＬ t=5.0）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=5.0）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=5.0）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＳＴ t=5.0）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋  STF t=4.0）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＦＬ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＦＬ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋  Ｄ  t=5.0）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋  Ｆ  t=4.0）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=5.0）

（ＦＬ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=3.0）

（ＦＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=3.0）

（ＦＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=5.0）

（ＰＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=3.0）

（ＰＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=5.0）

株式会社
REVISION

・　.　.

・　.　.

・　.　.

・　.　.

２

３

４

５

・　.　.１

建具表(3)

丸川建築設計事務所

丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

１級建築士事務所登録１０７８号

岡山市北区駅前町１丁目５番１８号

図面番号

担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

A1版 1: 50
A3版 1:100

縮尺 図面名称

工事名称

凡例 小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事
Ｒ７年６月 A-049



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外) (補助対象外) (補助対象外) (補助対象外) (補助対象外)

１ケ所 １ケ所 １ケ所 １ケ所 １ケ所木製片引き違い戸木製引き違い戸 木製引き違い戸 木製引き違い戸 木製引き違い戸 木製引き違い戸
WD
301

WD
302

WD
303

WD
304

WD
305

・補助対象外工事も本工事に含む

型式・数量

位　　置

ガラス

付属金物

備　　考

見込寸法

材質仕上

型式・数量

備　　考

位　　置

見込寸法

材質仕上

ガラス

付属金物

姿　　図

位　　置

ガラス

付属金物

見込寸法

材質仕上

姿　　図

型式・数量

備　　考

姿　　図

真空硝子

真空硝子

真空硝子

真空硝子

▽ FL

▽ FL

１ケ所木製引き違い４枚戸 木製引き違い４枚戸 木製引き違い４枚戸 １ケ所１ケ所１ケ所

１ケ所 １ケ所 １ケ所

１ケ所木製片引き戸2ケ所

扉:40

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

敷居レール、鴨居レール 新設

扉:40

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

敷居レール、鴨居レール 新設

扉:40

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

敷居レール、鴨居レール 新設

１階 すみれ２組 １階 うめ３組 １階 ばら２組

木製引き違い４枚戸

扉:40

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

敷居レール、鴨居レール 新設

１階 たんぽぽ組

扉:40

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

敷居レール、鴨居レール 新設

２階 うめ２組

扉:40

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

敷居レール、鴨居レール 新設

扉:40

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

▽ FL ▽ FL ▽ FL

扉:40

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

敷居レール、鴨居レール 新設

戸車,堀込引手,ストッパー,指詰防止ゴム

１階 幼児便所②

2ケ所

扉:40

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

敷居レール、鴨居レール 新設

扉:40

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

敷居レール、鴨居レール 新設

戸車,堀込引手,ストッパー,指詰防止ゴム 戸車,堀込引手,ストッパー,指詰防止ゴム

１階 調乳室 １階 幼児便所①

１ケ所

木製片引き戸 木製片引き戸

木製引き違い４枚戸 木製引き違い４枚戸 木製引き違い４枚戸

扉:40

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

敷居レール、鴨居レール 新設

戸車,堀込引手,ストッパー,指詰防止ゴム

２階 幼児便所⑤

１ケ所 １ケ所木製片引き戸

扉:40

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

敷居レール、鴨居レール 新設

２階 幼児便所④

戸車,堀込引手,ストッパー,指詰防止ゴム

扉:40

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

敷居レール、鴨居レール 新設

▽ FL

木製引き違い４枚戸

扉:40

EP-G 塗装

ST t=4.0 (飛散防止フィルム)

敷居レール、鴨居レール 新設

▽ FL

木製引き違い４枚戸

２階 さくら２組２階 ふじ２組 ２階 さくら１組２階 うめ１組

敷居レール、鴨居レール 新設

▽ FL ▽ FL ▽ FL ▽ FL ▽ FL

扉:40 扉:40 扉:40 扉:40 扉:40

敷居レール、鴨居レール 新設

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

ポリ合板フラッシュ

―

敷居レール、鴨居レール 新設

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

ポリ合板フラッシュ

―

敷居レール、鴨居レール 新設

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

ポリ合板フラッシュ

―

敷居レール、鴨居レール 新設

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

ポリ合板フラッシュ

―

敷居レール、鴨居レール 新設

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

ポリ合板フラッシュ

―

１階 すみれ１組 物入 １階 たんぽぽ組 物入 １階 すみれ２組 物入 １階 うめ３組 物入 １階 ばら２組 物入

１ケ所木製片引き戸

戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム 戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム 戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム

戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム 戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム 戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム 戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム戸車,堀込引手,引き戸錠,ストッパー,指詰防止ゴム

WD
102

WD
103

WD
104

WD
101

WD
105

WD
106

WD
107

WD
201

WD
202

WD
203

WD
204

WD
206

WD
205

WD
206

3,600

1,
7
85

3,600 3,6003,600

3,600 3,600 3,600

780

3,600 3,600 780

1
,8
00

1
,8
00

1
,8
00

1
,8
00

1
,
80
0

1
,
80
0

1
,
80
0

1
,
80
0

1
,
80
0

1
,
80
0

1,700

72
0

40

1,700

72
0

40

1,700

72
0

40

1,700

72
0

40

1,700

72
0

40

1
,8
00

1
,8
00

1
,8
00

1
,8
00

1
,8
00

天袋扉既存のまま 天袋扉既存のまま 天袋扉既存のまま

1
,8
00

750

1
,8
00

750

1
,8
00

750

天袋扉既存のまま 天袋扉既存のまま

ステンレス製ヘヤーライン仕上げ

Ｆ

ＴＡ

ＦＨ

ＰＯＨ

ＰＨ

ＬＨ

ＯＭ

ＧＴ

ＴＲ

ＢＨ

ＳＬ

ＦＦ

ＨＫ

ＨＭ

ＬＡ

ＳＨ

錠1

錠1h

錠2

錠3

錠3h

ＣＨ

ＮＤ

ＬＨ

ＰＰ

ＰＢ

ＡＳ

ＬＳ

ＤＣＮ

ＤＫ

錠4

錠H

ロング丁番

フロア－ヒンジ

オートパワーヒンジ

ピボットヒンジ

アングルピース（片面）

アングルピース（両面）

フランス落とし

戸当たり

モノロック錠

本締り付モノロック錠

シリンダー本締り錠

空　　　　　錠

防音用グレモン錠

強化ガラス用錠

非　　常　　錠

引　　戸　　錠

ケースロック錠（ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ）

引　違　戸　錠

シリンダー+サムターン

シリンダー+メクラ

サムターンのみ

サムターン+非常カバー

シリンダー+シリンダー

ハンドルのみ

シリンダー+サムターン+非常ｶﾊﾞｰ

アームストッパー

レバーストッパー

レバーハンドル

握玉

ケースハンドル

プッシュプル

押板・引手

ドアクローザー

ドアクローザー(ストップなし）

ＡＤＤ

ＡＤＷ

ＡＤ

ＡＷ

ＡＧ

ＡＳ

ＳＤ

ＳＷ

アルミ製窓付き扉

アルミ製　扉

アルミ製　窓

アルミ製　ガラリ

スチール製　扉

スチール製　窓

スチール製３方枠ＳＦ

ＳＵＦ

ＳＴＤ ステンレス製　扉

Ｐ

ＴＢ トイレブース

パーティション

Ｔ 防煙垂れ壁

符号

建具の種類と符号

ＷＤ

ＷＷ

ＷＧ

Ｆ

Ｓ

ＬＳＤ

ＬＳＷ

木製　扉

襖

木製　窓

木製　ガラリ

障子

材　　種

アコーディオンドア

ステンレス製３方枠

アルミ製　シャッター

軽量スチール製　扉

軽量スチール製　窓

一般事項：本表は設計図に示す建具表及び特記事項・標準詳細を一括して示す。

符号

ＳＬＷ

ＡＧＢ

ＨＷＤ

ＨＬ

ＡＬ

材　　種

アルミアルマイト（シルバー）

ガラスブロック（アルミ枠）

軽量ハンガー戸

移動間仕切

種類符号

ＳＴ ＢＪＳＵＳ丁番 分電盤錠

鍵・金物の種類と符号

種類符号

ド
ア
チ
ェ
ッ
ク

ノ
ブ

錠
前

ヒ
ン
ジ

ハ
ン
ガ
｜
等

錠
前

Ｆ

ＰＷ

ＦＷ

ＳＷ

ＨＦＬ

ＨＦ

ＨＰＷ

ＨＦＷ

Ｄ

Ｓ

Ｔ

ＴＦ

ＨＰ

ＦＴ

ＧＴ

ＬＥ

ＦＲ

型　板ガラス

熱線吸収フロートガラス

網入り　磨ガラス

網入り　型ガラス

線入り　磨ガラス

熱線吸収型　板ガラス

熱線吸収網入り　磨ガラス

スリガラス

強化ガラス

熱線吸収網入り　型ガラス

熱線吸収フロート　板ガラス

型板強化ガラス

熱線反射ガラス

ガラス繊維ティッシュ

結晶化ガラス

Low･Eガラス

耐熱強化ガラス

ＰＧ 複層ガラス

ＳＴ

ＳＴＦ

学校用強化ガラス

学校用強化型板ガラス

ＰＧ-５ FL-5+A6+FW-6.8

FL-3+A6+FW-6.8

FL-5+A6+PW-6.8

FL-3+A6+PW-6.8

ＰＧ-２

ＰＧ-３

ＰＧ-４

FL-5+A6+D-5

FL-5+A6+F-4

FL-3+A6+FL-3

ＰＧ-６

ＰＧ-７

ＰＧ-８

ＰＧ-９

ＰＧ-10

ＰＧ-11

ＰＧ-12

ＰＧ-13

ＰＧ-14

ST-5+A6+FL-5

ST-5+A6+D-5

ST-5+A6+FW-6.8

ST-5+A6+PW-6.8

STF-4+A6+FW-6.8

STF-4+A6+PW-6.8

ＳＰ-１

ＳＰ-２

ＳＰ-３

ＳＰ-４

FW-6.8+V-0.2+Low-E-3

FW-6.8+V-0.2+Low-E-5

PW-6.8+V-0.2+Low-E-3

PW-6.8+V-0.2+Low-E-5

種　　類符号

ＦＬ フロート板ガラス

ドアーグリルの材種と符号ガラスの種類と符号

符号

ＰＧ-１ FL-5+A6+FL-5

ＳＧ

ＡＧ

ＳＴＧ

スチール製

アルミ製

ステンレス製

種　　類符号

ＷＧ 木　　　製

欄間既存のまま
EP-G塗替

欄間既存のまま
EP-G塗替

欄間既存のまま
EP-G塗替

欄間既存のまま
EP-G塗替

欄間既存のまま
EP-G塗替

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＦＬ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＦＬ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋  Ｄ  t=5.0）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋  Ｆ  t=4.0）

（ＦＬ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=3.0）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=5.0）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＳＴＦ t=4.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＳＴＦ t=4.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋  Ｄ  t=5.0）

（ＦＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=5.0）

（ＰＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=3.0）

（ＰＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=5.0）

（ＦＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=3.0）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=5.0）

・　.　.
・　.　.
・　.　.
・　.　.
・　.　.

REVISION １
２
３
４
５

凡例

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

A1版 1:100
A3版 1:200丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所
岡山市北区駅前町１丁目５番１８号

図面番号

図面名称

工事名称

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事
Ｒ７年６月

撤去建具表(1)

A-050



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

(補助対象外) (補助対象外) (補助対象外) (補助対象外) (補助対象外) (補助対象外) (補助対象外)

(補助対象外)

WD
306

木製引き違い戸 木製引き違い戸 １ケ所 アルミ製２連片引き戸
WD
309

WD
308

WD
310

AW
101

AW
201

１ケ所 １ケ所木製引き違い戸 １ケ所木製引き違い戸 木製引き違い戸 アルミ製引き違い戸１ケ所
WD
307

１ケ所アコーディオンドア
ACD
1

・補助対象外工事も本工事に含む

型式・数量

真空硝子

真空硝子

真空硝子

真空硝子

型式・数量

位　　置

ガラス

付属金物

備　　考

見込寸法

材質仕上

姿　　図

型式・数量

備　　考

位　　置

見込寸法

材質仕上

ガラス

付属金物

姿　　図

位　　置

ガラス

付属金物

見込寸法

材質仕上

備　　考

姿　　図

▽ FL

扉:40

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

ポリ合板フラッシュ

―

２階 うめ２組 物入

▽ FL

扉:40

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

ポリ合板フラッシュ

―

２階 うめ２組 物入

▽ FL

扉:40

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

ポリ合板フラッシュ

―

２階 うめ２組 物入

▽ FL

扉:40

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

ポリ合板フラッシュ

―

２階 うめ２組 物入

１ケ所

▽ FL

２階 うめ１組-ふじ２組

ブース

40

―

ポリ合板フラッシュ

１ケ所

▽ FL

１ケ所 １ケ所 １ケ所 １ケ所

40 40 40 40 40

ブース ブース ブース ブース ブース

１階 幼児便所① １階 幼児便所② １階 幼児便所② ２階 幼児便所⑤ ２階 幼児便所⑤２階 幼児便所④

ST t=4.0

木製移動間仕切

▽ FL ▽ FL

扉:40

戸車,堀込引手,引き戸錠,指詰防止ゴム

ポリ合板フラッシュ

―

２階 うめ２組 物入 １階 廊下-ばら２組 ２階 廊下-さくら１組

カラーアルミ カラーアルミ

ST t=4.0 ST t=4.0

戸車,堀込引手,引き戸錠 戸車,堀込引手,引き戸錠

テラゾーブロック

5ケ所

扉:36

ポリ合板フラッシュ

標準金物一式、レール

木製移動間仕切 １ケ所

▽ FL ▽ FL

２階 さくら１組-さくら２組

ST t=4.0

扉:36

ポリ合板フラッシュ

標準金物一式、レール

２階 さくら１組-さくら２組

―

塩ビ

―

標準金物一式、レール

枠:70 枠:70

標準金物一式 標準金物一式,SUS笠木 標準金物一式,SUS笠木 標準金物一式,SUS笠木 標準金物一式,SUS笠木

ポリ合板フラッシュ ポリ合板フラッシュ ポリ合板フラッシュ ポリ合板フラッシュ

▽ FL

1
TB

2
TB

3
TB

4
TB TB

5
TB
6

TB
7

SLW
1

SLW
2

830

8
0
0

9
0
0

196 500 360 500 356 500 196

9
00

880 1,320

1
,
82
0

135
500 500 306 500

160
175 590 440

296

1
,8
00

8
0
0

80
0

1
,8
0
0

196 500 360 500 356 500 196

9
00

80
0

1,
7
85

1,750

66
0

1
00

1,
7
85

66
0

1
00

1,750

FIX

2
,6
00

6,360

2
,
60
0

6,360

72
0

40
1
,8
00

72
0

40
1
,8
00

72
0

40
1
,8
00

72
0

40
1
,8
00

72
0

40
1
,8
00

1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

天袋扉既存のまま 天袋扉既存のまま 天袋扉既存のまま 天袋扉既存のまま 天袋扉既存のまま

2
,
60
0

7,290

ＡＤＤ

ＡＤＷ

ＡＤ

ＡＷ

ＡＧ

ＡＳ

ＳＤ

ＳＷ

アルミ製窓付き扉

アルミ製　扉

アルミ製　窓

アルミ製　ガラリ

アルミ製　シャッター

スチール製　扉

スチール製　窓

スチール製３方枠ＳＦ

ＳＵＦ

ＳＴＤ

ステンレス製３方枠

ステンレス製　扉

Ｐ

ＴＢ トイレブース

パーティション

Ｔ 防煙垂れ壁

符号

建具の種類と符号

ＷＤ

ＷＷ

ＷＧ

Ｆ

Ｓ

ＬＳＤ

ＬＳＷ

木製　扉

襖

木製　窓

木製　ガラリ

障子

軽量スチール製　扉

軽量スチール製　窓

符号

ＳＬＷ

ＡＧＢ

ＨＷＤ

ＨＬ

ＡＬ

材　　種 材　　種

鍵・金物の種類と符号

種類符号 種類符号 種　　類符号

アルミアルマイト（シルバー）

ステンレス製ヘヤーライン仕上げ

ガラスブロック（アルミ枠）

軽量ハンガー戸

移動間仕切

Ｆ

ＴＡ

ＦＨ

ＰＯＨ

ＰＨ

ＳＴ

ＬＨ

ＯＭ

ＧＴ

ＴＲ

ＢＨ

ＳＬ

ＨＫ

ＨＭ

ＬＡ

ＳＨ

錠1

ＢＪ

錠1h

錠2

錠3

錠3h

ＣＨ

ＮＤ

ＬＨ

ＰＰ

ＰＢ

ＡＳ

ＬＳ

ＤＣＮ

ＤＫ

錠4

錠H

Ｆ

ＰＷ

ＦＷ

ＳＷ

ＨＦＬ

ＨＦ

ＦＬ

ＨＰＷ

ＨＦＷ

Ｄ

Ｓ

Ｔ

ＴＦ

ＨＰ

ＦＴ

ＧＴ

ＬＥ

ＰＧ

ＦＲ

ＳＵＳ丁番

ロング丁番

フロア－ヒンジ

オートパワーヒンジ

ピボットヒンジ

アングルピース（片面）

アングルピース（両面）

フランス落とし

戸当たり

モノロック錠

本締り付モノロック錠

シリンダー本締り錠

空　　　　　錠

防音用グレモン錠

強化ガラス用錠

非　　常　　錠

引　　戸　　錠

ケースロック錠（ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ）

型　板ガラス

熱線吸収フロートガラス

網入り　磨ガラス

網入り　型ガラス

線入り　磨ガラス

熱線吸収型　板ガラス

フロート板ガラス

熱線吸収網入り　磨ガラス

スリガラス

強化ガラス

熱線吸収網入り　型ガラス

熱線吸収フロート　板ガラス

型板強化ガラス

熱線反射ガラス

ガラス繊維ティッシュ

結晶化ガラス

Low･Eガラス

複層ガラス

耐熱強化ガラス
ノ
ブ

ド
ア
チ
ェ
ッ
ク

錠
前

分電盤錠

シリンダー+サムターン

シリンダー+メクラ

サムターンのみ

サムターン+非常カバー

シリンダー+シリンダー

ハンドルのみ

シリンダー+サムターン+非常ｶﾊﾞｰ

アームストッパー

レバーストッパー

レバーハンドル

握玉

ケースハンドル

プッシュプル

押板・引手

ドアクローザー

ドアクローザー(ストップなし）

ガラスの種類と符号

ヒ
ン
ジ

ハ
ン
ガ
｜
等

錠
前

一般事項：本表は設計図に示す建具表及び特記事項・標準詳細を一括して示す。

符号

ＳＴ 学校用強化ガラス

ＰＧ-７

ＰＧ-６

ＰＧ-８

ＰＧ-５

ＰＧ-１

ＰＧ-９

ＰＧ-10

ＰＧ-11

FW6.8+A6+STF4

FW6.8+A6+F4

STF-4+A6+FL-5

ST-5+A6+FL-5

ST-5+A6+FL-5

ST-5+A6+ST-5

ST-5+A6+STF-4

FL-5+A6+FW-6.8

FL-3+A6+FW-6.8

FL-5+A6+PW-6.8

FL-3+A6+PW-6.8

ＰＧ-12

ＰＧ-13

ＰＧ-14

ＰＧ-２

ＰＧ-３

ＰＧ-４

ＰＧ-１

FL-5+A6+D-5

FL-5+A6+F-4

FL-5+A6+FL-5

FL-3+A6+FL-3

FL-5+A6+D-5

FL-5+A6+F-4

FL-5+A6+FL-5

FL-3+A6+FL-3

ＳＰ-１

ＳＰ-２

ＳＰ-３

ＳＰ-４

ＦＦ 引　違　戸　錠 ＳＴＦ 学校用強化型板ガラス

種　　類符号

ＳＧ

ＷＧ

ＡＧ

ＳＴＧ

木　　　製

スチール製

アルミ製

ステンレス製

ドアーグリルの材種と符号

アコーディオンドア

（ＦＷ t=6.8＋エアーt=6＋STF t=4.0）

（ＦＷ t=6.8＋エアーt=6＋ Ｆ t=4.0）

（ＳＴＦ t=4.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ FＬ t=5.0）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=5.0）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=5.0）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＳＴ t=5.0）

（ＳＴ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋  STF t=4.0）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＦＬ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＰＷ t=6.8）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＦＬ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＷ t=6.8）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋  Ｄ  t=5.0）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋  Ｆ  t=4.0）

（ＦＬ t=5.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=5.0）

（ＦＬ t=3.0 ＋ ｴｱｰ t=6 ＋ ＦＬ t=3.0）

（ＦＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=3.0）

（ＦＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=5.0）

（ＰＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=3.0）

（ＰＷ t=6.8 ＋ 真空 t=0.2 ＋ Low-E t=5.0）

株式会社
REVISION

・　.　.

・　.　.

・　.　.

・　.　.

２

３

４

５

・　.　.１
丸川建築設計事務所

丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

１級建築士事務所登録１０７８号

岡山市北区駅前町１丁目５番１８号

図面番号

担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

A1版 1: 50
A3版 1:100

縮尺 図面名称

工事名称

凡例 小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事
Ｒ７年６月

撤去建具表(2)

A-051



U
P

2
,0
0
0

9
,0
0
0

2
,0
00

3,0007,500

2,0003,0001,0002,000

8,000

1,0007,000

8,000 6,000

3,6502,350

6,000

2,0001,650

2,4005,1003,000 3,0005,000 1,0001,0007,000

1,
8
25

1
75

2
,0
00

2
,0
00

6
,
50
0

4
,
00
0

6,
5
00

7,
5
00

1
,
10
5

2,
1
95

1
,
00
0

3
,
00
0

2
,
50
0

6
,
50
0

7,
5
00

1,
6
50

1,
70
0 3
,0
0
0

1
,
00
0

6,
50
0

4
,
00
0

7,
20
0

3,
8
50

3,0007,5006,0008,000 6,000 8,000

０ １ ２ ３ ４ ５

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

０ 1A １ ４３２ ５

出窓出窓

U
P 下部

収納庫
ポ－チ

Ｅ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｃ

ス
ロ
ー
プ

出窓

事務室

給湯室

幼児

便所③

物入

調乳室 

食品庫
検収室

下処理室

階段室

配膳
ｶｳﾝﾀｰ

廊下

スロープ新設

ＤＷ

(保育室ばら２組)
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物入

ほふく室
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医務室

ほふく室
たんぽぽ

ほふく室
すみれ２組

保育室
うめ３組

保育室
ばら１組

厨房
前室

令和7年 12月27日～12月30日
令和8年  1月 9日～ 1月12日

令和8年  1月 9日～ 1月12日
令和8年  1月16日～ 1月18日

令和8年  1月 9日～ 1月12日
令和8年  1月16日～ 1月18日

職員
便所

厨房
便所

令和7年 12月19日～12月21日
令和7年 12月27日～12月30日

PS

PS

令和7年 12月27日～12月30日

掃除具入

令和8年  1月23日～ 1月25日
令和8年  1月30日～ 2月 1日

令和8年  1月16日～ 1月18日
令和8年  1月23日～ 1月25日

令和8年  1月23日～ 1月25日
令和8年  1月30日～ 2月 1日

令和7年 12月27日～12月30日

令和8年  1月16日～ 2月 1日

令和7年 12月27日～12月30日
令和8年  1月10日～ 1月12日

１階 施工順序平面図　S=1：150

令和7年 12月27日～12月30日
令和8年  1月 5日～ 1月12日

幼児便所①

幼児便所②

修繕範囲を示す

※施工条件

　・施工時間帯
　　金曜日の午後6時以降午後9時まで、土日祝日は
　　午前8時30分から午後9時までとする。

　・施工ができない日等
　　平日:月曜～金曜日は原則作業はできない。
　　土曜日も30人ほどの園児の保育があるので騒音・粉塵等に
　　ついては養生及び施工工種について配慮をお願いします。

乳児室
たんぽぽ

令和8年  1月30日～ 2月 1日
令和8年  2月 6日～ 2月 8日

丸川建築設計事務所
岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
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縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社１REVISION

凡　例

A3版 1:150

Ｒ７年６月 小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事

１階 施工順序平面図

A-052
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幼児用手洗

更衣室
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PS

太鼓収納

(さくら１組)
(さくら１組)

物入

物置

物入

(さくら２組)

幼児便所⑤

ＤＷ

保育室
さくら１組

保育室
さくら２組

階段室

シャワー
ルーム

脱衣室

掃除具入

PS

保育室
うめ２組

保育室
ふじ１組

保育室
うめ１組

保育室
ふじ２組

幼児便所④

令和7年 11月21日～11月24日
令和7年 11月28日～11月30日

令和7年 11月21日～11月24日
令和7年 11月28日～11月30日

令和7年 11月 7日～11月 9日
令和7年 11月14日～11月16日

令和7年 11月 7日～11月 9日
令和7年 11月14日～11月16日

令和7年 11月14日～11月16日
令和7年 11月21日～11月24日

令和7年 11月14日～11月16日
令和7年 11月21日～11月24日

移動間仕切

令和7年 12月27日～12月30日

移動間仕切

廊下②

令和7年 12月 5日～12月 7日
令和7年 12月12日～12月14日

令和7年 12月 5日～12月 7日
令和7年 12月12日～12月14日廊下①

令和7年 12月19日～12月21日
令和7年 12月27日～12月30日

令和7年 12月27日～12月30日

２階 施工順序平面図　S=1：150

令和7年 12月 5日～12月14日

令和7年 11月21日～11月30日

修繕範囲を示す

※施工条件

　・施工時間帯
　　金曜日の午後6時以降午後9時まで、土日祝日は
　　午前8時30分から午後9時までとする。

　・施工ができない日等
　　平日:月曜～金曜日は原則作業はできない。
　　土曜日も30人ほどの園児の保育があるので騒音・粉塵等に
　　ついては養生及び施工工種について配慮をお願いします。

丸川建築設計事務所
岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.
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縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社１REVISION

凡　例

A3版 1:150

Ｒ７年６月 小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事

２階 施工順序平面図

A-053



厨房便所
・床の嵩上げ及び
　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄに更新
・衛生器具の更新
・壁化粧ｹｲｶﾙ板に更新

・スロープ新設　(対象外)
・職員用下足入れ台座新設(対象外)

・床ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ更新
・出入口木製建具更新

・出入口木製建具更新

・床ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ増張

・床フローリングﾞ増張

・出入口木製建具更新

・床ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ増張

・出入口木製建具更新

・床フローリング増張

・床ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ更新(増張)

・床フローリング増張

・出入口木製建具更新

・床フローリング増張

・衛生器具取替(対象外)

・幼児便所③ビニル床シート更新(対象外)

・同上腰壁化粧ケイカル板貼(対象外)

・保育室共通①～⑤⑦～⑨(対象外)

・同上壁ビニルクロス貼替(対象外)

・トイレブース更新(対象外)

・地袋扉更新(対象外)

・保育室共通①～⑥⑨(対象外)

・乳児用バス撤去(対象外)
・幼児用ﾏﾙﾁｼﾝｸ新設(対象外)

アルミ製建具→
木製建具に更新(対象外)

・保育室共通①～⑨(対象外)

・吊戸棚更新(対象外)

・壁ビニルクロス貼替(対象外)
・木部塗装更新(対象外)
・掲示板更新(対象外)

・流し台更新(対象外)

・保育室共通
　①～③⑦⑨(対象外)

・保育室共通①～③(対象外)
・廊下出入口アルミ製建具→
　木製建具に更新(対象外)

・保育室共通①～⑨(対象外)

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

【保育室共通】

階段室
・手摺更新
・手摺新設(対象外)

・木部塗装塗替(対象外)
・壁ビニルクロス張替(対象外)
・腰壁化粧ケイカル板張(対象外)

・床ビニル床シート更新　 
・衛生器具の更新　　

・腰壁化粧ｹｲｶﾙ板張　
・壁:ビニルクロス貼 
・出入口木製建具更新
・天井換気扇更新

・保育室共通①～⑨(対象外)

・床フローリング増張幼児バス撤去
(対象外)

・衛生器具の更新

・腰壁化粧ｹｲｶﾙ板
・壁ビニルクロス貼

・出入口木製建具更新

・天所換気扇更新

・床の嵩上げ及びビニル床シート貼

・天井仕上材(化粧GB)の更新天井下地調整

・トイレブース更新

・木部塗装塗替(対象外)

・洗濯防水パン(1ヶ所)更新
・洗濯防水パン(1ヶ所)増設(対象外)

・洗濯防水パン(1ヶ所)更新
・洗濯防水パン(1ヶ所)増設
　(対象外)

・床フローリング増張
　(対象外)

・腰壁化粧ｹｲｶﾙ板に更新(対象外) ・壁化粧ｹｲｶﾙ板に更新

・補助対象外工事も本工事に含む。

①腰壁:化粧ケイカル板張------------(対象外)

②壁:ビニルクロス張替--------------(対象外)

③木部塗装塗替え-------------------(対象外)

④物入床フローリング増張-----------(対象外)

⑤物入木製建具更新-----------------(対象外)

⑥吊戸棚耐震金物取替・開閉調整-----(対象外)

⑦幼児用マルチシンク更新-----------(対象外)

⑧手洗いマルチシンク収納棚:扉取替--(対象外)

⑨手洗い部床ビニル床シート更新-----(対象外)
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修繕内容説明図 １階 平面図　S=1：150

修繕範囲を示す
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縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

A3版 1:150

Ｒ７年６月 小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事
A-054

修繕内容説明図 １階 平面図



・移動間仕切更新
・作業範囲天井撤去・更新
・干渉電気設備取り外し再取付

・床フローリング増張

・床フローリング増張

・移動間仕切更新　　　
・作業範囲天井更新　　
・干渉照明取外し再取付

・床ビニル床シート更新
・腰壁化粧ケイカル板張
・壁ビニルクロス貼
・出入口木製建具更新
・トイレブース更新
・衛生器具の更新
・天井換気扇更新

・床ビニル床シート更新
・壁化粧ケイカル板張　
・出入口木製建具更新　
・トイレブース更新　　
・衛生器具の更新　　　

・床フローリング増張・床フローリング増張
・床フローリング増張 ・床フローリング増張

・(移動間仕切更新)

・出入口木製建具更新
・出入口木製建具更新

・出入口木製建具更新

・出入口木製建具更新

・床フローリング増張

・床フローリング増張

・出入口木製建具更新

・(移動間仕切更新)

・保育室共通①～⑨(対象外) ・保育室共通①②③⑦⑧⑨(対象外)

・転落防止防護格子新設(対象外)

・掲示板更新(対象外)
・木部塗装塗替(対象外)
・壁クロス貼貼替(対象外)

・壁クロス貼貼替(対象外)
・木部塗装塗替(対象外)

・天井換気扇更新　　　

・保育室共通①～⑤⑦(対象外)

アコーディオンカーテン撤去(対象外)

アルミ製建具→
木製建具に更新(対象外)

・アコーディオンカーテン撤去(対象外)

・保育室共通①～③(対象外)

・幼児用バス撤去(対象外)

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

【保育室共通】

・腰壁化粧ｹｲｶﾙ板張(対象外) 階段室
・手摺更新
・手摺新設(対象外)
・腰壁化粧ケイカル板張(対象外)
・壁ビニルクロス張替(対象外)
・木部塗装塗替(対象外)

・腰壁化粧ｹｲｶﾙ板張（対象外）

・太鼓収納庫更新(対象外)
・廊下出入口アルミ製建具→
　木製建具に更新(対象外)

・保育室共通①～③⑦⑨(対象外)
・床フローリング増張

・保育室共通①～⑨(対象外)

・(移動間仕切更新) ・(移動間仕切更新)

・保育室共通①～⑨(対象外)

・洗濯防水パン(2ヶ所)新設(対象外)

・補助対象外工事も本工事に含む。

①腰壁:化粧ケイカル板張------------(対象外)

②壁:ビニルクロス張替--------------(対象外)

③木部塗装塗替え-------------------(対象外)

④物入床フローリング増張-----------(対象外)

⑤物入木製建具更新-----------------(対象外)

⑥吊戸棚耐震金物取替・開閉調整-----(対象外)

⑦幼児用マルチシンク更新-----------(対象外)

⑧手洗いマルチシンク収納棚:扉取替--(対象外)

⑨手洗い部床ビニル床シート更新-----(対象外)
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小谷かなりや認定こども園大規模修繕工事

倉敷市福井２０５番地２ ． 工 事 場 所

１ ． 工 事 名 称

３ ． 建 物 概 要

４ ． 主 な 用 途

５ ． 一 般 事 項

　１）適用基準等

発電機設備 用 　 　 途

形 　 　 式

エ ン ジ ン

発 電 機 定格出力

特 殊 仕 様

冷却方式

燃料タンク

始動時間

始 動 盤

燃　　料

種　　類

出力電圧

定格出力 　　　　　　ＰＳ　　　　　　ｒｐｍ

運　　転

・　パッケージ型　・　据置型　・　屋内型　・　屋外型

（　・　１時間　・　連続　・　常用　）

（　・　ディーゼル　　・　タービン　）

（　・　水冷　　・　空冷　）

（　・　重油　　・　軽油　　・　ガス　）

　　　　　　　Ｌ（　・　搭載型　・　別置型）

　　秒以内　始動方式（・　空気　・　蓄電池）

（　・　搭載型　　・　別置型　）

・　常用　　・　非常用　　・　兼用　　・　コージェネ

蓄電池設備 用 　 　 途

収 容 形 式

特 殊 仕 様

整 流 器

蓄電池形式 鉛

アルカリ

負荷電圧調整器　　　　　　　　　Ａ

セル　　　　Ｖ　　　ＡＨ　　　ＨＲ

・　非常用　　・　一般　　・　兼用

・　閉鎖型　　・　開放架台

（　・　ＨＳ　　・　ＨＳ－Ｅ　　・　ＭＳＥ　）

（　・　ＡＭＨ　　・　ＡＨＨ　・　ＡＨ　）

入力　　φ　　Ｗ　　　　Ｖ　全自動充電方式

　　　φ　　Ｗ　　　　ｋＶＡ　　　Ｈｚ、　力率　　　％

　　　φ　　Ｗ　　　　ｋＶＡ　　　Ｈｚ、

　仕　様、　工　事　内　容　及　び　工　事　区　分

電 圧 種 別引 込 設 備 ・　高圧

・　低圧

引 込 方 式 ・　架空　　・　地中　　・　構内地中

・　低圧

受変電設備 形 　 　 式

施 設 場 所

主 遮 断 器

進相コンデンサ

変圧器

・　閉鎖型（キュービクル）　・　簡易閉鎖型　・　開放組立型

・　屋内（　　階）　　・　屋外（　・　地上　・　屋上）

・　ＶＣＢ　・　ＧＣＢ　・　ＬＢＳ　

　　３φ　３Ｗ　６６００Ｖ　６０Ｈｚ

　　　φ　　Ｗ　　　　　Ｖ　　　Ｈｚ

　　　φ　　Ｗ　　　　　Ｖ　　　Ｈｚ

（　動力用　　２００ｋＶＡ、　　電灯用　　　１００ｋＶＡ）

（　その他　　　　　　　　　　　　　用　　　　　　ｋＶＡ）

　　　　　　　　　　 ５３.２　ｋｖａｒ

　　７．２ｋＶ　６００Ａ　１２．５ｋＡ

設 備 容 量

直列リアクトル　　　　　　　　　　 ３.１９　ｋｖａｒ

協会監修）、電気設備の技術基準、内線規程、消防法、建築基準法及び、その他

・　ＲＣ　　・　ＳＲＣ　　・　Ｓ　　

本工事は設計図・特記仕様書によると共に、建築設備工事共通仕様書（日本建築家

施工にあたり、疑義が生じた場合は、係員と協議すること。

本工事に必要な官公庁への手続きは、請負業者にて代行し、これに要する費用は、請

負業者の負担とする。

施工者は、係員の承認なく、施工方法、使用材料及び使用機器を変更してはならない。

変更を行う場合は、速やかに変更図面を提出し、係員の承認を得た後に施工すること。

下記の　・　印の書類を係員に提出すること。

工事完成後、経済産業局、その他官公庁の各種検査に合格すると共に、係員の検査に

合格すること。

２）工事項目は、番号の入っている設備項目を適用する。

３）仕様、工事内容及び工事区分は、・　印を付したものを適用する。

４）機器の取付高さは、特に指示のない場合、標準取付高さによること。

　工事書類　　・　工程表　　・　メーカリスト　　・　納入仕様書　　・　施工図

　完成書類　　・　官公庁等への諸手続きの写し　　・　検査試験成績表

　　　　　　　・　取扱説明書　　・　工事記録写真　・　竣工図

１）配線器具プレート（　・　樹脂　・　新金属　・　ステンレス　・　　　　　　）

関係法令・規則・条例に基づき、完全に施工するものとする。

順位は１．現場説明書　２．本特記仕様書　３．図面　４．共通仕様書とする。

　仕　様、　工　事　内　容　及　び　工　事　区　分

監視盤設備 形 　 　 式

監 視 対 象

計 装 配 線

・　自立型　　・　デスク型

・　受変電　　・　衛生動力　　・　空調動力　　・　温湿度

・　発電機

・　含む　　・　含まず

施 工 範 囲幹 線 設 備

電 　 　 圧

低圧配電盤二次側端子接続より分電盤・制御盤等の一次側接続

配 線 種 別 一般電灯動力（　・　電線管　・　ケーブル　・　バスダクト）

非常電灯動力（　・　耐熱電線　　・　耐火ケーブル　　　　）

直　流　　　（　・　耐熱電線　　・　耐火ケーブル　　　　）

電灯　・　　　　　　　　　　（　・　ＡＣ　・　ＧＡＣ　）

まで。　　盤類（　・　含む　　・　含まず　）

施 工 範 囲動 力 設 備 制御盤を（　・　含み　・　含まず）二次側端子接続より、

各動力負荷一次側接続まで。

インターロック配線（　・　含む　　・　含まず　）

自動制御配線　　　（　・　含む　　・　含まず　）

警報配線（　・　含む　　・　含まず）

警報盤　（　・　含む　　・　含まず）

電灯コンセント設備 施 工 範 囲

配 線 器 具

分電盤を（　・　含み　・　含まず）二次側端子接続より、

配線器具等の取付まで。

・　連用型　　・　大角連用型　　・　ワイド型

照明器具設備 施 工 範 囲

器 具 仕 様

非常照明用予備電源　（　・　内蔵　　・　別置　）

誘導灯用非常電源　　（　・　内蔵　　・　別置　）

非常照明器具（　・　専用　　・　兼用　　・　組込　）

電話配管設備

建物内配管

引 込 方 法

構 内 配 線

・　架空　　・　地中　　・　構内地中

・　配管　　・　ケーブルラック

・　含む　　・　含まず

交 換 機電 話 設 備 ・　含む　　・　含まず

・　電子交換機　局線　　　／　　　回線

・　ボタン電話機　　　　　型

放 送 設 備 用 　 　 途

増幅器形式

遠隔操作器

付 属 機 器

出力　　　　Ｗ、出力回路　　　　回路

・　非常用　　・　一般用　　・　兼用

・　自立型　・　卓上型　・　デスク型　・　壁掛型

・　有　　・　無　（　・　非常用　・　一般用　）

増幅器設置場所

　　　共聴設備

増 幅 器

規 　 　 格

アンテナマスト

テレビ・ラジオ ア ン テ ナ ・　有　　・　無

・　ＵＨＦ　・　ＦＭ　・　ＡＭ

・　無　　・　有

・　一般　　・　ＢＬ

・　自立型　　・　側壁型

動力　・　３φ３Ｗ　　　Ｖ　（　・　ＡＣ　・　ＧＡＣ　）

動力　・　３φ３Ｗ２００Ｖ　（　・　ＡＣ　・　ＧＡＣ　）

電灯　・　　　　　　　　　　（　・　ＡＣ　・　ＧＡＣ　）

直流　・　２Ｗ１０８Ｖ

・　ＢＳ／１１０°ＣＳ　・　ＣＳ

情報配管設備

配 　 　 線

建物内配管

引 込 方 法 ・　架空　　・　地中　　・　構内地中

・　配管　　・　ケーブルラック

・　含む　　・　含まず

電気時計設備 親 時 計

子 時 計

水晶発振式（　・　壁掛型　　・　据置型　）出力　　　回路

・　壁掛型　　・　半埋込型　　・　埋込型　　・　吊下げ型

　仕　様、　工　事　内　容　及　び　工　事　区　分

　　　　　　設備

インターホン設備 用 　 　 途

通 話 方 式

形 　 　 式

・　ドアホン　　・　所内連絡

・　同時通話　　・　交互通話

・　親子式　　・　相互式　　

自動火災報知設備 受 信 機

総 合 盤

消火ポンプ起動

（自火報）　　　回線、（防排煙）　　　回線

・　消火栓組込　　・　単独

・　発信機連動　　・　別置押釦

・　単独　・　複合　　　型　　級（　・　自立型　・　壁掛型　）

受信機設置場所

防排煙制御設備 制 御 盤

制 御 対 象

・　単独（　　　回線　）　・　火災報知受信機組込

・　防火戸　・　ダンパー　・　防煙垂壁　・　排煙口　・　シャッタ

避 雷 設 備 方 　 　 式

接 地 極

突針支持管

端 子 箱

・　突針　　・　棟上導体　　

・　銅板　　ヵ所　　・　建物接地

・　鋼管　・　黄銅管　・　アルミ管（　・　自立型　・　側壁型　）

・　塩ビ　　・黄銅　　・　ステンレス

電力会社・ＮＴＴに納入する負担金

テレビ受信のビル影障害調査及び補償費

電気 建築項　　　　　　　目

（該当欄に　　印で記します。）

受電後、引渡し迄の電気基本料金及び使用料金

シンダーコンクリート打設工事

ピット工事（縁金物、蓋共）

天井に取付ける機器の穴明けと補強工事及び取付枠

空調機・ボイラ等の制御機器及び自動制御配線

換気扇の供給取付工事

電極棒及び保持器

電話機とその取付工事及び入線工事

空調機の室内機・室外機間の亘り配線

電気配線用点検口の設置工事

コンクリート基礎（　・　キュービクル　・　発電機　

　・　変圧器　・　盤類　・　外灯　　　　　　）

（その他下記以外で、係員が同等品以上と認めたもの）

電線ケーブル

バスダクト

電　線　管

電線管付属品

配 線 器 具

合成樹脂電線管

キュービクル

高低圧配電盤

照 明 器 具

制御盤監視盤

分電盤端子盤

進　相　器

変　圧　器

高 圧 機 器

発　電　機

エ ン ジ ン

直流電源装置

電話交換機

放 送 機 器

テレビ共聴

電 気 時 計

インターホン

ナースコール

自火報防排煙

避　雷　針

ナースコール設備 機 　 　 器

通 話 方 式

夜間切り替え

・　ＰＣ型　　・　ボード型　　・　卓上型

・　交互通話　　・　自動交互通話　　・　同時通話

・　有　　・　無

記　号 標準取付高さ適　　　　　用名　　称

照 明 器 具 　 　 コ ー ド 吊 　 　 壁 付 　 　 非 常 照 明

　 　 　 　 壁 付 　 　 　 　 　 　 非 常 照 明 組 込

誘 　導　灯 　 　 通 路 誘 導 灯 は 矢 印 を 記 入

コ ンセント 壁 付 （ ２ Ｐ １ ５ Ａ × ２ コ 口 ） 他 は 口 数 傍 記

傍 記 Ｔ は 引 掛 型 、 Ｅ は 接 地 端 子 付 、 Ｗ Ｐ は

防 滴 型 を 示 す 。

Ｆ Ｌ ＋ ３ ０ ０

和 室 ＋ ２ ０ ０

　 　 床 付 ２ Ｐ １ ５ Ａ × ２

確 認 ラ ン プ 付 、 窓 数 傍 記

ス イ ッ チ

リモコンセレクタスイッチ

パイロットランプ

Ｆ Ｌ ＋ １ ３ ０ ０

和 室 　 １ ２ ０ ０回 路 数 は 傍 記 に よ る

　 　 片 切 　 　 両 切 　 　 ３ 路 　 　 ４ 路

リモコンスイッチＲ

２ ３ ４

容 量 傍 記 、 Ｆ Ｌ は 蛍 光 灯 用調 　光　器

自動点滅器 特 記 な き は ３ Ａ と す る 。Ａ

制御用スイッチ

フロートスイッチ

圧 力 ス イ ッ チ

フロートレススイッチ電極（極数は傍記）ＬＦ

Ｆ

Ｐ

開　閉　器

電灯分電盤

換　気　扇 大 き さ 傍 記 、 　 　 天 井 扇

容 量 は 傍 記Ｓ

動力制御盤

灯動共用盤

Ｆ Ｌ ＋ １ ５ ０ ０

上 端 Ｆ Ｌ ＋ １ ９ ０ ０

　 　 　 〃

　 　 　 〃

警　報　盤

保 安 器 盤

端　子　盤

親　時　計

子　時　計

ＴＶ機器収納凾

直列ユニット

ア ン テ ナ 種 類 、 素 子 数 傍 記

大 き さ 傍 記パラボラアンテナ

７ ５ Ω （ 　 　 端 子 型 ）

親 機 　 　 　 子 機インターホン ｔｔ

避 雷 突 針

種 別 傍 記接 　地　極

プルボックス

ジョイントボックス

　 　 マ ン ホ ー ル （ 蓋 荷 重 傍 記 ）ハンドホール

立 上 り 、 素 通 し 、 引 下 げ配 管・配線

天 井 埋 込 ・ 天 井 隠 ぺ い

床 埋 込 ・ 床 隠 ぺ い

露 出

地 中

　 　〃

　　〃

　　〃

　　〃

壁 付 　 　 床 付 （ ロ ー テ ン シ ョ ン ス タ ン ド 共 ）電話アウトレット

天 井 埋 込 型 　 　 壁 掛 型

ホーン型スピーカ

ス ピ ー カ

ジ ャ ッ ク

アッテネータ

増　幅　器

遠隔操作器

Ｍ Ｊ マ イ ク ジ ャ ッ ク 、 Ｓ Ｊ ス ピ ー カ ジ ャ ッ クＪ

ＡＭＰ

試験用接続端子箱

接 地端子箱

自動スイッチ 熱 線 セ ン サ ー 付

情報用アウトレット 壁 付 　 　 床 付 （ ロ ー テ ン シ ョ ン ス タ ン ド 共 ）

１φ３Ｗ２００／１００Ｖ

３φ４Ｗ２００／１００Ｖ

衛生 空調 別途 　備　　　考

照 明 器 具

照 明 器 具 屋 外 灯

・　事務所棟　１階　事務室

　２）疑　　　義

　４）工法の決定

　６）検　　　査

　３）官公庁その他の手続

　５）提 出 書 類

　７）特 記 事 項

７ ． 工 事 区 分

建築主負担

　　〃

補強工事は建築工事

パナソニック・東芝

内外電機

内外電機

アイリスオーヤマ

内外電機

内外電機

三菱・日立・東芝

三菱・日立・東芝

三菱・日立・東芝・エナジーサポート・戸上

日立電線またはＪＩＳ規格品

８ ． メ － カ リ ス ト

対象工事外

対象工事外

パナソニック・ＴＯＡ・ＪＶＣケンウッド・東芝

ＤＸ・マスプロ

パナソニック・アイホン・ケアコム

ニッタン・能美・ホーチキ

対象工事外

対象工事外

対象工事外

対象工事外

対象工事外

２

６ ． 工 事 項 目 ６ ． 工 事 項 目 凡　　　　　　　　　例

・認定こども園　　　・　　　　　［消防法　第　　項（　）］

６ ． 工 事 項 目

1

2 照明器具の一時撤去再取付工事

地下　　階／地上　　階／塔屋　　階／延面積　　　　　　㎡

NS

(仮称)岡山県貨物運送株式会社 新津山主管支店新築工事

　.　.

　.　.

・　.　.５ 丸 川 眞 太 郎
・　.　.４

１級建築士大臣登録第１８８５８６号
図面名称担当者担当者設計責任者 縮尺・　.　.３ １級建築士事務所登録１０７８号

岡山市駅前町１丁目５番１８号・２
凡　例 丸川建築設計事務所株式会社

・１REVISION 図面番号工事名称グループ長設計部長総括責任者

電気設備工事　特記仕様書

Ｒ７年６月 E-001

Ｍ

ＲＭ

Ｓ



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

壁面配線器具脱着
幼児用マルチシンク
自動水栓用コンセント取付

壁面配線器具脱着
幼児用マルチシンク
自動水栓用コンセント取付

壁面配線器具脱着
幼児用マルチシンク
自動水栓用コンセント取付

壁面配線器具脱着
幼児用マルチシンク
自動水栓用コンセント取付

壁面配線器具脱着
幼児用マルチシンク
自動水栓用コンセント取付

壁面配線器具脱着
幼児用マルチシンク
自動水栓用コンセント取付

・補助対象外工事も本工事に含む。
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幼児便所①
別図詳細図参照

別図詳細図参照

廊下

壁面配線器具脱着

壁面配線
器具脱着

幼児便所②
別図詳細図参照

電気設備 １階平面図　S=1：150

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

A3版 1:150

Ｒ７年６月 小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事

電気設備 １階平面図

E-002



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

コンセント新設
電灯スイッチ新設

既存スイッチ移設

コンセント新設
電灯スイッチ新設

壁面配線器具脱着
幼児用マルチシンク
自動水栓用コンセント取付

壁面配線器具脱着
幼児用マルチシンク
自動水栓用コンセント取付

壁面配線器具脱着
幼児用マルチシンク
自動水栓用コンセント取付

壁面配線器具脱着
幼児用マルチシンク
自動水栓用コンセント取付

壁面配線器具脱着
幼児用マルチシンク
自動水栓用コンセント取付

壁面配線器具脱着
幼児用マルチシンク
自動水栓用コンセント取付

壁面配線器具脱着

・補助対象外工事も本工事に含む。
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保育室
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照明器具撤去復旧

保育室
うめ１組

照明器具撤去復旧

壁面配線器具脱着壁面配線器具脱着

壁面配線器具脱着

A部

A部 詳細図　 S=1:50

電気設備 ２階平面図　S=1：150

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

A3版 1:150

Ｒ７年６月 小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事

電気設備 ２階平面図

E-003



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

コンセント新設
2口アース付露出

・補助対象外工事も本工事に含む。
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※既存器具取外しプラグ止め

スイッチ取替

コンセント新設
2口アース付露出

コンセント取替
2口新金

コンセント新設
2口アース付新金

コンセント取替
2口アース付新金

換気扇更新
XFY-24JDK8/83

換気扇更新
XFY-24JDK8/83

照明器具一時撤去復旧

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION
凡　例

２

３

４

５

１ ・

・

・

・

・
A3版 1:50

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画Ｒ７年６月

１階 幼児便所①② 電気設備図

E-004



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

・補助対象外工事も本工事に含む。
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幼児用
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幼児用マルチシンク

※既存器具取外しプラグ止め

幼児用
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コンセント新設
2口アース付露出

コンセント取替
２口新金

スイッチ取替

コンセント新設
2口アース付新金

換気扇更新
XFY-24JDK8/83

換気扇更新
XFY-24JDK8/83

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION
凡　例

２

３

４

５

１ ・

・

・

・

・
A3版 1:50

Ｒ７年６月 E-005

１階 幼児便所④・⑤。調理室便所 電気設備図



　　　　　③各種検出器（温度・湿度等）、操作器（バルブ・ダンパー等）における弱電信号、通信線を除く制御線

・

・

２．特　記　事　項

  １）区分は、●を、項目は，番号に○印の付いたものを適用する。

  ２）特記事項のうち選択する事項は　・　印の付いたものを適用する。ただし，　・　印のない場合は※印を適用する。

項　　　　目 特　　記　　事　　項

・

・

・

・

・

・

・

・

換 気 設 備

排 煙 設 備

自 動 制 御 設 備

衛 生 器 具 設 備

給 水 設 備

排 水 設 備

給 湯 設 備

消 火 設 備

ガ ス 設 備

工事種別

空気調和方式等

主要熱源機器

換  気  設  備

排  煙  設  備

自 動 制 御 設 備

給 湯 設 備

消 火 設 備

ガ ス 設 備

給 水 方 式

排 水 方 式

汚 水

雑排水
放流先

合併処理浄化槽設備

　　　　　　　　・　山砂の類

冷 

暖 

房 

設 

備

衛　

生　

設　

備

本工事で設置する　（　　　 号）

・　資格の区分Ⅰ（１級管工事施工管理技士）　・　資格の区分Ⅱ（２級管工事施工管理技士）

・　有り　　・　無し

本工事に必要な工事用電力，水などの費用は請負者の負担とする。

官公庁への諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。

構内につくることが　　※　できる　　・　できない

イ）埋戻し土は　※　根切り土の中の良質土（コンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）

　　　　　　　　・　構内敷きならし　　・　構内の指示ある場所に堆積

ロ）残土処分は　※　構外に搬出し適切に処理（約　　　㎞）　　

特別管理産業廃棄物　　※　無し　　・　有り（　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　）

メーカーリスト及び納入仕様書を事前に監督員に提出し承諾を受ける。

等の写しを監督員に提出して承諾を受ける。

　設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は評価機関等が発行する資料

機器仕様　　・　国土交通省仕様　　・　メーカー標準仕様

これらと同等のものとする場合は、監督員の承諾を受ける。

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。ただし

再生資源の利用を図ると指定されたもの　※　無し　　・　有り（次による）

　再生資源化を図るもの（建設リサイクル法に係る特定建設資材廃棄物）

　　・アスファルトコンクリート（再資源化施設の場所　　　　　地内）（運搬距離　　　　㎞以下）

　　・コンクリート　　　　　　（再資源化施設の場所　　　　　地内）（運搬距離　　　　㎞以下）

　　・建設発生木材　　　　　　（再資源化施設の場所　　　　　地内）（運搬距離　　　　㎞以下）

　運搬に先立ち受入条件等を確認し、監督員に報告すること。

　引渡しを要するもの以外は構外搬出処理とし、その搬出及び処理費を計上している。

建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第２版）－建築設備編－」によるほか、監督員の

指示による。

・ＣＡＤデーターの提出（　※　要　　・　不要　）

施工図及び保全に関する資料を監督員に提出する。

（施工図、機器取扱説明書、機器性能試験成績書、官公庁届出書類、他）

下記項目の総合調整を行ない測定表を監督員に提出する。（ 　　部）

・　風量調整 　・　水量調整 　・　室内外空気の温湿度の測定 　・　騒音の測定　

・　室内気流及びじんあいの測定 　・　浄化槽の放流水水質　　・　

測定箇所等は監督員の指示による。　

監督員と協議の上、設備機器類及び一連の装置等の取扱い要領を記載した説明書等を作成する。

機器類は、図示する形状及び配管等の取出し位置により、特定製造者の製品を指示、限定しない。

イ）電動機出力、燃料消費量等は、原則として表示された値以下とする。

ロ）機器類の能力、容量等は原則として表示された値以上とする。

設 備 工 事

１．一　般　事　項

建 築 工 事 別 途 工 事

区分

３

２

外気条件
一般系統

湿度（ＷＢ） 温度（ＤＢ） 湿度（ＷＢ） 温度（ＤＢ） 湿度（ＷＢ）温度（ＤＢ）

夏季

冬季

室　　　　　　内　（調整目標値）

　　　　℃

　　　　℃３５．７ ２６．０℃

２２．０℃

　　　　℃

　　　　℃

　　　％

　　　％

５０．４

６７．４

ＥＭ－ＣＥＥＳ

ＥＭ－ＭＥＥＳ

ＪＣＳ　２５８　Ｄ（制御用ケーブル（遮へい付））に準じ、絶縁材及びシースにＪＣＳ

規格によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＪＣＳ　２７１　Ａ（ＭＶＶＳ）に準じ、絶縁材及びシースにＪＣＳ規格によるＥＭケー

ブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

１

空調、冷暖房関係

 施工の範囲

保温の仕様（グラスウール保温筒はＪＩＳ規格表示品2号40Ｋとする。以下ＧＷと表現する。）

 施工の範囲（直管、継手、弁類を含む）

給 排 水 関 係

保温筒、保温板、所要厚さ（mm）（グラスウール保温筒及びロックウール保温筒）

保温の仕様（給排水の項に同じとする。但し、ロックウール保温筒使用は以下ＲＷと表現する。冷媒配管を除く。）

機　　器　　類

ポンプ、継手類

屋外、多湿箇所

呼 径

区 分

25

30

30

20

20

15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 以上

50

5040

4025

25

40 50

40

25

50

屋内露出部は50、屋内隠ぺい部は25

ＧＷ　　・ 50　　・ 25　　　内貼　　・ グラスクロス押え　　・ 銅金網押え

保温外装仕様

その他注意事項

※ 給気ダクトは保温施工のこと

・ 亜鉛鉄板（0.4t）　  　  ・ アルミニューム板（0.8t）

・ ステンレス板（0.3t）　　・ 着色亜鉛鉄板（0.4t）

・ 亜鉛鉄板（0.4t）　　    ・ アルミニューム板（0.8t）

・ ステンレス板（0.3t）　　・ 着色亜鉛鉄板（0.4t）　　・ ガルバリウム鋼板

・ 着色亜鉛鉄板（0.3t）　　　　・ アルミニューム管（0.4t）

・ ステンレス板（0.3t）　　・ 合成樹脂　　・ ガルバリウム鋼板

金属管（銅管、ステンレス管は除く）の土中、コンクリート埋込部の防食テープ巻きは1／2重ね

2回巻としてよい。

防火区画貫通部の保温はロックウール保温材を使用する。

冷媒配管の保温は化学架橋30倍発泡ポリエチレン同等品とする。

寒冷地の保温仕様は別に特記する。

ダクトの保温は　（ ・ 40kg／㎡　　・ 32kg／㎡　　・ 24kg／㎡）とする。

支持金物はすべて防食措置を施し見えがかり部は指定色ＯＰ塗りとする。
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 機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

Ⅰ．工　事　概　要

3.工事種目      （　・　印の付いたものを適用する）

4.設備概要

Ⅱ．　特　記　仕　様

1.工事場所

2.建物概要

　　　　　　　　　・　ファンコイルユニット、ダクト併用方式　・　　　　　　　　）

・　鋼製ボイラー　・　鋳鉄製ボイラー　・　温水発生機（　・　真空式　・　無圧式）

・　チリングユニット　・　直だき吸収冷温水機　・　小形吸収冷温水ユニット

・　１種換気　　・　２種換気　　・　３種換気

・　機械排煙（　・　有り　・　無し　）　適用法規　（　・　建基法　　・　消防法）

・　自動制御方式（　・　電気式　・　電子式　・　デジタル式　）

・　重力式　・　ポンプ排水　（　・　汚物　・　汚水　・　雑排水　・　雨水　）

・　直放流下水管　・　合併処理浄化槽　・　敷地内最終処理施設

・　直放流下水管　・　合併処理浄化槽　・　側溝　・　別途桝　・　敷地内最終処理施設

・　有り　（　・　局所式　・　中央式）　・　無し

    熱源　　（　・　電気　・　都市ガス　・　液化石油ガス　　・　灯油　・　Ａ重油　）

・　屋内消火栓　・　連結送水管　・　屋外消火栓　・　スプリンクラー　・　粉末消火装置

・　泡消火　・　連結散水装置　・　フード等用簡易自動消火装置　・　消防用水

・　二酸化炭素消火　・　ガス系消火

・　有り　（　・　単独処理　・　小規模合併処理　・　合併処理）　　・　無し

撮影場所及び提出部数等は監督員の指示による。（建築工事一括発注の場合は建築工事特記仕様による。）

標準仕様書による完成図その他を監督員に提出する。　　　　（内容、部数等は監督員の指示による）

機　　　　材　　　　等

機材の品質・性能証明

機  材  の  承  諾

監 督 員 事 務 所

主任技術者等の資格

電気保安技術者の適用

工事用電力，水，その他

工 事 用 仮 設 物

土     工     事

発 生 材 の 処 理

工  事  写  真  等

完   成   写   真 

完 成 図 そ の 他

施   工   図   等

総   合   調   整

説   明   書   等

図   形   表   示

電気容量及び機器表示

イ）ＥＭケーブルで規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料で構成されたものとし、

次の記号及び仕様による。

ロ）ＥＭケーブルの電線の色別は、原則として国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準

仕様書（電気設備工事編）（平成１５年３月）による。

標準仕様書によるほか下記による。

・　運転ブロック図に適合するものとする

・　ボイラー及び冷温水機等の付属盤の始動スイッチ二次側に煤煙濃度計用の電源端子を設ける。

接点及び端子は、標準仕様書を　　　　　　　　　　※　適用する　　　・　機器表特記による

インバーター用の制御及び操作盤は、標準仕様書を　※　適用しない　　・　機器表特記による

下記の倉庫、設備室等の亜鉛メッキを施した配管、ダクト及び支持金物・ダクト構成部材・ 電線管の

塗装は行わない。

  ・　中央機械室 　・　各階機械室 　・　倉庫　・　電気室 　・　自家発室 　　・　　　

イ）暖房熱源機器室内の配管の保温材で、ポリスチレンフォーム保温材とあるものは同じ施工種別の

ロックウール又はグラスウール保温材を使用する。

ロ）冷媒管の保温外装は　屋内露出 　・　綿布　　　　　　 ・　保温化粧ケース

　　　　　　　　　　　　屋外露出 　・　ステンレス鋼板 　・　保温化粧ケース（スリムダクト）

　　屋内保温化粧ケースの材質 　 　※　耐候処方樹脂製　　・ 

　　屋外保温化粧ケースの材質　・　耐候処方樹脂製　・アルミ合金製　・鋼板製　・ステンレス鋼板製

ニ）給気ダクトは、保温（２５㎜厚）する。

ホ）厨房用排気ダクトの断熱（隠ぺい部） 　・　ｈ（イ）Ⅶ　　・　行わない

※　合成ゴム製（球形） 　・　ポリテトラフルオロエチレン製　 ・　ベローズ形（ステンレス製）

※　ベローズ形　　・　スリーブ形

ステンレス管に使用するバルブは５０Ａ以下は青銅製、６５Ａ以上はステンレス製を使用する。

標準仕様書によるほか図示の箇所に設ける。　（機材２）

ピット内の配管、ダクトに使用する支持金物等はステンレス製（SUS304）または、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

溶融亜鉛めっきは　（　※　２種３５　　・　２種５０）

（　・　給水 　・　ガス 　・　消火）配管の変位吸収は標準図（施工５－ｃｃ）とし設置箇所は図示による。

標準図（施工３）による、設置箇所は図示による。

渦巻ポンプの機器表に特記無き電動機の極数は、４極以上とする。

図面に特記のない場合は別紙「工事区分表」による。

「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説・令和３年版」（建設大臣官房官庁営繕部監修）によることとし、

施工は「建築設備耐震設計・施工指針１９９７年版」（建設省住宅局建築指導課監修）による。

　　建物の種別　　・　特定の施設　　・　一般の施設　

　　重要機器　（　・　　防災機器　　・　火気を使用する機器　　・　タンク類

　　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　）

・　ガス配管　　・　冷温水配管　　・　冷却水配管

非破壊検査の適用  ※ 無し

抜取率は　　・　標準仕様書による 　・　

撤去する配管、ダクトの保温は取り外す。

７５Ａ未満の継手は 　・　溶接接合 　・　メカニカル接合 　・　フランジ接合 　・　拡管式

排水用塩ビライニング鋼管の土中埋設部は防食処置を行う。

（　　）書きの室名は天井無しを示し、その他は天井有りを示す。

建設工事公衆災害防止対策要綱及び建築工事安全施工技術指針を参考に、工事安全計画（書）を作成し

監督職員に提出する。

・　事前調査　　　　調査項目　（　・　本工事施工範囲において着工前に納まり等の調査を行う事　）

本工事で設置する。

・　内部足場　（　・　Ｅ種　　・　Ｆ種　　）　　・　外部足場　（　・　Ｃ種　　・　Ｄ種　　）

既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

工事の施工に伴い、既成部分を汚染または損傷した場合は、既成にならい補修する。

※　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）　・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・　架橋ポリエチレン管（ファンコイル機器接続部分に限る）　・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

※　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　・　塩ビライニング鋼管　　・　ポリ粉体鋼管

※　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

※　配管用炭素鋼鋼管（黒管）

※　圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ３７０　黒　ｓｃｈ４０）

※　配管用炭素鋼鋼管（黒管）

※　断熱材被覆銅管（製造者標準品 10/20）　　・　銅管　　・ 

ＪＩＳ５Ｋとする。ただし、特記部分はＪＩＳ１０Ｋとする。

※　流量調整弁

・　定流量弁（　・　ダイヤフラム式流量可変式 　・　カートリッジオリフィス形）を取付ける。

イ）カセット形の風量分配ダクトは、自己消火性のポリスチレンフォームでもよい。

ロ）遠方操作スイッチのフラッシュプレートは金属製（ステンレス、新金属も含む）とする。

イ）放熱器弁及びレターンコック又はトラップを取付ける。

ロ）蒸気用給湿器を 　・　取付ける 　・　取付けない

イ）アルミニウム製は塗装を　　※　行う　　・　行わない

ロ）吸込口ＧＶＦＳは防火シャッター付吸込口を示す。

イ） ※　低圧ダクト　　・　高圧１ダクト　　・　高圧２ダクト

ロ）長方形ダクトは　　　※　コーナーボルト工法(亜鉛鉄板)（　・　共板工法又はスライドオンフランジ工法）

　　円形ダクトは　　　　・　スパイラルダクト(亜鉛鉄板）

　　　　　　　　　　　　・　アングルフランシ゛工法

ハ）防火区画を貫通するダクトは、その貫通する部分の前後１５０㎜を１．６㎜厚鋼板製とする。

ニ）厨房用ダクトの板厚は「火災予防条例準則の運用について」を適用する。

イ）防煙ダンパーは　　※　電気式　 ・　空気式　　 　復帰機構は 　※　遠隔式 　・　手元式

ロ）電気式防煙ダンパーの動作用電圧、電流はＤＣ２４Ｖ、０．６Ａ以下とする。

イ）線状吹出口には、長さ＋１００×３００×３００Hの接続チャンバーを設ける。

ロ）シーリングディフューザーの接続は標準図（施工４９）による。

　　施工が困難な場所はフレキシブルダクトを使用してもよい。

ハ）外壁に面するガラリにチャンバー等を設ける場合には原則として排水を考慮する。

イ）吹出口接続チャンバー及び図示したダクト並びにチャンバー類とする。

ロ）内貼りチャンバー類の寸法は、外法寸法とする。

ハ）吹出口接続チャンバー以外の内貼りしたチャンバーには点検口を取付ける。

　　点検口の大きさは、原則として４００×６００とする。

・　グリスエクストラクター　・　グリスフィルター

イ）形式はピトー管式（コック付）とする。 　※　着脱式 　・固定式

ロ）下記の箇所、若しくは図示により取付ける。

　・　冷凍機類の冷水出口　　　　　　　　　・　瞬間流量計　　・　測定用タッピング

　・　冷凍機類の冷却水出口　　　　　　　　・　瞬間流量計　　・　測定用タッピング

　・　ボイラー又は熱交換器の温水出口　　　・　瞬間流量計　　・　測定用タッピング

　・　冷温水ヘッダーの各送り管　　　　　　・　瞬間流量計　　・　測定用タッピング

　・　ユニット形空気調和機の冷温水入口　　・　瞬間流量計　　・　測定用タッピング

・　メカニカル形　　・　風速センサー形

標準図によるほか図示した箇所及び下記の箇所に取付ける。

　・　ユニット形空気調和機廻りの還気ダクト、外気ダクト及び給気ダクト。

機器付属以外の温度計は　※　工業用バイメタル式温度計　　・　ガード付きＬ形温度計

図示した箇所に取付ける。

イ）空気溜まりを生ずると思われる配管箇所には、必要に応じて操作の容易な位置に空気抜き弁装置

　　（　※　手動　・　自動）を設ける。

ロ）自動空気抜き弁装置は、施工３８　（ｇ）　による。

ハ）機械室の手動式エア抜き配管で、特記のない場合の保温範囲は原則として分岐部より２ｍとする。

負   担   金   等

（消費税抜き）

電     線     類

機器付属の制御盤

塗           装

保           温

絶   縁   継   手

防   振   継   手

伸   縮   継   手

弁           類

埋   設   表   示

支持金物・固定金具

配管の建物導入部

異 種 管 の 接 続

ポ ン プ の 電 動 機

他工事との取合い

耐   震   措   置

溶 接 配 管 の 検 査

撤   去   工   事

ステンレス鋼管の接合方法

鋼管類の防食処置

天 井 仕 上 区 分

工 事 安 全 計 画（書）

施   工   調 　査

足　　　　　場

は つ り 工 事

補　修　な　ど

設計用温湿度条件

冷水・温水・冷温水・ドレン管

冷   却   水   管

膨張・空気抜・補給水管

蒸  気  給  気  管

蒸  気  還  水  管

油 ・ 油 用 通 気 管

冷     媒     管

弁           類

ファンコイルユニット

天井吊り形ＦＣＵ及び全熱

交 換 形 換 気 扇

放     熱     器

吹 出 口 ・ 吸 込 口

ダ     ク     ト

防煙・防火ダンパー

チ ャ ン バ ー 等

消  音  内  貼  り

グ リ ス 除 去 装 置

瞬間流量計及び流量測定口

定風量・変風量ユニット

温     度     計

圧     力     計

冷温水管等の空気抜き
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５．

５．

煙           道

オイルサービスタンク

油 積 算 流 量 計

地下オイルタンク

フィルターの予備品

防   振   基   礎

冷凍機の安全弁等のガス放出管

蒸気ボイラ－安全弁放出管

直だき吸収冷温水機

冷 　　却　 　塔

一   般   事   項

ダ     ク     ト

排     煙     口

中央監視制御装置

電   源   装   置

温 度 調 節 器 等

計 装 工 事 の 配 線

注　　　　意　　　　板

小便器用洗浄水節水装置

自   動   水   栓

水 石 け ん 入 れ

化     粧     棚

図　示　に　よ　る

量     水     器

量   水   器   桝

配   管   材   料

弁　          類

保          　温

定 水 位 調  整  弁

水     栓     柱

水          　栓

屋外設置タンクのマンホール

配   管   材   料

煙     試     験

グ リ ー ス 粗 集 器

配   管   材   料

弁　          類

湯     沸     器

消 火 栓 弁 の 耐 圧

配   管   材   料

保　         　温

屋外消火栓箱・ホース格納箱

ガス系消火剤の種類

ガス系消火の起動方式

イ）厚さ　　　　　※　３．２㎜　　　・　４．５㎜

ロ）煤煙濃度計　　・　取付ける　　　・　取付けない　　・　取付座を取付ける

ハ）煤じん量測定口（８０φ×２）を　 ※　取付ける　　・　取付けない

イ）液面制御装置の機能は下記による。

　・　給油ポンプの起動、停止　　　・　返油ポンプの起動、停止

　・　満油警報　　・　減油警報　　・　遠方警報接点（　・　満油　 ・　減油）

ロ）油面計はゲージ式（側圧式）とする。

ハ）返油ポンプのあるシステムでフロートスイッチの上限フロートは、通過形接点とする。

※　設ける（図示した箇所に取付ける）　　・　設けない

イ）据付け方法は標準図　・　施工30（タンク室有り） ・　施工31（タンク室無し） ・　施工32（二重殻タンク）

ロ）タンクの保護被覆は 　※　エポキシ樹脂 　・　アスファルト 　・　モルタル 

ハ）遠隔油量指示装置（電気式で〔　・　屋内 　・　屋外〕より油量監視用）を取付ける。

ニ）基礎杭は　 　　※　不要　　・　要（但し杭は 　※　別途工事　 ・　本工事）

ホ）土留め工事は 　※　不要　　・　要（　・　本工事　　・　別途工事）

・　機器表特記による。

・　フィルターの装着枚数の１００％を予備品（枠付）として納める。

送風機の防振基礎　　　防振材　（　・　ゴム 　・　金属バネ　）

法令及び施設基準の規定に基づき設置する。

屋外に放出するよう設ける。

形式　　・　煙管式若しくは液管式

標準型、低騒音型、超低騒音型の規定は、日本冷却塔工業会の騒音基準値による。

空調、暖房、換気の当該事項を適用する。

※　高圧１ダクト　　・　高圧２タ゛クト

※　亜鉛鉄板製　　・　鋼板製

イ）形状　　　　　・　可動羽根　　・　可動パネル

ロ）開放装置は　　・　手動　　　　・　手動及び遠隔操作の可能なもの

・　有り（構成機能は図示による）　　　・　無し

・　要　（　・　本工事　・　別途工事）　・　不要

取付け高さは　　　※　１３００ｍｍ　・　

イ）屋外、屋内露出の配線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

天井隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

による。（機器、盤類はこれによらなくてもよい）

　　用途：①電源線、接地線

　　　　　②電気式の調節器（サーモ・ヒューミディ等）用電線

大便器、小便器に陶製の注意板を取付ける。（　※　衛生器具表に不要と記載された器具は除く。）

※　個別感知方式　（電源供給方式   ・　ＡＣ１００Ｖ  ・　乾電池）

　工事範囲は、電気１次側配管配線を除き全て本工事とする。

※　陶器付形　　　・　壁付形　　　・　カウンター取付け形

※　露出形　　　　・　埋込形

イ）親メーター　　※　借用　　・　買取り　（　・　直流　・　遠隔表示　）

ロ）子メーター　　※　買取り　・　借用　　（　・　直流　・　遠隔表示　）

イ）親メーター用　※　水道事業者の指定品　　・　標準図（機材５５）

ロ）子メーター用　※　標準図（機材５５）　　・　水道事業者の指定品

イ）一般配管用　　・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）  ・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　　　　　　　・　塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）

　　　　　　　　　・　水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　　・　ポリブデン管

ロ）土間配管用　　・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）  ・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　　　　　　　・　塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）

　　　　　　　　　・　ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ）（ＳＧＰ－ＦＰＤ）（Ｋ－ＰＤ）

　　　　　　　　　・　水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

ハ）屋外土中用　　・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）  ・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　　　　　　　・　塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）（６５Ａ以上）

　　　　　　　　　・　ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ）（ＳＧＰ－ＦＰＤ）（Ｋ－ＰＤ）

　　　　　　　　　・　水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　　　　・　水道配水用ポリエチレン管（JWWA K 144）

ニ）ビニル管の接合方法　　※　接着接合　 ・　ゴム輪接合

ホ）ポリエチレン管の接合方法　５０Ａ以下　・　融着継手　・　金属製継手　７５Ａ以上　　融着継手　　

へ）ゴム輪接合の場合、直管以外の継手部には離脱防止金具取付とする。

ト）特記なき給水管の最小口径は２０Ａとする。

チ）ステンレス鋼管を使用する場合は下記の水質の確認を行う。

　　電気伝導率、Ｍアルカリ度、カルシウムイオン、マグネシウムイオン、全硬度、重炭酸イオン、

　　遊離炭酸、塩素イオン、硫酸イオン、シリカ、蒸発残留物

イ）公営水道に直結する配管に使用するものは、ＪＩＳ１０Ｋとする。

ロ）受水タンク以降の配管に使用するものは、ＪＩＳ５Ｋとする。

  ただし、特記部分はＪＩＳ１０Ｋとする。

ハ）給水引込部の　　・　止水栓　　・　弁桝 は水道事業者の指定品とする。

イ）鋼板製、ステンレス製タンクの保温　　　・　施工する　　・　施工しない

ロ）屋外露出、ピット内、床下の保温材はポリスチレンフォームとし、その他はグラスウールとする。

・　標準仕様書による（付属品含む）　　・　水道事業者指定品

※　合成樹脂製　　 ・　人造石とぎ出し製　　・　アルミニウム合金製　・　ＳＵＳ製

屋外の水栓は　 ・　キー式ハンドル　　　・  不凍水栓ハンドル

・　台所流し用の水栓は泡沫式とする。　　

ＦＲＰ製タンク及びステンレス製タンク（保温形）はマンホールも保温形とする。

　　　　　　　　　・　コーティング鋼管（　※　タールエポキシ　 ・　塩化ビニル） ・　鉛管

　　　　　　　　　・　排水用塩ビライニング鋼管（Ｄ-ＶＡ)（ピット内）　・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

ロ）屋内雑排水管　・　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　・　鉛管

　　　　　　　　　・　排水用塩ビライニング鋼管（Ｄ-ＶＡ)（ピット内）　・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　　　　　　・　湯沸流し等の床上露出部分は硬質塩化ビニル管（ＶＵ）でもよい。

　　　　　　　　　・　合流式の配管はコーティング鋼管を使用する。

ハ）通気管　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白管）　・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ）　・　耐火二層管(VP)(PS・立管)

ニ）屋外排水管　　・　遠心力鉄筋コンクリート管　　・　排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（土中）

　　　　　　　　　・　排水用塩化ビニルリサイクル三層管　 　・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　　　　　　・　水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

・　行わなくてもよい　　・　図示の系統のみ行う

・　工場製作品　（　・　ＳＵＳ製　 ・　鋳鉄製  ・　ＦＲＰ製　）　　・　現場施工品

・　耐火被覆　　　　・　施工６４（ａ）を施工する。　 ・　施工しない

※　ＪＩＳ５Ｋとする。ただし、水道直結部分及び特記部分はＪＩＳ１０Ｋとする。

・　屋内設置のガス瞬間湯沸器には換気ファン連動装置を設けるものとし、別途電気工事との接続は

本体に付属する水圧スイッチで行うものとする。

※　ガスコンロを使用する場合には「ガスコンロを使用する場合は、手動スイッチにより排風機を運転

すること」と記載した注意板を設ける。

※　ＪＩＳ１０Ｋ　　　　　・　ＪＩＳ１６Ｋ

イ）一般配管用　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　・ SGP-VS　（消火水槽内）

ロ）土中配管用　　　　※　外面被覆鋼管　　　　　　　　・ 

　　（土間を含む）

イ）呼水タンクの保温　　　※　施工しない　　・　施工する

ロ）充水タンクの保温　　　※　施工しない　　・　施工する

ハ）消火配管の保温は次による。（屋外露出、寒冷地は保温種別ｅ３・（ﾊ）・Ⅴによる）

　・　屋外消火栓　　　　※　施工しない　　・　施工する（屋外露出部分のみ）

　・　スプリンクラー　　※　施工しない　　・　施工する（屋外露出部分のみ）

　・　連結送水　　　　　※　施工しない　　・　施工する（屋外露出部分のみ）

　・　連結散水　　　　　※　施工しない　　・　施工する

※　鋼板製　　・　ステンレス鋼板製

・　ＩＧ－５４１　 ・　ＩＧ－５５  ・　窒素　 ・　ＨＦＣ－２２７ｅａ　 ・　ＨＦＣ－２３

※　手動　　　・　自動、手動切替式

配   管   材   料

液化石油ガス容器

ガ ス メ ー タ ー

容 器 廻 り の 配 管

容 器 転 倒 防 止

ガ ス 漏 れ 警 報 器

そ     の     他

処理種別及び方式

形　          式

処   理   能   力

放 流 水 の 水 質

処理水の放流方式

摘　         　要

駐   車   方   式

連     基     数

車   両   寸   法

最 大 積 載 荷 重

電  源  ・  容  量

運   転   方   式

安   全   装   置

耐   震   措   置

イ）一般配管用　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　・ 

ロ）土中配管用　　　　※　合成樹脂被覆鋼管　　　・　ガス用ポリエチレン管（ＪＩＳ－Ｋ６７７４）

　　（土間を含む）　　・ 

・ バルクタンク　　　kg　　・ 50kgボンベ　　2本　　　　※　借用　　・　買取り　　

親メーターはガス供給事業者より借用、子メーターは買取りとする。

※自動切替式　　施工方法は標準図（施工７２）の　　・　施工要領（ａ）  ・　施工要領（ｂ）

施工方法は標準図（施工７３）の 　・　施工要領（ａ）　 ・　施工要領（ｂ）

※　不要　　・　要（取付け位置は図示による。外部出力端子　　・　不要　　・　要）　　・　別途電気工事

警報器から制御盤、遮断弁までの電線管は別途工事とする。

・　別途電気工事

都市ガスはガス供給事業者の供給規定による。

・　小規模合併処理　（　・　分離接触ばっ気方式　 　・　嫌気ろ床接触ばっ気方式

　　　　　　　　　　　　・　脱窒ろ床接触ばっ気方式　・　担体流動方式　　　）

・　合併処理　　　　（　・　回転板接触方式　 ・　接触ばっ気方式　 ・　長時間ばっ気方式

　　　　　　　　　　　　・　脱窒ろ床接触ばっ気方式　・　担体流動方式　　　）

※　ユニット形　　・　現場施工形　

ＢＯＤ　　・　６０　　・　３０　　・　２０　　・　１０　　㎎／㍑以下

　　　　　・　　　　　㎎／㍑以下

・　重力式　　・　ポンプ式

※　標準仕様書適合品　　・　製造者標準品

※　二段方式　　・　多段（　　）　段方式　

※　昇降式　 ・　昇降横行式　 ・　昇降ピット式 　・　昇降横行ピット式　 ・ 

　　　　連　　　　台

長さ㎜　　・　４，７００　　・　５，０００　　・　５，３００　　・　５，７５０　　・ 

幅　㎜　　・　１，７００　　・　１，８００　　・　１，９００　　・　２，０５０　　・ 

高さ㎜　　・　１，５５０　　・　２，０００　　・　

・　１，５００㎏　　・　１，７００㎏　　・　２，２００㎏　　・ 

※　３φ２００Ｖ　　・　１φ１００Ｖ　　　　　　ｋｗ　　同時作動　　　　連分

※　押しボタン方式　　・　自動方式

・　二段方式の　「自動停止装置」を除く

・　出庫警報装置を  ・　取り付ける　 ・　取りやめる

・構造体の設計用水平震度　・　       　　　　 ・　地域係数　　　・　

　　但し、ルームエアコン・パッケージ形マルチ屋内機・カセット形全熱形交換器・カセット形ファンコイルユニットは除く。

以下特記は○印がついたものを適用する。

本工事は建築基準法、電気設備技術基準、内線規定、消防法、その他関係法規と、下記の基準を準用、施工する事。

・建設大臣官房庁営繕部監修　機械設備工事共通仕様書　平成　　　年版

・同上　　　　　　　　　　　機械設備工事標準図　　　平成　　　年版

・日本建築家協会編　　　　　機械設備工事共通仕様書

・空気調和衛生工学会編　　　機械設備工事共通仕様書

　・　給水負担金（加入金及び納付金等）　　　　　（　・　本工事 　・　別途） 　　　　　　　　　　円

　・　給水引込工事費　　　　　　　　　　　　　　（　・　本工事 　・　別途） 　　　　　　　　　　円

　・　ガス引込負担金　　　　　　　　　　　　　　（　・　本工事　 ・　別途） 　　　　　　　　　　円

　・　下水道事業受益者負担金　　　　　　　　　　（　・　本工事 　・　別途） 　　　　　　　　　　円

● 

給
湯
設
備

処理対象人員　　　　人　　・　処理水量　１８　ｍ3　／ｄ 　・　流入ＢＯＤ濃度　２００　㎎/㍑

建物名称 構　造 階数 備　考
消防法施工令

別表第一の区分

建築基準法による

延べ面積（㎡）

建物別及び屋外

工事種目

仕　　　様記　号

項　 目 　種 　別 天井内

・

・

・

床下ピット内 室内露出部 屋外露出部 土中コンクリート埋込部

・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

塗 装 の み

・

・

・

塗 装 の み 金属管は防食テープ

金属管は防食テープ

金属管は防食テープ

金属管は防食テープ

ＧＷ＋鉄線＋アルミ箔＋亀甲金網

ＧＷ（２０ｔ）＋鉄線＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ＋鉄線＋外装（ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板）

鋼管類は防食テープ巻　塩ビ管類は不要

項 目 種 別 天井内 床下ピット内

ﾊﾟｲﾌ ﾟｼｬﾌﾄ内

ﾊﾟ ｲﾌﾟｼｬﾌ ﾄ内 室内露出部 屋外露出部 土中コンクリート埋込部

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

塗 装 の み

塗 装 の み

・

・

・

塗 装 の み

塗 装 の み

防食テープ巻き

防食テープ巻き

・

・

・

鋼管類は防食テープ巻　塩ビ管類は不要

（ ＧＷ　ＲＷ ）＋鉄線＋アルミ箔＋亀甲金網

（ ＧＷ　ＲＷ　）（２０ｔ）＋鉄線＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ＋鉄線＋外装（ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板）

給水、消火、排水

温水、給湯

蒸　気

冷温水、冷水

機　器

排気筒、煙道

風　道

消音内貼

屋内露出 （見えがかり部）

天井内　ＰＳ内　空隙壁中

床下　暗渠内　埋込部

屋外露出 （多湿箇所）

ドレーン管

蒸気管 （還水管）

屋内露出 （見えがかり部）

天井内　ＰＳ内　空隙壁中

床下　暗渠内　埋込部

屋外露出（浴室、多湿箇所）

汚水、雑排水管

給湯、膨張管

通気管、ガス管

給　　水

油　　管

冷　却　水

２０．

１９．

　機器はメーカー標準品とする。

　給水管に配管の固定を確実に行いウォーターハンマー防止の為の措置を講ずること。

　凍結の恐れのある場所は全て保温を行うこと。

・　都市ガス　種別　   （　　　　　ＭＪ／ ｍ3 Ｎ　）　　・　液化石油ガス

・　　　　　　（　・　　　　　　　　　　　　　　）

・　水道直結方式　　・　高置タンク方式　　・　ポンプ直送方式　　・　加圧給水方式

※　保温付被覆銅管　　・　銅管　　・　ステンレス鋼管  ・　ポリブデン管　　・　ステンレフレキ加工管

ＧＷ＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ＋合成樹脂製カバー

ＧＷ＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ＋合成樹脂製カバー

冷媒管

　防火区画貫通部は、建築基準法施行令第１２９条の２の４に準拠すること。

　配管設備の設置・構造については、建築基準法施行令第１２９条の２の４に適合させること。

・　ガス熱源ヒートポンプユニット　（ビルマルチ）　　・　パッケージ形空気調和機

●　

消　

火　

設　

備

●　

ガ　

ス　

設　

備

合 併 処 理 浄 化 槽 設 備・

・

 　　　　％

 　　　　％

成行

成行

※　公共建築協会　建築設備設計基準　令和3年度版（岡山）による。

・ 床 暖 房 設 備 工 事

・

・ 雨 水 排 水 設 備

倉敷市福井205番地

・

・　空気調和　（　・　中央ダクト方式　・　各階ユニット方式　・　パッケージ方式　

空 気 調 和 設 備

小谷かなりや認定こども園 鉄筋コンクリート造 ２ 1,106.03 ㎡ (6)項-ハ

  　　・ 印 　※ 印の場合は両方を適用する。

引渡しを要するもの 　※　無し　　・　有り（　・　機器類　・　金属配管、ダクト類  ・　　　　）

・既存完成図（CADデーターを含む）の修正を行う。

※　絶縁フランジ 　・　標準図（施工３）による。

ポンプ及び屋外設置機器・ピット内のアンカーボルト、ナットはステンレス製（SUS304）とし、屋外及び

　　　　          ・ 有り（　・ 放射線透過検査　・ 浸透探査検査または磁粉探傷検査）

ロ）原則として、次の用途に使用する電線類はＥＭケーブルとし、規格は一般共通事項 21.電線類の規格

電源供給方式  ・　ＡＣ１００Ｖ　 ・　乾電池　

イ）屋内汚水管　　・　メカニカル形排水鋳鉄管（１種管）　 ・　耐火二層管(VP)（ＰＳ・立て管）

　　　　　　　　　・　メカニカル形排水鋳鉄管（１種管）　 ・　耐火二層管(VP)（ＰＳ・立て管）

NS

総括責任者 設計部長 グループ長 工事名称 図面番号REVISION １ ・
株式会社 丸川建築設計事務所凡　例

２ ・ 岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士事務所登録１０７８号３ 　.　. ・ 縮尺設計責任者 担当者 担当者 図面名称
１級建築士大臣登録第１８８５８６号

４ 　.　. ・
丸 川 眞 太 郎５ 　.　. ・

　.　.

　.　.

M-001Ｒ７年６月

機械設備工事　特記仕様書

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画



既存器具取外しプラグ止め
幼児用マルチシンク取付・接続
TOTO　SKA300LERAPZ
高さ加工(450→400)

既存器具取外しプラグ止め
幼児用マルチシンク取付・接続
TOTO　SKA300LERAPZ
高さ加工(450→400)

既存器具取外しプラグ止め
幼児用マルチシンク取付・接続
TOTO　SKA300LERAPZ
高さ加工(450→400)

既存器具2セット取外し
プラグ止め
幼児用マルチシンク
1セット取付・接続
TOTO　SKA300LERAPZ
高さ加工(450→400)

既存器具取外しプラグ止め
幼児用マルチシンク取付・接続
TOTO　SKA300LERAPZ
高さ加工(450→400)

既存器具取外しプラグ止め
幼児用マルチシンク取付・接続
TOTO　SKA300LERAPZ
高さ加工(450→400)

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

・補助対象外工事も本工事に含む。
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別図詳細図参照

幼児便所①
別図詳細図参照

別図詳細図参照

幼児便所③
別図詳細図参照

廊下

機械設備 １階平面図　S=1：150

・
・
・　.　.
・　.　.
・　.　.

２
３
４
５

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

A3版 1:150

Ｒ７年６月 小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事
M-002

機械設備 １階平面図



・青書き項目は補助対象外工事を示す。

既存器具取外しプラグ止め
幼児用マルチシンク
TOTO　SKA300LERAPZ
取付・接続

既存器具取外しプラグ止め
幼児用マルチシンク
TOTO　SKA300LERAPZ
取付・接続

既存器具取外しプラグ止め
幼児用マルチシンク
TOTO　SKA300LERAPZ
取付・接続

既存器具取外しプラグ止め
幼児用マルチシンク
TOTO　SKA300LERAPZ
取付・接続

既存器具取外しプラグ止め
幼児用マルチシンク
TOTO　SKA300LERAPZ
取付・接続

既存器具取外しプラグ止め
幼児用マルチシンク
TOTO　SKA300LERAPZ
取付・接続

・補助対象外工事も本工事に含む。
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別図詳細図参照
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別図詳細図参照

廊下②

機械設備 ２階平面図　S=1：150
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縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

１REVISION
凡　例

A3版 1:150

Ｒ７年６月 小谷かなりや認定こども園 大規模修繕工事
M-003

機械設備 ２階平面図



TOTO　PWP640N2W 1増設洗濯機防水パン

TOTO　PWP640N2W 1増設洗濯機防水パン

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

・補助対象外工事も本工事に含む。

修繕前　１階 幼児便所① 平面図

7
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7
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2,400

2,400

2
,4
0
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2
,4
0
0

州前後　１階 幼児便所① 平面図

5,500

修繕後　１階 幼児用便所② 平面図 修繕前　１階 幼児用便所② 平面図

幼児用
ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ

U309C U309C U309C

SK33 INAX INAX INAX INAX

洗濯機
防水パン

幼児用
マルチシンク

※既存器具取外しプラグ止め

INAX

INAX

INAX

U309C

U309C

SK33

C720R
S721B

L30D

U309C

幼児用
ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ

幼
児
用
マ
ル
チ
シ
ン
ク

洗濯機ﾊﾟﾝ

※既存器具取外しプラグ止め

SK

幼児用
シャワーパン

更新器具リスト

名　　称

幼児用マルチシンク

小便器セット

汚物流し

鏡

幼児用シャワーパン

TOTO　SKL330HNNN

TOTO　YM3045A

大便器セット

TOTO　PFS1100S

LIXIL　U-201M

品番・付属品（参考品番）

TOTO　CS310B

数量

1

4

2

1

1

3

更新器具リスト

名　　称

幼児用マルチシンク

小便器セット

汚物流し

鏡

幼児用シャワーパン

TOTO　SKL330HNNN

TOTO　YM3045A

TOTO　CS310B大便器セット

TOTO　PFS1100S

LIXIL　U-201M

品番・付属品（参考品番） 数量

1

1

1

3

3

3

工事内容
既存器具取外しプラグ止め
幼児用大便器 排水配管変更
幼児用小便器 給水・排水配管変更
幼児用シャワーパン 
　給水・排水・給湯配管変更
幼児用マルチシンク 排水配管変更
洗濯機用給水配管増設
洗濯機防水パン排水配管増設及び変更
掃除口取替
幼児用大便器 止水栓給水フレキ管
更新器具 取付及び接続

横水栓 TOTO　T131SUN13C

自在スパウト TOTO　THY204ALL

幼児用手摺 TOTO　YYB10P2S＃YW

ペーパータオルホルダー TOTO　YKT100R 2

1

1

4

職員用大便器セット TOTO　CS232BM S1A

横水栓

自在スパウト

TOTO　T131SUN13C

TOTO　THY204ALL

壁掛け手洗い器 TOTO　L30D

ペーパータオルホルダー TOTO　YKT100R

1

1

2

1

1

TOTO　PWP640N2W 1更新洗濯機防水パン

TOTO　PWP640N2W 1更新洗濯機防水パン

ペーパータオルフォルダー

ペーパータオルフォルダー

ペーパータオル
フォルダー

ペーパータオル
フォルダー

TOTO　SKA300LERAPZ　高さ:400に加工

TOTO　SKA300LERAPZ 高さ:400に加工

工事内容
既存器具取外しプラグ止め
幼児用大便器 排水配管変更
幼児用小便器 給水・排水配管変更
汚物流し 給水・排水配管変更
幼児用シャワーパン 
　給水・排水・給湯配管変更
幼児用マルチシンク 排水配管変更
洗濯機用給水管新設(小便器給水管より)
洗濯機防水パン排水増設
掃除口増設及び取替
既存洗濯機防水パン排水管変更
幼児用大便器 止水せん給水フレキ管
更新器具 取付及び接続

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者 工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION
凡　例

２

３

４

５

１ ・

・

・

・

・
A3版 1:50

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画Ｒ７年６月 M-004

１階 幼児便所①・② 機械設備図



増設洗濯機防水パン TOTO　PWP640N2W 2

・補助対象外工事も本工事に含む。

・青書き項目は補助対象外工事を示す。
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U390C
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C425R
S513BKS

C720R

C425R

C425R

幼児用
ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ

S513BKS

S513BKS

幼児用マルチシンク

※既存器具取外しプラグ止め

幼児用
ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ

更新器具リスト

名　　称

小便器セット

大便器セット

LIXIL　U-201M

品番・付属品（参考品番） 数量

1

TOTO　CS300B

サーモスタット混合栓 TOTO　TBV03403J

3

3

幼児用マルチシンク

鏡 TOTO　YM3045A

1

3

TOTO　SKA300LERAPZ

職員用大便器セット TOTO　CS232BM S1A 1

ペーパータオルホルダー TOTO　YKT100R 1

更新器具リスト

名　　称

小便器セット

汚物流し TOTO　SKL330HNNN

大便器セット

LIXIL　U-201M

1

3

U309C

S721B
C720R

SK33

ｼﾞｬｸｴﾂ

ｼﾞｬｸｴﾂ

ｼﾞｬｸｴﾂ

LK1200S1

幼
児
用
マ
ル
チ
シ
ン
ク

乳
児
用
バ
ス(

撤
去
）

U309C

U309C

※既存器具取外しプラグ止め

TOTO　CS300B

幼児用マルチシンク

鏡 TOTO　YM3045A

1

3

工事内容
既存器具取外しプラグ止め
幼児用大便器 排水配管変更
幼児用小便器 排水配管変更
幼児用マルチシンク 排水配管変更
洗濯機用給水配管増設
洗濯機防水パン排水配管増設及び変更
掃除口取替
幼児用大便器 止水栓給水フレキ管
更新器具 取付及び接続

3

数量品番・付属品（参考品番）

職員用大便器セット TOTO　CS232BM S1A 1

横水栓

自在スパウト

TOTO　T131SUN13C

TOTO　THY204ALL

1

1

ペーパータオルホルダー TOTO　YKT100R 2

ペーパータオル
フォルダー

ペーパータオル
フォルダー

ペーパータオル
フォルダー

TOTO　SKA300LERAPZ 高さ:400に加工

工事内容
既存器具取外しプラグ止め
幼児用大便器 排水管変更
幼児用小便器 給排水管変更
幼児用シャワーパン 給排水給湯管変更
幼児用マルチシンク 排水配管変更
洗濯機用給水管増設
洗濯機防水パン排水増設及び変更
掃除口取替
幼児用大便器 止水栓給水フレキ管
更新器具 取付及び接続

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号
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１階 幼児便所④・⑤ 機械設備図
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大便器セット

壁掛け手洗い器 TOTO　L30DM

TOTO　CS310B

工事内容
既存器具取外しプラグ止め
幼児用大便器 排水配管変更
幼児用大便器 止水栓給水管
壁掛け手洗い器止水栓
更新器具 取付及び接続

・補助対象外工事も本工事に含む。

・青書き項目は補助対象外工事を示す。

1,740 400

1
,9
60

1,740 400

9
00

9
00

1,700

90
0

90
0

1,700

修繕前　１階調理室便所 平面図

修繕後　１階調理室便所 平面図

修繕後　１階幼児用便所③ 平面図 修繕前　１階幼児用便所③ 平面図

幼児便所③

更新器具リスト

名　　称 品番・付属品（参考品番） 数量

幼児便所③

更新器具リスト

名　　称

職員用大便器セット TOTO　CS232BM S1A

品番・付属品（参考品番） 数量

1

2

1

ペーパータオルホルダー TOTO　YKT100R 1

ペーパータオル
フォルダー

工事内容
既存器具取外しプラグ止め
職員用大便器 給水・排水配管変更
更新器具 取付及び接続

　.　.
　.　.
　.　.

縮尺担当者担当者設計責任者

グループ長設計部長総括責任者

小谷かなりや認定こども園 大規模修繕計画

工事名称

図面名称

図面番号
株式会社 丸川建築設計事務所

岡山市駅前町１丁目５番１８号

１級建築士大臣登録第１８８５８６号

丸 川 眞 太 郎

１級建築士事務所登録１０７８号

REVISION
凡　例
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５
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・
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・

Ｒ７年６月

A3版 1:50 １階 幼児便所③・調理室便所 機械設備図
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